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			プロローグ

			　

			「ボクとしては、どうでも良いんだけどさー」

			　視界には、遮(さえぎ)る物ひとつない空。一面の青空が広がっている。

			　ユウトは絨(じゆう)毯(たん)に寝そべりながら、ラーシアの言葉を聞くとはなしに聞いていた。

			「ろくに説明もなしに出て来ちゃって、良かったわけ？」

			「ベストではないけど、ベターではある」

			　ユウトとラーシアが乗っているのは、二メートル四方ほどの小さな魔道具(マジツク・アイテム)の絨毯。いわゆる、空飛ぶ絨毯だ。

			　これに《増速(アクセル)》を定期的に使用することで、ブルーワーズで最も速い空の旅を実現していた。

			「どーいうことよ？」

			「王都セジュールには、今頃、俺への結婚を申し込むヴェルガの使者が来ている頃さ」

			「あー。話には聞いてたけど、ほんとにそんなことになってるんだ？」

			「ああ。そして、俺への不信感とか疑心暗鬼でいっぱいになってるはずだな」

			　他人事のように答え、途中で立ち寄ったフォリオ＝ファリナで買った干した果物を口に運ぶ。

			　もちろん、世界最大の都市で購入したのはそれだけではない。本命の買い物は、無限貯蔵のバッグの中で、出番を待っていた。

			「普通、それって和平の使者も兼ねてるんじゃないの？」

			「和平？　ヴェルガ帝国が？」

			　その発想はなかったなと、ユウトは笑う。

			　恐らく、ヴェルガが聞いても同じ反応をするだろう。

			　ヴェルガ帝国の国(こく)是(ぜ)は欲しいから奪う。ただ、それだけだ。

			「ふ～ん。で、そんなときに、国外へ出て大丈夫なわけ？」

			　ラーシアも、口にドライフルーツを放り込みながら話を続ける。

			「大丈夫じゃないけど、こうするしかないのさ」

			「相変わらず、ユウトは話が回りくどいね」

			「分かりやすく、順を追って話してるつもりなんだけどな」

			　ラーシアの文句を軽く受け流し、リラックスした姿勢でユウトは口を開いた。

			「こうなると、もちろんうちにも問い合わせは来るよな。それなのに、当事者が行方不明だ。どうなると思う？」

			「本当に結婚する気かよって、ならない？」

			「ならないさ。本当に結婚することで話がついてるなら、そもそも申し込む必要がない。さっさと、帝都ヴェルガにでもどこでも良いから行って、既成事実を作っちゃえば良いんだから」

			　自分で言っておきながら、その未来予想図に顔をしかめる。

			「あ、なるほど。じゃあ、その問い合わせ自体が邪推になるんだ」

			　ラーシア相手だと、なぜか話がスムースに進むからやりやすいよなぁと若干気持ち悪い感想を抱きつつ、ユウトは絨(じゆう)毯(たん)の上で身を起こした。

			「そうそう。んで、イスタス伯爵家の主立った面子(めんつ)が、本当に俺の居場所を知らない。今頃、大混乱だ」

			「やっべー。ゲスの勘ぐりで大魔術師(アーク・メイジ)怒らせちゃったよ。うちの領地にドラゴンになって襲ってくるんじゃね？　ってなことになるわけね」

			「一般の人に認識されている俺のイメージはそんなんなのかって抗議をしたいが、だいたい、そんなところかな」

			　あとは、こちらの意図を察したアルシアが、それとなくフォローをしてくれれば問題も最小限で収まる。

			　説明を終えたところで、ユウトは今度は革袋から水をあおった。

			　適宜休憩は取るつもりだし、地上に降りれば補給もできる。そのため、遠慮なく甘ったるい口を新鮮な水で洗い流した。

			「それで、一応、表の方にはあんまり関わってない、悪の首領であるボクを同行者にしたんだね」

			「そういうこと」

			「しばらく、ヴァルやアカネやアルシアやヨナから離れたかったとか、そういうことじゃないんだね？」

			「当たり前だろ」

			　強がりでもなんでもなく、ユウトは平然と肯定した。

			「うっわー。なんか、覚悟決まっちゃってるね」

			「責任はあるけど、まあ、好きな相手だからな」

			「気持ち悪いことを言うの、止めてもらって良いですか？」

			「うん。真顔で言うな。死ね」

			　細かく区切って、遠慮なく悪態をつきながら、次の瞬間には、お互い指を指して笑う。ヴァルトルーデやアカネには、理解できない光景だろう。

			「まあ、ヴァルとくっつくだの、帰るだの言ってた頃に比べると大した進歩だけどね」

			「そうだな。次は、ラーシアの番だな」

			「いやぁ、それなんだけどさぁ」

			　今度は、ラーシアが起き上がって語り始める。

			「玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)が思った以上に順調でさ。いろんな引き合いも来てるし、事業拡大の波に乗ってるんだよね」

			「それで、良い出会いでもあった？」

			「いやいや。なんか、それで給料増やしたり収入が安定したらさ、部下が次々に結婚していくんだよね」

			「そ、そうなんだ……」

			「うん。それを見てたら、なんか、こう、満足感？　達成感？　そんな気持ちになってきてさ。エグも所帯を持ったし、ユウトもなんだかんだと覚悟決めたし。ボクのことなんか、どうでも良いっていうかさ」

			「お、おう……」

			　これはマズイんじゃないだろうか。

			　温度も風も調整している魔法の絨(じゆう)毯(たん)の上で、背中に嫌な汗が流れてくる。

			　ラーシアは達観しすぎだ。

			「このまま成長を続けると、ハーデントゥルムの評議員に任命されることまでありうるね」

			「民業圧迫してるんじゃねえ」

			　これは、まずい。

			　なんとかしなければならないが……。

			「でも、この旅じゃ草原の種族(マグナー)に出会える確率は、低いんだよなぁ……」

			「当たり前じゃん。なに言ってるのさ、ユウトは」

			　つぶらな瞳で言い切られると、罪悪感をひしひしと憶えてしまう。

			　イル・カンジュアルを倒した報酬としてラーシアが願った『女運』。ちゃんと、自分自身の女運だって神様相手に伝えたか？

			　そう口にしようとしたところで、ラーシアの瞳が真剣味を帯びて武器の準備を始めた。

			　やや遅れて、ユウトも気付く。

			「赤竜(レツドドラゴン)か」

			　魔法の絨毯の行く手に、黒い影が見えた。

			　まだ遠いため、小さな影にしか見えない。いや、この距離で見えているということは、巨大な存在であることは疑いない。

			「これは、俺の距離だな」

			　一〇メートルを超える緋色の怪物を前にしても、取り乱したりはしない。呪文書を取り出しながら、ちょうど良い暇つぶしになりそうだと好戦的な瞳をドラゴンへと向ける。

			「《雷神降臨(サンダーゴツド)》」

			　魔法の絨毯の上で立ち上がったユウトは、呪文書から切り取った八枚の紙片で全身を覆(おお)った。

			　同時に青白い光を放ったそれは、術者の体へと吸収され、風の源素と雷光をまとう。

			　短時間だが、風の源素界より雷を操る権能を迎え入れる第八階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　見えない壁でも押すかのように両手をつきだすと、その間にプラズマのような光が集まる。

			「《雷神の鎚(サンダーゴツド・ウエポン)》」

			　ひと抱えはありそうな雷光がほとばしり、未だ数百メートルは離れた赤竜(レツドドラゴン)をしたたかに撃ち貫いた。呪いにも似た咆(ほう)哮(こう)が、風に乗って響き渡る。

			　刺激臭が辺りに立ち込めるが、ユウトは構わず、二度三度と雷を放っていく。

			　赤竜(レツドドラゴン)は身をよじり、あるいは急加速と減速を行って雷光の鎚(つち)を避けようとするが、巨体ゆえにそれほど器用な飛行ができるはずもなく、次々と紅玉のような鱗(うろこ)は焼け焦げ、翼にも綻(ほころ)びが生じていく。

			「ガァアァァァァッッッ」

			　縄張り荒らしに鉄槌を下そうとしたにもかかわらず、一方的になぶられている赤竜(レツドドラゴン)。

			　そのいらだちで、赤竜(レツドドラゴン)はまた怨(えん)嗟(さ)の声を上げた。

			　ただ耳にしただけで肉体が硬直し、魂が砕け散るような咆哮。

			　だが――相手が悪すぎた。

			「ちょうどいい距離になったね」

			　魔法の絨(じゆう)毯(たん)も進み続けていたため、彼我の距離が詰まり肉薄する。火炎の吐息(フアイアブレス)の射程に入ったため、暴虐なる赤竜(レツドドラゴン)が巨大な口を開いた。

			　しかし、それはラーシアにとっても同じこと。

			「《狙撃手の宴(スナイパーズ・レイヴ)》」

			　待機していた彼はいち早く矢をつがえると、一〇秒ほどで立て続けに五本も放ち、そのすべてが口腔内や目など急所に突き刺さった。

			　赤竜(レツドドラゴン)の動きが、一瞬止まる。

			　けれどそこから持ち直すことはできず、錐(きり)揉(も)み状態で落下していった。

			「おー。粘る粘る」

			　それでも半ば破けた翼を懸命に動かし、なんとか逃げ出そうとする赤竜(レツドドラゴン)。必死に、巣穴へ戻って体を休ませ、傷を癒(いや)そうとするものの――それは、貯めこんだ財宝の在(あり)処(か)を二人に教えるだけの結果に終わった。

			　ユウトとラーシアは当然のように追いつき、巣穴の洞窟内で赤竜(レツドドラゴン)にきっちりとどめを刺し、めぼしい財宝を無限貯蔵のバッグへ詰め込んだ。

			「銅貨と銀貨は、どうするー？」

			「米を持って帰りたいから、バッグの容量を圧迫するのは避けたいな。牙(きば)や鱗(うろこ)も置いていこう」

			「了解。それにしても、リ・クトゥア行きの前だけあって、ドラゴンと縁があるね」

			「それは、あんまり関係ないと思うけどな」

			　そんな風に軽口を叩いて、二人はまた空の旅へと戻る。

			　遙か東の果て、七つの島からなる竜人(ドラコニユート)が住まう地リ・クトゥアを目指して。

			　

			　その凶悪な赤竜(レツドドラゴン)が住み着いたのは、今から十年以上も前のことだった。

			　当初は領主へ懇願して討伐隊が編成されたものの、それはすべて失敗。その度に振るわれる報復もあって、周辺の住民はあきらめの境地に達していた。

			　しかし、赤竜(レツドドラゴン)は貧しい村から略奪するようなことはせず、財宝への欲望は他の場所で満たしていたようだ（お互いの財宝を巡ってドラゴン同士が相争うのも珍しいことではない）。

			　周辺の村々に求めたのは、生(いけ)贄(にえ)。

			　それも、ただ食欲を満たすためではなく、要求に屈して隣人を犠牲にする際に村人が見せる苦汁と諦念の顔に喜びを見いだしていたようだった。　

			　それでも村人たちからすれば、定期的に生贄を捧げれば、少なくとも生存は許される。

			　移住する手だても竜を討つ力も、なにも持たぬ無力な民は、頭を低くして、こびへつらって生きるしかないのだ。

			　この日も、新たな生贄を輿(こし)に乗せ、山中にある巣穴へとゆっくりゆっくり上っていく一団があった。

			　輿に乗せられた少女は、泣きはらしたのか化粧でも隠せない涙の跡が残っていたが、今の表情は晴れやか。

			　それだけに輿を運ぶ村人たちにも、やるせなさが募(つの)ったのだが――そんな湿っぽさは、巣穴に入るまでの話だった。

			　生贄を捧げに入った巣穴。

			　そこには、無残にも焼け焦げ、急所を矢で射貫かれた赤竜(レツドドラゴン)の骸(むくろ)があった。

			　現実を受け入れられず、否、現実とは信じられず村人たちの動きが止まる。

			　だが、それは歓喜への序章。

			　生贄の少女の嗚(お)咽(えつ)と同時に、歓喜の声が暗く深い巣穴に響き渡った。

			　長い暴虐に堪(た)え忍び、ついに彼らは救われたのだ。

		

	
		
			第１章

		

	
		
			１・リ・クトゥア

			　

			「着いたのはいいけど、完全に降りるタイミングを見誤ったな」

			「まあ、帰りは《瞬間移動(テレポート)》で一瞬なんだし、気楽に行こうよ」

			　草原の種族(マグナー)特有の空気の読まなさで軽く言うラーシアに、ユウトは苦笑を返す。

			　昼夜問わず魔法の絨(じゆう)毯(たん)で飛び続け、約一週間。

			　最初に赤竜(レツドドラゴン)と遭遇してからは、特にこれといった事件もない。ただ空の旅を続け、いい加減飽きてきた頃にようやく東の果ての島へと到着した。

			　ファルヴから遠く離れ、もはや《伝言(メツセージ)》の呪文も届かないほどの距離。

			　陸路であれば、その十倍。海路でも一ヶ月以上はかかろうかという距離を踏破したにもかかわらず、ユウトは時間がかかりすぎて不満だった。

			　帰路はラーシアの言う通り《瞬間移動(テレポート)》でなんとかできるだろうが、恐らく一度や二度の《瞬間移動(テレポート)》では帰り着かないに違いない。

			　遠い、東の果て。

			　それでも、たどり着いたのだ。

			　リ・クトゥア。

			　ブルーワーズの遙か東に存在する、まったく文化の異なる島国。

			　住民の多くは竜人(ドラコニユート)と呼ばれる、なんらかの竜の特徴をその肉体に持つ亜人種族。

			　数百年来の戦乱は、何度かの小休止を挟みつつも終わることはない。七つの島の内乱は、五つの古竜に認められ、三つの宝珠を集め、ただ一人の竜帝となるべく今もなお続いている。

			「ちょっと内陸に行きすぎたよな。少し戻ろうか？」

			「とりあえず降りてみたら、ユウト？」

			「行き当たりばったりは、止めようぜ」

			　楽天家のラーシアと慎重派のユウトの意見は、どこまでもかみ合わない。良いコンビとも言えるが、二人だけでは結論も出ない。

			「別に良いけどさ。それにしても、山ばっかりだねぇ」

			「海を越えたばかりだから新鮮だけど、さすがに区別がつかないのは困るな」

			　現地住民から簡単には見つからないよう、ユウトたちはかなりの高度を取っていた。

			　害意はないとはいえ、密入国同然の状態だ。きっちり情報収集するまでは、下手な接触は避けたい。

			「このまま上っていったら、絨毯が燃えちゃったりして」

			「蝋(ろう)でできてるわけじゃないから、大丈夫だろ」

			　そんな軽口を叩きながらも、ユウトはこれからのことを考える。

			　そもそも、はるばるこんな極東の地へ訪れたのは、個人的な買い物が動機だ。具体的には、米である。

			　世界最大の交易都市フォリオ＝ファリナにも、ほとんど入ってこない米。その産地が、リ・クトゥア地方なのだ。

			　戦乱が続いているために主食である米が輸出に回されることは少なく、交易自体も限られる。リ・クトゥアの外で珍重されるようなものでもないため、需要自体がほとんどない。

			　つまり、存在はするが手に入らない。

			　そのため、無限貯蔵のバッグを持って買えるだけ買い込もうと旅に出たのである。

			　また、米だけではなく、みそやしょうゆなどの和風の調味料も手に入らないかなという期待もあった。これらに関しては、実際に現地で確認するのが手っ取り早い。

			「というか、最初から大きな街を目指して移動すれば良かったんじゃない？」

			「いや、なるべくなら緯度は変えたくなかったんだ」

			「井戸？」

			「違う違う。ファルヴからずっと真東に移動したら、気候が一緒ぐらいかもしれないだろ？」

			「そうなると？」

			「気候条件が似ていたら、もしかしたらファルヴでも米が栽培できるかもしれない」

			「ふうん……」

			　ユウトの言葉の意味を、ラーシアはゆっくり咀(そ)嚼(しやく)する。

			「故郷の食べ物をこっちで育てるって、帰る気ないじゃん」

			「ないわけじゃないが、気軽に手に入った方が良いだろ」

			　ラーシアから視線を外し、眼下の森林を観察しながらユウトは言う。

			「それに米は連作障害もないし、面積当たりの収穫量も優秀なんだぞ。別に主食を変えるつもりはないけど、普及できたらメリットがでかいし」

			「まあ、そういうことにしとこっか？」

			「ムカつく。とっとと、結婚しろ。でないと、アスカリッドを呼び戻すぞ」

			「それは、普通に止めて」

			「うん。ごめん……」

			　アスカリッドは、ラーシアと同じ草原の種族(マグナー)で、アルサス王子捜索の依頼を受けていた冒険者の一人。そのため、知り合う機会があったのだが……とんでもない守(しゆ)銭(せん)奴(ど)だった。

			　そして、羽(は)振(ぶ)りの良かったラーシアはその標的になり、ヨナには言えない散々な目にあったのだ。

			「おっ、ちゃんとした道みたいなのがあるよ」

			　そのトラウマを瞬間的に忘却したラーシアが、魔法の絨毯からある一点を指し示した。

			　抜群に視力のいい草原の種族(マグナー)の目と違って、どうせ自分の目で見ても分からないだろうと、ユウトは結果だけを聞いた。

			「どっちへ続いてる？」

			「ん～。南北に延びてるね」

			「どっちに行くか……」

			「あ、待って。北の方から馬が何頭か走ってきてる」

			「それは良いけど、目的地が分からないなぁ。とりあえず、その馬を追って南へ行くか……？」

			　そう結論を出そうとしたところ、さらなる情報がラーシアからもたらされた。

			「なんか、誰かが追われてるような感じがするなぁ……って、いきなりスピード出さないでよ」

			「落ちても死なないだろ」

			「いや、さすがにこの高さは危ないんじゃないかな」

			　現在の高さは、地上から数十メートルはあるだろう。疑問の余地なく死ぬ。普通は。

			　そんな状態にもかかわらず、ユウトは魔法の絨(じゆう)毯(たん)を操作して騎乗する一団がいるというラーシアが指し示した方向へと向かう。

			　数分後には、大地を叩く馬(ば)蹄(てい)の音といななきも聞こえるようになり、ユウトの目でもしっかりと状況が判別できるようになっていた。

			「ドラゴンみたいな人に、女の子が追われてるように見えるねぇ」

			「あれが、竜人(ドラコニユート)なんだろうな」

			　実際に目の当たりにするのは初めてだが、実に特徴的。

			　全身はドラゴンのように黒い鱗(うろこ)で覆われ、太い尻尾もある。頭部もドラゴンのそれがスケールダウンしたかのようで、小さな角が生え、目も正面ではなく左右についていた。

			　翼は持たず、薄片鎧(ラメラー・アーマー)とロング・スピアで武装しているようだ。

			　一方、追われる女性には、そのような特徴はほとんど見られない。

			　わずかに角のようなものが生えている程度。濡れ羽色の髪をショートボブに切り揃え、千(ち)早(はや)に緋(ひ)袴(ばかま)という巫女装束で、必死に馬にしがみついている。

			「ドラゴンも馬に乗るんだ。まあ、それは良いけど、当然、女の人を助けるんだよね？」

			　ラーシアの確認には答えず、ユウトは冷静に呪文書から四ページを切り裂き、追われる巫女装束の女と武装する竜人たちの間に設置する。

			「《炎熱障壁(フアイア・ウオール)》」

			　突如として高さ二メートルほどの炎の壁が現れ、道いっぱいに広がったそれが追う者と追われる者とを分断した。

			　ユウトはそのまま追われる女性の前へと、魔法の絨毯を進ませる。

			「俺はユウト・アマクサという旅の魔術師だ。上空から追われているのを見かけて介入させてもらったが――別に、どちらの味方というわけじゃない」

			　その発言を聞いて、巫女装束の女は目を丸くする。当然だろう。天(てん)佑(ゆう)かと神に感謝しかけたところで、はしごを外されそうになっているのだから。

			「ユウトらしいというか、なんというか……」

			　その対応に、ラーシアも同情を禁じ得ない。

			　だが、レジーナに化けた豹(ひよう)の悪魔ドプラゲベルのように、誰かの姿を写し取るようなクリーチャーも存在するのだ。見た目で判断してはいけないという原則は、しっかり刷り込まれている。

			「どちらに義があるかは知らないが、まず、事情を知りたいな。それによっては、味方をするのもやぶさかじゃない」

			　もちろん、どちらかに味方をすることで米の購入ルートを手に入れられるかもしれないという下心もあったが、ユウトは本音でしか喋(しやべ)っていない。

			　強者と弱者は明白だが、それが正邪と同一であるとも思ってはいないのだ。

			「無関係であれば、早々に立ち去るが良い」

			「そうだ。穢(けが)れた半竜人(デミ・ドラコ)に肩入れをしても、為にならんぞ」

			　燃える壁の向こうから聞こえてくるのは、そんな攻撃的な言葉だけ。

			「今は説明もできず、お礼もできませんが、呪(まじな)い師様、どうぞお助けください。わたくしは、あやつらに捕まるわけにはいかないのです」

			「ほうら、結局、こうなるんじゃん」

			　口ではめんどくさそうに言いながら、それでもラーシアは待ってましたと山なりに矢を放つ。

			　その矢は――標的がまったく見えないにもかかわらず――正確に三体の馬の鼻面を掠(かす)めて地面へ突き立った。

			　偶然ではない。

			　意図的に行った――神業だ。

			「今のは警告だよ。分かるよね？」

			「……引くぞ」

			「ヒウキ様！」

			「引くのだ」

			　不承不承ではあるが、結局は部下の二人もその命に従ったようだ。

			「アマクサか。貴様の名、憶えたぞ」

			　その言葉を残すと馬蹄の音が響き、竜人(ドラコニユート)たちは徐々に遠ざかっていった。

			「典型的だねぇ」

			　ラーシアの揶(や)揄(ゆ)も、ヒウキという名の男には届かない。

			「追っ払ったのはラーシアなのに、名乗ったお陰で俺だけロックオンされてるな」

			　恨み言ではなく、ラーシアを攻撃する材料として不公平を口にするが、草原の種族(マグナー)特有のいたずらっぽい笑顔に跳ね返される。

			　それ以上はなにも言わず、ユウトは《炎熱障壁(フアイア・ウオール)》の呪文を解除し、結果として助けたことになった女性へと視線を移す。

			「本当にありがとうございました」

			「行きがかりですから」

			　お互いに乗り物から降り、言葉を交わす。

			「とりあえず、どこか大きな街の方向を教えてもらえないでしょうか？」

			「え？　あの……」

			　てっきり、事情を聞かれるかと思ったのだろう。ユウトの質問に巫女装束の女は困惑を隠せない。

			　それに加え、ユウトの質問自体にも問題があったようだ。

			「ゴジョウという街があるのですが、その……」

			「あいつらが逃げたのが、そのゴジョウとかいう街なんじゃないの？」

			「はい。その通りでして……」

			　これでは、言い淀(よど)むのも仕方がない。

			「まあ、場所さえ分かればなんとかなるか」

			　呪文書に準備済みの呪文だけでも、ゴジョウという街に秘密裏に潜入し、目的を果たすことは容易。ゆえに、彼女の困惑はユウトに届かない。

			　そんなユウトを見かねて、ラーシアが助け船を出した。

			「でも、助けました。はい、終わりーで良いの？」

			「それを決めるのは、俺じゃないからなぁ」

			　ちらりと、巫女装束の女性へと視線を向ける。

			「わたくしは、カグラと申します」

			「変わった名前だねー。あ、ボクはラーシアね。こっちにいるかは知らないけど、草原の種族(マグナー)だよ」

			「はい。この島でも草原の種族(マグナー)の方々は時折お見かけいたします」

			　丁寧で、育ちの良さを感じさせる物言い。

			　神社――どこかの神殿の関係者なのだろうかと、ユウトは推測を立てる。同時に、このリ・クトゥアの習俗には謎が多く、多元大全でも調べきれなかったことを思い出す。

			「俺は、さっき名乗った通りユウト。旅の魔術師だ。もし可能なら、この周辺のことを聞きたいのだけど……」

			「実は、すぐに里へ戻らねばならないのです」

			「まあ、そうだろうなぁ」

			　馬を飛ばしていたのは、ヒウキなどという竜人たちから逃げるためだけではないのかもしれない。それが、深入りをためらわせた理由。

			　会ったばかりで、得体の知れない余所者に話せない事情だってあるだろう。

			　カグヤと名乗った巫女装束の娘にも、ユウトの心配は通じていた。

			　彼女はうつむき、思案気に眉根を寄せたが、それも長くはかからない。

			　意を決したように顔を上げ、ユウトを真っ正面から見据えて口を開いた。

			「お願いがございます、ユウト様」

			「内容にもよるけど……」

			　米を買いに来ただけなのに面倒なことになったと、ため息を吐く。

			　しかし、これはユウトの認識不足。

			　同行したラーシアは、端(はな)から行って帰ってくるだけで終わるとは思っていない。

			「込み入った事情がございますので、よろしければ里へ同行していただけないでしょうか。お二人には、先ほどのお礼もございますし」

			「良いよな、ラーシア」

			　一応、旅の仲間に確認は取るが、ユウトは既に同行を決めていた。

			　どちらにしろ、誰かと交渉は必要なのだ。それなら、既に恩を売っている相手の方がやりやすいだろう。万が一手の込んだ罠(わな)だとしても、切り抜ける自信はある。

			「いんや。ボクは、そのゴジョウって街へ行ってみるよ。だから、そっちは任すね」

			　そう言うと、ラーシアはユウトの返事も聞かずに北へ駆けだしていった。

			「相変わらず、フリーダムなやつだ」

			　ユウトも、それだけであっさりと見送る。

			「あの、よろしいのでしょうか？」

			「連絡を取る方法はありますから。それより、道案内をお願いします」

			「は、はい……」

			　こうして二人は街道をさらに南下し、途中で脇道に入って森を進み、山を越え、二時間ほどでカグラが里と呼んだ集落へと到着した。

			　馬と空飛ぶ絨(じゆう)毯(たん)が併走するという、世にも珍しい組み合わせで。

		

	
		
			２・竜人の里で

			　

			「カグラ、無事だったか」

			　里の入り口でカグラを迎え入れたのは、神主が身にまとうような白衣と浅(あさ)葱(ぎ)色(いろ)の袴(はかま)を着た男だった。

			　背の高さはユウトとそう変わらないが、鍛(きた)え上げた分厚い肉体。総(そう)髪(はつ)で、峻(しゆん)厳(げん)な岩山を思わせる厳しい表情。その男にはカグラのような角はなく、ただ、首回りと両手に、白い竜のような鱗(うろこ)が生えていた。

			「いえ、兄上。わたくし一人で、おめおめと戻ってきてしまいました」

			　ご苦労だったなと妹を労(いた)わる男。

			　その様子を、ユウトは黙って眺めていた。

			　出会う前にカグラとは別の被害者がいたというのは衝撃的な情報ではあったが、この雰囲気に水を差すことはできない。

			　カグラを追っていた男たちの姿と、半竜人(デミ・ドラコ)という言葉。それと、この兄妹の容姿とを考え合わせると――

			（ドラゴンに姿が近いほど偉いとか、そんな価値観かな？　だから、一部しか竜の特徴が出ていない彼らは半端物として差別され、こんな隠れ里みたいな場所に住んでいるのかも）

			　ユウトの感覚からすると、ここは田舎(いなか)という言葉も生ぬるい。

			　穏当な表現をするなら、隠れ里。端的に言えば、秘境だ。

			「あやつらは、カグラの護衛として私が派遣したのだ。見事、役目を果たしたのだな。誇ってやれ」

			「……はい」

			　納得したわけではないのだろう。

			　それでも、彼女は兄の言葉を受け入れた。

			「カグラよ。あちらで手持ち無(ぶ)沙(さ)汰(た)にしている御仁は、どちらかな」

			「あ、あの御方はわたくしのことを助けていただいた、旅の呪(まじな)い師で……」

			「そうか。カグラの兄で、ジンガと申す。愚妹が世話になった」

			「ユウトです。まあ、ただの成り行きなんで」

			　姿勢良く頭を下げるジンガに対し、そんなに感謝されても困るとユウトは言外に伝える。

			　頭を上げたジンガは、そんな魔術師を無遠慮に睨(ね)め付けた。値踏みをされているみたいだなとは思うものの、ユウトは特に抗議の声も上げない。こうした視線には、ヴァルトルーデの叙(じよ)爵(しやく)前後の騒動で慣れてしまった。

			「詳しい話はこちらで」

			　けれど、そんなユウトの心中を知ってか知らずかは分からないが、ジンガは無造作に里へと招き入れようとした。

			「良いんですか？　信用できるかどうかも分からない怪しい人間を」

			「本当に怪しい人間は、そのようなことは言わぬであろう」

			「ユウト様、どうぞお入りください」

			「そういうことなら、まあ」

			　なんにせよ、落ち着いて話ができる方が良い。それに、ここまで言われて遠慮するのもおかしい。

			　里の周囲は申し訳程度の柵で区切られ、門(もん)扉(ぴ)もない。ユウトは二人に従って、そんな里へと足を踏み入れた。

			　外から見た印象と変わらず、里はお世辞にも栄えているとは言えなかった。

			　立ち並ぶ家々は木造で、比(ひ)喩(ゆ)ではなく傾いている物も多く、雨露を凌(しの)ぐのがやっと。ちょっとした風で倒壊してしまいそうだ。

			　全体的に煤(すす)けたようで、活気が感じられない。

			　早計かもしれないが、馬を養う余裕があるとも思えなかった。そういえば、あの馬は入り口に繋いだままだったなと、ユウトは思い出す。

			　しかし、その先に見えた光景に、ユウトは思わず歓声をあげた。

			「おお、田んぼだ」

			　まだ田植えの時期ではないのか水は張られておらず、乾いた土が露出しているが、畦(あぜ)で区切られたその一画は水田で間違いなかった。

			　面積は狭いが、この山中にこれだけの水田を作り上げるのに、どれだけの労力が必要だったか。それを考えれば、里の陰(いん)鬱(うつ)さを吹き飛ばして余りある。

			「となると、どっかに川も流れてるのかな？」

			「ユウト様は、米作りをご存じなのですか」

			「ああ……。そうか」

			　基本的にブルーワーズでは、米はリ・クトゥアでしか作られていない。そして、この地の住人は竜人(ドラコニユート)がほとんど。人間や他の亜人種族も存在してはいるが、少数派。

			　ユウトの名前は、多少リ・クトゥア風だろうが、彼の存在自体が不自然だ。

			「説明をすると長くなるので、その辺は後で」

			「承知いたしました」

			　真剣な表情で、カグラが頭を下げた。

			　そんな彼女とジンガを見つけた里の住人が、一様に道を譲り頭を下げている。

			（神職っぽいし、尊敬されているのか。それとも、もっと上の立場なのかな？）

			　どちらかというと後者のような気がするのだが、どうせ話を聞けば分かることかと、それ以上の推測は控える。

			　ただ、すれ違う住人のなかには、やはり半竜半人といった容姿の者はなく、皆、角や鱗(うろこ)、鈎(かぎ)爪(づめ)など一部のみ竜の特徴を持つ者ばかりだった。

			「こちらが、わたくしどもの住居です。汚い場所ですが、どうぞ」

			　十分も歩き続け、ようやく目的地にたどり着く。

			　奥には、この里で唯一瓦(かわら)が葺(ふ)かれた社(やしろ)があり、その背後に控える森と相まって信心深いとは言えないユウトでも厳かな気分になる。

			　ただし、案内された社務所に当たるだろう二人の家は、藁(わら)葺(ぶ)きになっている分、他よりましといった程度でしかなかったが。

			「昔の農家みたいだなぁ」

			「なにか不都合がございましたか？」

			「いや、独り言です」

			　家族旅行で立ち寄った、平家の落人(おちうど)の里のような施設を思い出す。土間で足を拭いてから、靴を脱ぎ囲炉裏端へと移動した。

			　ますます、昔の農家だ。

			　失礼なのは分かっているが、自然とテンションが上がってしまう。久々に、靴を脱いで家に上がるという体験をしたのも一因だろうか。

			　しかし、それも長くは続かなかった。

			「まず、改めてお礼を申し上げます。ユウト様は命の恩人でございます」

			　久々のござの感触を楽しんでいたユウトへ、カグラが三つ指を突いて深々と頭を下げた。

			　反射的に、ユウトまで正座をしてしまった。

			「頭を上げてください。ほんと、大したことでは無いので」

			「兄の私からも礼を――と言いたいところだが、これ以上は控えた方が良さそうだな」

			「是非、そうしてください」

			　恐縮するユウトの声を耳にし、ようやく、カグラは肩先で切りそろえた黒髪を揺らして頭を上げる。

			　同時にユウトも足を崩し、話を切りだした。

			「最初に、俺のことを話します。その上で、そちらもなにをどの程度伝えるべきか判断をしてください」

			　自分が、他の世界からの来訪者であること。

			　その世界にも、リ・クトゥアと似た文化を持つ地域があり、そこの出身であること。

			　今はこのブルーワーズの西の国で、政治に携(たずさ)わっていること。

			　そして、魔術を極めた者――大魔術師(アーク・メイジ)であること。

			　包み隠さず、すべてを告げる。

			「俺の故郷も主食は、パンじゃなくて米なんです。そこで、ちょっと仕入れにきたんですが、偶然カグラさんを見つけて、お節介を焼いてしまいました」

			　ユウトは、そう話を締めくくった。

			「左様であったか……」

			　ジンガは面長の顔を撫(な)で、ユウトの言葉を咀(そ)嚼(しやく)する。

			　だが、実際に理解に及んでいるかは難しいところだ。その反応を見るに、遙か西からの客人と、別次元からの来訪者の区別が付いているとは思えなかった。

			　ユウトとしても、大まかに理解してくれればそれで良いので、突っ込んだ説明は避けた。

			「ご覧になられた通り、竜人(ドラコニユート)には二通りござる。竜の特徴を色濃く残せし者と、我らのように一部に留まるものと」

			　そう言って、ジンガは手の甲の鱗(うろこ)を見せた。

			「端的に申さば、奴ら――真竜人(トウルー・ドラコ)と称しておるが――は支配せし者。我らは、虐げられし者となろう」

			「それは、信仰上の理由で？　それとも、単純にあいつらの方が力が強い？」

			「双方であろうな」

			　ジンガとカグラの兄妹は、竜神バハムートに仕える司祭だが、このリ・クトゥアでは、それ以上に竜帝――生きながらドラゴンへと変じた伝説の英雄――への信仰が強い。

			　それが下地となり、支配者と被支配者が階層分けされていった。また、真竜人(トウルー・ドラコ)は、多数である半竜人(デミ・ドラコ)を従えるだけの力もあった。

			「我は、この開(かい)陽(よう)島(じま)の事情しか知らぬゆえ、他の六島では、また違うかもしれぬが」

			　概(おおむ)ねユウトの推測通りだった。

			「だけど、いくら立場が弱いといっても。いえ、だからこそ彼らはあなたたちを保護すべきなのでは？」

			　いくら見下していようと、弱者が存在しなくては強者もまた成り立たない。一方的な関係ではいられないはずなのだ。

			「然り」

			「じゃあ、強引にでも狙われる価値が、この里にあると？」

			「この里には数百の民がいるが、あの水田だけではとても賄(まかな)いきれぬ。だが、幸いにして里の近くには水量豊富な川が流れている。そこで、製紙をして糊(こ)口(こう)を凌(しの)いでいるのだ」

			「おお、紙か」

			　学校が軌道に乗れば、必要になってくる紙。

			　意外な物との遭遇に、ユウトのテンションが上がる。

			「秘伝ゆえ、多くを語ることはできぬが……」

			「もしかして、ゴジョウという街のヒウキって竜人から、その秘伝を明かすように強要された？」

			「いかにも。ただ、命じたのはヒウキの主である、トガ・ダンジュであろうが」

			　トガ・ダンジュは、この一帯を支配する豪族だと、ジンガは補足した。

			「なるほど……ね」

			　筋は通っているが、釈然としない。

			　水利権は非常に重要なはず。差別をしておきながら、水を自由に使わせているのには違和感がある。

			　また、リ・クトゥアだとまた違うのかもしれないが、紙は貴重品であるはず。そんな名産品がありながらこの村が困窮しているのは、矛盾していないだろうか。

			（真竜人(トウルー・ドラコ)は水を使わせる代わりに、紙を買い叩いて利益を得ている？　それなら筋は通るけど、秘伝を取り上げるのは、どういうことだ？）

			　疑念を抱いたユウトは、ずっと黙ったままだったカグラに視線を向けた。

			「…………」

			　彼女の唇は震え、ぎゅっと拳を握って、なにかに耐えるかのようにしていた。

			　今、語られた以上の裏がある。

			　それは確実だろう。

			　しかし、ユウトに話してもどうにもならないと思っているのか、それとも命の恩人を巻き込まないようにしているのか。どちらかは分からないが、すべては語られていない。

			「事情は分かりました。乗りかかった船です。なにかできることがあれば、遠慮なく仰(おつしや)ってください。それから、仲間と別行動を取っているので、合流のためにもこちらで宿を貸していただきたいのですが」

			「左様か。ならば、なにももてなしはできぬが、今宵は当家へお泊まりくだされ。――カグラ」

			「はい。お部屋を準備いたします」

			　若干、明るい声で返事をしたカグラは、緋(ひ)袴(ばかま)を翻(ひるがえ)して囲炉裏端から移動する。

			「勤めがあるゆえ、これにて失礼させていただく。ゆるりと、くつろがれよ」

			　妹をやや複雑そうな表情で見送ったジンガも、頭を下げて辞去した。

			　後には、ローブと制服姿で囲炉裏端に座るユウトと、その囲炉裏でくすぶる熾(おき)火(び)だけが残された。

			　

			　案内された客間に畳はなく、板張りでござが敷かれているだけ。それでも懐かしい和室には違いなく、ユウトとしてはそれだけで満足だった。

			　白い魔術師のローブを着たまま、ごろりと横になる。

			　田舎(いなか)の家としか言いようがない天井。

			　それにも風情が感じられた。

			「ホームシックなんて関係ないと思ってたけど……」

			　日本に帰ったわけではない。

			　ただ、似たような環境にいるだけ。

			　それなのに、ここまで心を動かされるとは、自分でも意外だった。

			「ファルヴに日本家屋でも作ってみるかなぁ。いや、でも俺と朱音しか喜ばねえ。なら、忍者屋敷風のアトラクションにして、ラーシアに運営を……って、それじゃ意味ねえし」

			　どうも、思考がまとまらない。

			「まあ、それはそれとして、どうするかな……」

			　ユウトは目を閉じて、これからのことを考える。

			　ジンガたちの隠し事に対してあっさり身を引いたのは、ラーシアからの情報に期待しているから。最悪、ヒウキやトガ・ダンジュという竜人に正義があるという展開も考慮に入れておけば、だいたいの事態に対応できるだろう。

			　外部から来たユウトたちには、彼らに対する偏見はない。

			　同時に、弱い方に肩入れすれば、稲の苗を分けてもらったり、みそや紙などの製法を教えてもらえるかも……という程度の下心もあった。

			　そんな風に打算で考える自分に、思わず苦笑する。

			「ヴァル子がいれば、話は簡単だったんだけどなぁ……」

			　彼女がいれば、なんの迷いもなく弱きものに味方し、ユウトたちはそれをフォローすれば良かった。問題はあるが、彼女はリーダーとして得難い素質を持っているのだ。

			　無意識に無限貯蔵のバッグをまさぐりながら、婚約者――ということになっている――の輝くような相貌を脳裏に浮かべる。

			　想像の中のヴァルトルーデは、烈火のごとく怒っていた。

			　再会するときには、軟化してくれていると良いなとユウトは思う。そして、彼女とこんなに長い時間顔を合わせないのは初めてだな、とも。

			「二重のホームシックとか、俺はどうすれば良いんだ」

			　苦笑を浮かべてユウトは起きあがる。

			　すると、どこからか懐かしい匂いが漂ってきた。

			「これは……」

			「ユウト様、夕(ゆう)餉(げ)の準備が整いました」

			「今、行きます」

			　ローブを脱ぎ、囲炉裏端へと足音を立てて移動する。

			　囲炉裏には鉄の鍋がかけられており、ユウトにとっては香しい匂いを立てながらぐつぐつと煮込まれていた。

			「ただの雑炊ですが」

			　やけに鬼気迫るユウトの様子を訝(いぶか)しく感じているようだったが、カグラが木の椀に雑炊――少量の米と野菜、茸(きのこ)を味噌で煮込んだもの――を盛って手渡してくれた。

			「いただきます」

			　砂漠でオアシスを見つけた旅人のように、ユウトは雑炊をかき込んだ。

			　米はほとんどなく、雑穀の方が多い。煮込まれているため食感もあまりなかった。

			　野菜や茸も、お世辞にも質が良いとは言えない。

			　みその味も、ユウトの好みからするとしょっぱすぎた。

			　だが――

			「ああ……」

			　それでも、ユウトにとってはこの上ないごちそうだった。美味しいという言葉では、言い表せない感動。

			　まだラーシアと合流していないことも、ジンガが同席していないことも一時的に忘れ、一心不乱にかき込んだ。

		

	
		
			３・潜入

			　

			　ラーシアは、高台に登り、眼下の――恐らくゴジョウと呼ばれる――街を観察していた。

			「うっわ、建物がみんな木でできてるや。この辺は山ばっかりだし、そのせい？」

			　ファルヴをはじめ、ブルーワーズの西方にも木造の建物は当然ながら存在する。しかし、そればかりが並び、しかも平屋建てとなると別だ。ラーシアの興味を大いに惹(ひ)いたようだった。

			「でも、すぐ燃えちゃいそうだなー。むしろ、ユウトが燃やしちゃったりして……」

			　そんな物騒なことを言いながら、観察を続ける。

			　実は、どんなに視力が良くても、ラーシアのいる位置からでは、ゴジョウの街はただの塊(かたまり)にしか見えない。それを可能にしているのが、第二階(かい)梯(てい)の理術呪文である《鷹の目(ホークアイ)》。視力を何倍にも増したラーシアは、潜入することなく街の様子を詳(つまび)らかにしていく。

			　盗賊(ローグ)としての技術に、弓の腕前。加えて、魔術師(ウイザード)級程度ではあるが、理術呪文も使いこなす。

			　ユウトが、信頼して送り出すのも当然だろう。

			「街を歩いてるのは、ドラゴン頭よりもちょっとドラゴンの方が多い？　でも、武装して威張り散らしてるのはドラゴン頭だなぁ」

			　気にくわないと、ラーシアは珍しく吐き捨てるように言う。

			　草原の種族(マグナー)の本質は自由。そして、享楽。

			　不自由を強(し)い、笑顔を奪うドラゴン頭――真竜人(トウルー・ドラコ)への好感度が、また一段と低下した。

			「でも、ユウトは証拠とか裏付けとかうるさいんだよなー。まったくなー」

			　言葉の割には声に喜色をにじませ、ラーシアは行動を開始する。

			　今のラーシアは完全に装備が整っていた。

			　草原の種族(マグナー)用の小さく軽い革鎧は、合言葉を唱えることで幻覚の炎が吹き出し、近づく者にダメージを与える。いつも背負っている矢筒は、見た目よりも遙かに多くの矢を収納し、また、望む矢を取り出すことができた。

			　装着者に駿足を与えるブーツは、生来身軽な草原の種族(マグナー)の特性をさらに伸ばし、障害物を自動的に避ける魔化がなされた弓からは正確無比な一矢が放たれる。

			　どれも貴重な品ではあるが、ひとつひとつには特筆すべき性能はない。

			　ヴァルトルーデのように、神剣を賜(たまわ)ったこともなかった。エグザイルのように、報酬のすべてを装備に注ぎ込み、ただ破壊力を求めたわけではない。

			　ユウトやアルシア、ヨナのように、奇跡を起こせるわけでもない。

			　逆説的だが、だからこそ彼は仲間たちの中で唯一の存在となった。

			「ほっ、ほいっと」

			　気の抜けそうなかけ声とともに、ラーシアは丘を下っていく。時折蛇行し、屈(かが)み、物陰に隠れながら。けれど、背の低さを感じさせないほど動きは速い。

			　ゴジョウの街の外縁に到着した。

			　こちら側に、スラムが広がっていないことは確認済み。

			　堀を簡単に飛び越え、その勢いのまま数メートルほどの木製の壁を垂直に駆け上がる。

			　難なく着地もこなし、誰にも見(み)咎(とが)められることなくゴジョウの街への潜入を果たした。

			　今回は正攻法で忍び込んだが、他にもやりようはいくらでもある。実際、ラーシアの潜入を防げる都市など、少なくともこの世界には存在しない。

			　けれど、これはまだスタートラインに立っただけ。物陰に隠れたラーシアは、巻物(スクロール)を取り出し、呪文を唱えた。

			「《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイス)》」

			　ラーシアが知る由(よし)もないのだが、ユウトとヴァルトルーデがファルヴでデートをしたときにも使用した理術呪文だ。

			　呪文の効果で、この街の住人にはラーシアが二通りに見えるようになる。

			　彼がドラゴン頭と呼んだ真竜人(トウルー・ドラコ)からは、真竜人(トウルー・ドラコ)に。

			　そして、半竜人(デミ・ドラコ)と呼ばれ蔑まれる者たちからは、半竜人(デミ・ドラコ)に。

			　違和感から正体が露見する可能性はあるが、そうなる前に素早く街を移動する。

			（なんなの、この街。気持ちわるっ）

			　ラーシアたちが活動するロートシルト王国とその周辺では、一部の例外を除き奴(ど)隷(れい)は存在しない。

			　例外はヴェルガ帝国の支配地域であり、奴隷――弱者を強者が虐げるのは国(こく)是(ぜ)と言っても良いだろう。

			　そんな例を知っているラーシアでも、いや、だからこそ、半竜人(デミ・ドラコ)たちの洗脳にも似た従順さに違和感を憶えずにはいられない。

			　木造の家や商店が建ち並ぶ街並みは好奇心を刺激し、風が吹くと砂が舞い上がる舗(ほ)装(そう)されていない道路も面白いのに、威張り腐っているドラゴン頭が邪魔だとラーシアは心の中で悪態をついた。

			（とりあえず、人が集まりそうな場所へ行こうかな）

			　残念ながら、《反射変装(リフレクテイブ・デイスガイス)》は声までも補正してはくれない。そのため、交渉して情報を引き出すわけにもいかなかった。

			　人の流れと街の構造から当たりをつけ、真竜人(トウルー・ドラコ)たちが詰める軍事関係の施設は避けながら、初めてとは思えない堂々とした足取りで方形の広場にたどり着く。

			（うわぁ……）

			　声を出すわけにはいかない。

			　それは我慢できたが、渋い表情までは抑えられなかった。

			　広場には人が集まって……いや、集められていた。

			　人々の視線の先には、真竜人(トウルー・ドラコ)の男。そして、磔(はりつけ)にされた三人の半竜人(デミ・ドラコ)があった。

			（見せしめってやつ？　むごいことを）

			　楽天家、お調子者、トリックスター。

			　そう呼ばれることをむしろ誇りに思っていたラーシアの胸に、ふつふつと嫌悪感が沸(わ)き起こる。今からでも良いから、ヴァルトルーデを呼んでこようかと、半ば本気で考えていた。

			「この者らは、紙の作製法を秘伝であるなどと虚言を弄(ろう)し、いたずらに秘(ひ)匿(とく)した不届き者である」

			　羽織に袴を身につけた真竜人(トウルー・ドラコ)が、朗々と罪状を読み上げていく。

			「トガ・ダンジュ様は再三にわたり、領内の発展のため、この者らの里へ秘伝の開示を求めた。当然、代価を用意してだ。にもかかわらず、こやつらは拒絶した。これは、領内の発展を妨げる反逆である」

			　そう、一方的に罪状を告げる真竜人(トウルー・ドラコ)の男。

			　男の勝手な言い分に、ラーシアは逆に笑いがこみ上げてきた。情報収集のためには、自制すべきところだが……。

			「既に手打ちにしておるが、このままでは罪は許されぬ。ゆえに、石を打ち、その罪を贖(あがな)わせることとす」

			　広場に、握り拳ほどの大きさの石が運び込まれる。

			「さあ、放つのだ」

			　けれど、集まった半竜人(デミ・ドラコ)たちはさすがに誰も動こうとはしない。

			　逆らえば酷いことになるのは分かっているが、同胞を貶(おとし)めるような行為を進んでやりたいと思うはずがなかった。

			「そうかそうか。貴様らも磔(はりつけ)が望みか」

			　表情が分かりにくい真竜人(トウルー・ドラコ)の顔に、確かな嗤(わら)いが浮かぶ。

			　そう念押しされては、逆らいようがない。我先にと争って、石を礫へと放っていく。

			　物言わぬ躯(むくろ)へと。

			　鈍い音、跳ね返らずその場に落ちる石、無表情に投げ続ける人々、ほくそ笑む真竜人(トウルー・ドラコ)。

			（ふう……。我慢、我慢）

			　ぎゅっと、それこそ指が白くなるほど拳を握り、ラーシアはあの真竜人(トウルー・ドラコ)に石をぶつけてやりたくなる衝動をこらえた。

			　懲(こ)らしめてやるのは簡単だが、短絡的に行動しては偵(てい)察(さつ)の意味がない。

			（まあでも、陽動は許されるよね）

			　不意に、ラーシアの気配が、いや、存在がかき消える。

			　その場にいるすべてから意識されなくなった草原の種族(マグナー)は、するすると広場から離れ、真竜人(トウルー・ドラコ)たちの詰め所へ移動。

			　裏手に回ると、無限貯蔵のバッグからオイルと火打ち石を取り出して火を付けた。

			「火事だっ！」

			　騒然とする広場。

			　しかし、そのときにはもう、ラーシアは姿を消していた。

			　その足で、街のさらに奥、やや高台になった地を目指す。

			　そこには、ゴジョウ周辺を勢力圏とする豪族トガ家の当代トガ・ダンジュの屋敷があった。

			　二重の堀に、板塀を張り巡らせた砦(とりで)に近いものだったが――やはり、ラーシアの潜入を防げるはずもない。

			　庭を駆け抜け床下に潜んで探っていると、悪だくみの声が聞こえてきた。

			「〝劫炎〟のヒウキともあろう者が、よもや取り逃がすとはな」

			「面目次第もございませぬ」

			「良い。しかし、その二人組、それほどの手(て)練(だ)れか」

			「準備さえ整いましたならば、必ずや討ち取って見せまする」

			　武人としての矜(きよう)持(じ)をのぞかせるヒウキ。

			　その覚悟は称賛に値した。

			（報告の最中とは、ラッキーだね。ボクの日頃の行いのお陰かな）

			　床下に隠れ潜みつつ、非合法組織の首領とは思えぬ感想をもらす。しかも、最近は実際に良い行いが多いのだから、非合法という言葉の定義が揺らいでしまう。

			　もっとも、帰還したヒウキの報告と潜入のタイミングが重なっただけで、幸運でも偶然でもない。強いて言うならば、ラーシアの行動が迅速だったお陰だろうか。

			「まあ、逃がしたものは仕方あるまい」

			「奴らの住(すみ)処(か)は判明いたしております。山奥ゆえ大軍には不向きなれば、某(それがし)が手勢にて――」

			「ならぬ」

			　ヒウキの提案を遮(さえぎ)り、トガ・ダンジュが傲(ごう)岸(がん)不(ふ)遜(そん)に言った。

			「それはならぬぞ、ヒウキ」

			「と、なりますと……」

			「全軍をもって反逆者を討ち、我が武威を満天下に示すのだ」

			「では、守備の兵を残した五百をもって――」

			「千だ」

			「それでは……」

			「半端者どもをかき集めれば良かろう。兵糧も要らぬわ。だが、略奪は許す」

			「……はっ」

			　兵を率いるものとして、不満はあるのだろう。

			　だが、それをすべて飲み込み、ヒウキは平伏した。

			「宝珠の在(あり)処(か)、必ずや突き止めてご覧に入れましょうぞ」

			「そうだ。我はこのような地では終わらぬ。竜帝となって、天下に覇を唱えん」

			「――必ずや」

			　ヒウキが退出する足音がしたため、ラーシアは気取られないよう呼吸を止めた。

			　その甲斐あってか、誰(すい)何(か)されることはなかった。

			（覇を唱えるねぇ。誇大妄想っぽいけど、その宝珠ってのによっぽど力があるのかな？　なんかの秘宝具(アーテイフアクト)っていうことなら、可能性はなくもないか）

			　まあ、細かいことはユウトが考えるでしょと結論を下したラーシアは、潜入したときよりも悠々とゴジョウの街から離脱した。

			「あっちは、どうなってるかなぁ。まだ、情報がひとつふたつ足りない気がするけど、ユウトが無自覚に、あのカグラとかいう娘と仲良くなってると楽しいんだけど」

			　もちろん、ラーシアはヴァルトルーデを応援している。それは間違いない。

			　けれど、それはそれとしてユウトが苦労するのも面白い。

			　そんな意地の悪いことを考えながら、ラーシアはユウトへ《伝言(メツセージ)》の呪文を送った。

		

	
		
			４・カグラの秘密

			　

			「うう……。思わず、食べ過ぎてしまった……」

			　勧められるまま雑炊を何杯も平らげたユウトは、客間で横になりながら後悔に襲われていた。

			　絶対に、自分一人で食べる量ではない。カグラやジンガの分も含まれていたはず。思えば、久しぶりの和食でたがが外れていた。

			　この醜(しゆう)態(たい)は良くない。

			「お金を払うわけにもいかないしなぁ」

			　ユウトは命の恩人だ。内心がどうあれ、受け取るはずもないだろう。そもそも、同じ金貨が通用するものなのか。念のため、交易用に貴金属や魔道具(マジツク・アイテム)は持ってきているが……。

			「っと、そうだ。もうそろそろ、調べられるかな？」

			　苦労して起きあがったユウトは、多元大全を取り出しページをめくる。念じるのは、リ・クトゥアについてという大ざっぱな項目。

			　にもかかわらず、多元大全を構成する羊皮紙に、文字が情報となって浮かび上がってきた。

			　所有者が知りうる知識を表示させるという多元大全。

			　うろ憶えだった馬車鉄道や農業についてなど、地球の知識も参照できる優れ物だが、効果は所有者とその情報との距離によっても左右される。

			　ひとつは、地理的な距離。

			　まったく行ったことのない地域に関する知識は、本当にわずかなものしか出てこない。リ・クトゥアに関して下調べがあまりできなかったのは、これに起因する。

			　もうひとつは、時間的な距離。

			　あまりにも古い、もしくは未来の情報は、参照できないのだ。

			　それでも、便利であることには違いないが。

			　ユウトは《燈火(ライト)》の呪文を使用し、多元大全をめくっていく。

			　まずは、この地に住まう人々――竜人(ドラコニユート)について。

			「ふむ……」

			　良く言って概説といった記述でしかなかったが、今までの推測の裏付けにはなる内容だった。

			　竜人(ドラコニユート)には確かに二種類あり、ドラゴンの特徴が色濃く出る真竜人(トウルー・ドラコ)が尊ばれる傾向にある。

			　これは、千年ほど前にリ・クトゥアを統一した竜帝が、三つの宝珠と五つの神獣の加護を得て、真竜人(トウルー・ドラコ)へと変化したという故事に由来する。

			　また、竜帝の血筋に真竜人(トウルー・ドラコ)の特徴が引き継がれ、拡散した。

			　そうして長い時が経過し……支配層である真竜人(トウルー・ドラコ)と、それに虐げられる半竜人(デミ・ドラコ)という図式ができあがったようだ。

			「まあ、理由があれば差別して良いわけじゃないが……。それにしても、宝珠ってのは、なにかの秘宝具(アーテイフアクト)か？　それに、神獣の加護は、俺たちが賜(たまわ)った神々の奇跡に近いもの……？」

			　そういえば、あの奇跡のプレゼントは、ラーシアがろくな使い方をしなかったなと苦笑する。後悔はないが、ラーシアはもてあそばれているような気がする。

			「とりあえずは、そのラーシア待ちかな」

			　先ほどラーシアから、情報収集は成功したという《伝言(メツセージ)》が届いていた。後で落ち合ったときに細かい話を聞けば、判断材料は揃うだろう。

			　そう考えながら、ユウトは多元大全のページをめくっていく。

			　言葉に大きな違いがないのは、カグラたちと意思疎通できていることから分かる。通貨は、西方の貨幣を輸入して使っているようで、むしろ金貨は喜ばれそうだということまで調べたユウトは、再度板の間に寝ころんだ。

			　やはり、胃が重たい。

			　その直後、横開きの扉の向こうから涼やかな声がした。

			「ユウト様、よろしいでしょうか」

			　ユウトはすぐに起き上がり、カグラを迎え入れる。

			「どうぞ」

			「失礼いたします」

			　彼女は変わらず緋(ひ)袴(ばかま)の巫女装束姿で、まだ少し冷えるからか足(た)袋(び)も履いていた。

			　頭を下げつつ部屋へ入ってきた竜人の巫女は、膝をつくと楚々とした仕草で扉を閉める。

			　そして、また、深々と頭を下げた。

			「いや、あの、できれば普通にして欲しいんですけど……」

			　ユウトからすると、本当に大したことはしていない。首を突っ込もうとしているのも、打算混じりだ。それなのに、そんな風にされても困ってしまう。

			「わたくしの話を聞いていただきたいのです」

			　だが、彼女は頭を上げない。

			　板の床を見ながら、切々と訴えるカグラ。

			「話ぐらい、いくらでも聞きますから。そんな格好じゃ喋(しやべ)りにくいでしょう？」

			「ですが……」

			「顔を上げてくれれば、話を聞きます」

			「……失礼いたします」

			　先ほどと同じ台詞で、カグラが頭を上げた。

			《燈火(ライト)》で照らされたその顔は、悲壮な決意に満ちており――それゆえにか、美しかった。ヴァルトルーデやアルシア、アカネを見慣れているユウトですら、思わず息を飲むほど。

			「……それで、話とは？」

			「まずは、これをご覧いただけますか」

			　なにかを決意したような表情を浮かべた彼女は、着物の合わせ目に手を入れ、ばっと上半身をはだけさせた。

			「ちょっ」

			　無理矢理戻すわけにもいかず、ユウトは慌てて目をつむり距離を取ると、両手を突き出して狼(ろう)狽(ばい)の気持ちを露わに示した。なぜか、脳裏に浮かぶのは頬を膨(ふく)らませたアカネの顔。

			「目を開けてください」

			「でも……」

			「どうしても、見ていただきたいのです」

			　そこまで言われては仕方がない。

			　脳内の不機嫌そうなアカネをどこかへ追いやり、恐る恐るユウトはまぶたを開く。

			　カグラは、着物をはだけさせたままだった。

			　ただし、背中を向けて。

			「刺青……？」

			　白い肌に刻まれた、蔦(つた)が渦を描くかのような意匠。

			　それは背中全体を覆い、魔法の光に照らされるなか、染みひとつない首筋や横からわずかに見える乳房とともに美しいコントラストを形成している。
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			「いや、魔法の刺青(マジツク・タトウー)か」

			「ご存じでしたか」

			　素直に感心したカグラだったが、その声は羞恥に揺れていた。

			「だけど、理術呪文のとは異なるの……か？」

			　あまりまじまじ見るわけにはいかないが、ユウトが知っている魔法の刺青とは異なっていた。

			「これと同じ物が、兄ジンガにも刻まれています」

			「なにかの秘伝のようなものですか」

			　南方に住む蛮族のなかには、特殊な刺青を入れることで肉体を強化する秘法があるという。多くは、祖霊として崇(あが)める動物を意匠化したもののようだが、詳(しよう)細(さい)は外部からは窺い知れない。

			　ユウトは、その一種ではないかと推測したのだ。

			「宝珠の封を解く。そのための鍵と聞いています」

			「なるほど……。それは狙われるはずだ。しかし、秘宝具(アーテイフアクト)がここにあるとなると……」

			　その意匠の意味や使い方は分からないが、《魔力感知(センス・マジツク)》を使うまでもなく、なんらかの力がある物だと感じられる。

			　もちろん、宝珠に関連した物かまでは分からないが、異邦人であるユウトに、嘘を吐く必要はない。いや、異邦人だからこそ打ち明けたのだろう。謎はひとつ解けたと言って良い。

			　あとは……。

			「って、あの、すいません。そろそろ……」

			　我に返ったユウトは、カグラに服を直すよう促した。

			（学術的な視線でした。嘘じゃありません）

			　そう、心中で誰にともなく言い訳する。

			　けれど、想像上のアルシアは笑っていた。にこやかなのに、迫力のある微笑みで。なにかの拍子に、ばれてしまいそうで怖い。

			「驚かれないのですね」

			「宝珠と言われても、馴(な)染(じ)みが薄いですからね」

			「刺青にも？」

			　――自分の体だが、いや、だからこそか。実はカグラは、この刺青に劣等感を抱いていた。水遊びをする里の子供たちには、当然こんなものはなく、綺麗な肌をしている。比べるまでもなく、自分は変だ。そう我が身を嘆いて兄を困らせたこともあった――

			「いきなり脱がれた方が、驚きだったんで」

			「まあ、それは……」

			　我ながら大胆なことをしてしまったと気付いたのだろう。カグラの頬が赤くなった。

			「お見苦しい物を、ご覧に入れてしまいました」

			「いえ……」

			　肯定も否定もしにくい言葉なので、どうしても曖(あい)昧(まい)な返答になってしまう。

			　そんなユウトの声を意外そうな、そして、少しだけ嬉しそうな表情で聞いたカグラは、そっと居住まいを正して向き直った。

			「先ほどの兄からの話。あれは嘘ではございませんが、隠し事がございます」

			　推測通りだったため、ユウトは言葉を返さない。

			　ただ黙って続きを待つ。

			「わたくしたちは、リ・クトゥアの竜帝にまつわる秘宝、三つの宝珠のひとつを管理・守護する一族なのです――」

			　と申しましても、兄とわたくしの二人しか残されておりませんが――と、カグラは寂しげに続けた。

			「この里の人たちは、それを？」

			「ほとんど知りません。この里の方々は、様々な事情から故郷を離れざるを得なかった人々を父の代に受け入れ始め、定住された方ばかりですので」

			　それで、この兄妹が敬われていたのかと納得するユウト。

			「でも、その秘密を、あのヒウキとやらに知られてしまった……と」

			「はい。ヒウキは、主であるトガ・ダンジュに宝珠を献上するつもりのようです。そう、語っていました」

			　ユウトたちと遭遇する前、彼女の護衛が殺され、逃亡を余儀なくされたときのことだろう。恐らく、ヒウキと話し合いがもたれ――決裂したのだ。

			　ここまでが、前提。

			　まだラーシアからの裏付けがないが、ある程度情報は揃っている。

			　いや、この場には、それは必要ない。シンプルに、ユウトは本題を口にした。

			「俺になにをして欲しい？」

			「兄は死ぬ気です」

			　穏やかではない発言に、ユウトは眉を上げる。

			「どういうことです？」

			「自ら死を選ぶことで宝珠の在(あり)処(か)をうやむやにし、事態を収めるつもりなのでしょう」

			「それは――無駄死にだ」

			　宝珠とやらを渡さない。

			　それは達成されるだろうが、少なくともこの里は存続できなくなる。

			　最も可能性が高いのは……皆殺しだ。

			「でも、そんなにあっさりと宝珠とやらを放(ほう)棄(き)しても良いんですか？」

			　あまりにも早い決断に、違和感が残る。

			　ユウトの疑問を聞き、カグラが悲しそうに言った。

			「わたくしは、兄の予備です。それも、兄の死後にだけ機能する」

			　それならば、宝珠だけは守られる。カグラが生きていれば……だが。

			「そして、それはジンガさんとカグラさんだけが知っている？」

			「はい」

			「ジンガさんは、俺にカグラさんの護衛を頼むつもりなのかな？」

			　里の人々に関しては諦めているのか。それとも、事前に逃がすつもりなのか……。

			「分かりました。俺からも、ジンガさんに話をしてみます」

			　一宿一飯の恩義……というわけではないが、乗りかかった船ではある。

			「代わりに、成功報酬として二人がしばらく食べられるぐらいのお米と稲の苗。それからみそとかの調味料を購入するルートを紹介して欲しい。あと、可能なら紙の作製方法も」

			「その程度で、よろしいのですか？」

			「俺からすると、もらいすぎですよ」

			　価値観はそれぞれだ。

			　そう言おうとしたところで、ラーシアからの二通目の《伝言(メツセージ)》が届いた。

			「カグラさんと最初に会った場所か。じゃあ、ちょっとラーシア――仲間を迎えに行ってきますね？」

			「今から、ですか？」

			　夜(よ)更(ふ)けというわけではないが、とっくに日は暮れている。

			　いくら魔法の絨(じゆう)毯(たん)でも無理があるのではないか。カグラはそう心配しているのだろうが、彼女は、まだユウトたちのことを知らない。

			「ああ、そうだ。一緒に行きましょうか」

			　有無を言わさずカグラとともに外へ出たユウトは、ろくな説明もせずに《瞬間移動(テレポート)》の呪文を発動させた。ラーシアにも似た、いたずらっ子の表情で。

			　数秒後。

			　夜の街道で、目の前にそのラーシアがいた。

			「夜に女性と二人連れ――逢い引きだね」

			「うるせえ。朱音のメールみたいに、気軽に呼びやがって」

			　アカネから駅にいるから自転車で迎えに来て欲しいという内容の、絵文字で飾ったメールが来ることが、頻繁にではないがあった。

			　ラーシアにメールと言っても通じないだろうが、分かって言っているので問題ない。

			「ま、とりあえずお疲れ」

			「いやぁ、ぬるいぬるい。目をつぶっても問題なかったね」

			「それじゃ、偵(てい)察(さつ)にならねえだろ」

			　ユウトとラーシアがいつもの軽口でやりあう傍らで、初めて《瞬間移動(テレポート)》を体験したカグラは、混乱の極みにあった。

			「里から、一瞬で……？」

			　無理もないだろう。自宅の前で光に包まれたと思ったら、街道まで出ていたのだ。

			　このリ・クトゥアでは理術呪文は「呪(まじな)い」と呼ばれ、体系立った学問にはなっていない。だがそれは、理術呪文が東方の地にも存在していることを意味している。有名な呪文のいくつかは、ただの村人でも知っていた。

			　カグラは、竜神バハムートに仕える司祭であるため、一般よりも理解は深い。

			　そんな彼女でも、気軽に大魔術師(アーク・メイジ)級の呪文を使用する存在は、理解の外にあった。

			「まあ、詳しい話は移動してからにしよう」

			　再び呪文書のページを破り、《瞬間移動(テレポート)》を発動させる。

			　ほんの数分で用意された客間へと戻り、ラーシアと情報を交換する。

			　まずは、ユウトがカグラたちの話を伝えるが、「へー」と感心しているのか、いないのか。ラーシアは生返事しかしない。

			　一方、ラーシアからユウトへもたらされた情報のほとんどは、裏付けでしかなかった。

			　だが……派兵の話になると、カグラも一瞬で《瞬間移動(テレポート)》の衝撃から立ち直らざるをえない。

			「一千もの軍勢が……」

			「まあ、それはどうとでもなるけど、どうすんの？　ユウトが決めてよね」

			「丸投げしやがったな。決めるけどさ」

			　腕を組み、ユウトはしばし考えをまとめる。

			　よほどのことがない限り、数は問題ではない。

			　だが、逆に、ユウトたちにはできることが多すぎた。

			「一番の当事者と話をするよ」

			　望まれれば、一千の軍勢程度、退けてみせよう。

			　首謀者の首が欲しければ、持ってこよう。

			　ユウトとラーシアなら、それができる。

			　けれど、それを大まじめに語っても、狂人の夢想か誇大妄想でしかないだろう。

			　どうやったら、信用してもらえるのか。

			　そして、トガ・ダンジュらを退(しりぞ)けた後のこの地を、どう治めるのか。

			　これは、一千の兵と対(たい)峙(じ)するよりも、よほど困難な問題だった。

		

	
		
			５・本当の望み

			　

			　結局、ジンガとの話し合いは翌朝へ持ち越しとなった。

			　ジンガが、最初に目にした拝殿の奥にある本殿へ籠(こも)もってしまったのが主な原因だが、ユウトも課題が山積みだったため、ちょうど良いと言えばちょうど良い。

			　彼が外へ出てくるまでの間、朝食を済ませたユウトは、里を流れる川のほとりに一人座っていた。

			「にーちゃんは、ジンガ様のお客さんなのか？」

			　朝の水くみだろう――子供たちが数人近づいてきて、屈託なく話しかけてきた。

			「えー？　おっとうは、カグラ様のいい人じゃないかって」

			「やめろ、アッツが寝込んじゃうだろ」

			「そんなんじゃないよ！」

			　あまり子供好きではない――というよりは、どう接して良いのか分からないユウトだったが、話しかけておきながら勝手に盛り上がる子供たちは純真で面白かった。

			「俺とカグラさんは、そんな間柄じゃないよ」

			「もっと深い仲？」

			「…………」

			「なんで、そこで黙るのかな！」

			　彼らもまた一様に、ドラゴンの特徴は一部しかない。

			　どんな経緯でここにたどり着き、どんな生活しているのか。ジンガと話し合う前に、それを知りたくなった。

			「ここでの生活は楽しい？」

			　急な話題の切り替えに、子供たちはきょとんとユウトを見つめる。

			「まあ、真竜人(トウルー・ドラコ)の連中がいばってないだけマシかな」

			　そう答えたのは、最初にユウトへ話しかけてきた少年だ。

			「あたしはそういうの分からないけど、父ちゃんも母ちゃんも前に住んでた所に比べたら、ここは極楽だって」

			「だけど、もうちょっと食べたい……」

			「仕方がないと思いますよ。贅(ぜい)沢(たく)を言ったら切りがありませんから」

			　アッツと呼ばれていた少年が、妙に物わかりの良い言葉でまとめる。

			　不満がないわけではないが、満足している。いや、しなければならない。

			　なぜなら、他が酷すぎたから。

			「そっか。ありがとうな」

			　無限貯蔵のバッグからドライフルーツの残りを取り出して子供たちに与えて、水汲みを済ませないと怒られるぞと言って送り出した。

			　器用に悲鳴と歓声を上げながら、子供たちが桶に水を汲んで走り去っていく。

			「話があるということでしたが」

			「お待ちしていました」

			　太陽が昇り朝(あさ)靄(もや)が完全に消えた頃、ジンガが姿を現した。

			　昨日会ったときと同じ、白衣に浅(あさ)葱(ぎ)色(いろ)の袴。そのままユウトの隣に座った彼の峻(しゆん)厳(げん)な横顔には、やや疲れの色がある。

			　ユウトはすぐには話を切り出さず、土手から川のせせらぎを聞く。

			　最初は寂れた山村にしか見えなかったこの地も、カグラや子供たちと言葉を交わしたあとだと、また違って見える。

			「カグラさんから、話を聞きました」

			「左様か」

			「こうなることは、分かっていましたね？」

			　ユウトの横に並ぼうとしていたジンガの動きが止まる。

			　彼自身が宝珠のことを話さないと決断をしても、カグラはきっとユウトに助けを求めるだろう。ジンガがそれを分かっていながら、カグラの行動を許したのはなぜか。

			　そんな問いかけに、けれどジンガは答えない。

			　そこでユウトは、単刀直入に最大の疑問を告げた。

			「ジンガさん、あなたはなにを望んでいるんです？」

			「……カグラだけには生き残ってもらいたい。我が望みは、他にはない」

			「それだけで良いんですか？」

			「なにを――」

			　ユウトは、ジンガに最後まで言わせなかった。

			　おもむろに立ち上がると、厳しい視線で上から見下ろす。

			「偶然にも、そして、幸運にも、あなたはなんでも願いが叶う魔法のランプを手に入れた」

			　その例えが通じるとは思わなかったが、ユウトは構わず続ける。

			「信じる信じないは別にして――俺には、それだけの力があります。ちょっとデモンストレーションしてみましょうか」

			　一方的に言うと、ユウトはその場から少し離れ、呪文書を九ページ切り裂き天に投じる。

			「《星石落雨(メテオ・レイン)》」

			　空に裂け目ができた。

			　他に表現のしようもない。なぜならば、それが事実だからだ。

			　朝の空にできた漆黒の裂け目は、周囲の大気を吸い込むと同時に轟音を鳴り響かせ、そして、いくつかの岩塊を吐き出した。

			　地上からでも見えるほどの岩塊を。

			　一斉に、鳥が羽ばたいた。

			　星の世界から召喚した隕石群は、里の周囲を囲む森林に落下し、大気を震わせ、物理的な衝撃となって周辺を蹂(じゆう)躙(りん)する。

			　里からもどよめきが伝わってくるが、それを気にしている余裕はなかった。

			「手加減したんで、特に農地とかに被害はないと思いますが……理解していただけましたか？」

			「ユウト殿、そなたは一体……」

			　旅の呪(まじな)い師、異邦からの客人。

			　カグラを助けたことから、それなりの術者なのだと見られているだろうが、ジンガは、今、目の前で起こった事実が信じられない様子だった。

			「現実か？」

			　――夢にしては性質(たち)が悪い。現実だとしたら……人知を越えた神の所行としか思えない。

			　ジンガの心中を代弁するなら、そんな感じだろう。

			　ジンガはなにかを思案するように首の周りの鱗(うろこ)を撫でていた。その癖は、ジンガが今は亡き父母から矯正されたはずの無意識の動作だった。

			「現実ですよ。そして、ここがスタートラインです」

			　――竜神の化身か、悪魔の使いか。

			　常識から大きく外れすぎていて、ジンガはどう答えていいか分からない。

			「カグラさんを逃がしたい？　良いですよ、リ・クトゥアのどこかでも、他の地域にでも連れて行きましょう」

			　微笑みすら浮かべて、ユウトは問う。

			「この里に攻め込んでくる、一千の兵を殲(せん)滅(めつ)させましょうか？　それとも、トガ・ダンジュを亡き者にしたい？　カグラさんと、報酬については話がついていますからね。ジンガさん、あなたの望み通りにしますよ」

			　アカネが見ていたら、頭を叩いて止めさせているほどの意地悪な問い。

			　しかし、残念ながら――この場に、ユウトを止められる人間はいない。

			「けれど、一人逃げたカグラさんは果たして幸せになれますか？　兵を全滅させて、権力の空白を引き起こしたあと、この周辺は一体どうなりますか？」

			　ユウトは自ら提案しておきながら、その解決策を否定する。

			　すべては、この核心に触れるためだ。

			「それとも、自分は死ぬつもりだったから、あとのことなど関係ない？」

			「私は……」

			　――なにがしたかったのか。

			　妹の命の恩人とはいえ、ただ一度会っただけの年下の男にここまで言われて、なぜ怒りが湧かないのか。

			　ジンガは考える。

			　鱗(うろこ)を撫で、そのことに気付かぬほど深く考える。

			　そして、彼は悟った。

			「私は、捨ててしまいたかったのか」

			　父母から受け継いだ、宝珠の管理者という役目も。

			　里の人々を保護せねばならぬという義務も。

			　妹すらも。

			　すべて、自らの命すらも捨てて、自由になりたかったのか。

			「それが、あなたの望みですか？」

			「いや……」

			　それだけではない。それだけで、あるはずがない。

			　それほどまでに絶望したのは、つまり……。

			「巷間では三つの宝珠を集めし者が竜帝となると言われているが、順序が逆なのだ」

			「逆？」

			　突然話題が変わっても、ユウトに戸惑いはない。ただ受け入れ、先を促した。

			「そう。竜帝となるにふさわしき人物が現れて、管理者が認めたならば、宝珠は献呈される」

			　それを手にしたから竜帝なのではない。

			　それを捧げられるに相応しき人物だからこそ、誰からも竜帝と認められるのだ。

			「ゆえに、それが現れぬこの故郷に失望した。捨ててしまいたくなったのだ」

			　ユウトは、ジンガのこれまでの様子を振り返る。

			　思えば、ジンガの行動はちぐはぐだった。

			　カグラを大切にしているように見えたのに、ヒウキとの交渉の席に彼女を出して危険にさらした。

			　トガ・ダンジュに目を付けられても、逃げる準備も迎え撃つこともしようとせず、ただ漫然と過ごしている。

			　里の住民へも、説明をしているかどうか。

			　表面上は、冷静だった。

			　それゆえに、誰にも気付かれず彼の自暴自棄は進行し――ユウトから現実離れした光景を見せつけられ、それも崩壊した。

			「そうだな。私の望み、それはきっと――」

			　ジンガは半ば諦めた口調で自身の夢を、ユウトへ語った。

			「なる……ほど」

			　ユウトとしては、少し想定外の内容だったため自然と驚いた表情になる。

			　その反応に、ジンガがどこか満足しつつも、やはり絵空事だったかとでも言いたげな様子を見せた。

			　だが、ユウトの返答を聞いて、ジンガは一気に目を丸くすることになった。

			「森の管理とかできます？　なら、良いですよ。ただし、説得はお願いしますね」

			　ジンガの望みはむしろ渡りに船だと、ユウトは微笑んだ。

			　

			　今回の戦は――否、戦とも呼べない、ただの誅(ちゆう)伐(ばつ)はなんの問題もなく完了するはずであった。

			　数百人に満たない集落に赴(おもむ)き、伝説の宝珠を手に入れる。

			　満天下へ威光を見せつけるため、一千もの軍勢を率いてそれを為す。

			　自分であれば、なんの問題もない。

			　トガ・ダンジュに仕える武将であるヒウキは、そう考えていた。

			　そして、それは過大評価でも自信過(か)剰(じよう)でもなく、純然たる事実だった。

			　――普通の相手であれば。

			　まず、軍団の編成でつまずいた。

			　いくら威光を示すためとはいえ、練度の違う兵を一緒に運用しても意味はない。

			　そこで、自らの直轄兵とトガ・ダンジュから借り受けた兵を中核とし、そこから抽出した熟練兵に徴集した半竜人(デミ・ドラコ)を率いさせ、遅れて出発させるつもりだった。

			　目的は、直属の兵だけでこなせる。

			　半竜人(デミ・ドラコ)どもなど、あとから賑やかしに来れば良い。

			　だが、その計画は、突如として降り注いだ隕石によって水泡に帰した。

			　突然の天変地異に、半竜人(デミ・ドラコ)たちのみならず、直属の兵士たちからも出兵への不安の声が聞こえるようになる。

			　竜帝の意思に沿わぬ出兵に、天がお怒りなのだと。

			　これは、ユウトの意向を受けたラーシアが流した流言飛語――当人たちにとっては軽い嫌がらせ――なのだが、ヒウキにそこまで調べる余裕はない。

			　結局、動きの鈍い半竜人(デミ・ドラコ)たちを先頭に置き、まるで追い立てるようにしてお守りをしてやらねばならなくなった。

			　それに伴う兵糧の問題、主であるトガ・ダンジュから計画通りにいかぬいらだちをぶつけられるなど、厄介事はいくつもあったが、とにもかくにも出発はした。

			　道中は嘘のように順調で、士気もようやくマイナスからプラスへ転じようかというときになって、ヒウキ軍は新たな困難に直面した。

			　森の中、里へと向かって進軍を開始してから一時間ほどが経過し、にわかには信じられない報告が飛び込んできたのだ。

			「獅子だと？」

			「はっ」

			　先鋒を森へと進ませ、ヒウキ自身は後方から指揮を執(と)っている。その本陣へ伝令が飛び込んできた。

			　伝令の真竜人(トウルー・ドラコ)へ、馬上のヒウキは殺意さえこもった視線と口調で問い返す。

			「物陰より突如獅子が現れ、我が軍に襲いかかっております。御味方に死者は出ておりませぬが、被害は甚大でございます」

			　伝令の真竜人(トウルー・ドラコ)としては、将がどんなに不機嫌であろうと正確に報告する他にない。

			「あのアマクサとかいう呪(まじな)い師の仕業かッ！」

			　憎々しげに、ヒウキは手にした馬上鞭をへし折った。

			　死者が出ていないのが、逆に忌々しい。死体になれば回収するだけで良いが、重傷の怪(け)我(が)人であれば治療も搬送も必要になり、その分、進軍速度は落ちる。

			「して、どの程度の獅子を狩ったのだ」

			「今のところは、一頭も」

			「一方的か」

			　戦ではない誅(ちゆう)伐(ばつ)だとうそぶいて出発したのはいい。ただ、戦場ではなにが起こるか分からないといっても――よもや、獣(けもの)相手に蹂(じゆう)躙(りん)されるとは想像の外。

			「ならば、半竜人(デミ・ドラコ)どもを外周に置き壁とせよ。多少でも手間取れば、仕留められよう」

			「それが……。どうやら、その獅子どもは半竜人(デミ・ドラコ)には手出しをせぬ様子で……」

			「ちぃっ」

			　であれば、あの腰抜けどもは、まともに戦おうとせぬであろう。刀槍で脅(おど)しつけても、それをしている真竜人(トウルー・ドラコ)がやられては意味がない。

			「また、木々や、隕石の残骸の陰から襲いかかっておるようで、恐慌状態に陥(おちい)りつつあります」

			「分かった。前線へ出て指揮を執(と)る」

			「ヒウキ様、自らでございますか？」

			「二度は言わぬ」

			　伝令役の真竜人(トウルー・ドラコ)は頭を下げると素早く馬に飛び乗り、先鋒を束ねる部将の下へと馬を走らせた。

			「征くぞ。このような所で、立ち止まっていられるものか」

			「はっ」

			　さすがに、直卒部隊だけあって士気も練度も高い。

			　ヒウキの意向に従って部隊を再編成し、彼らもまたともに森へと進撃する。

			　このとき、彼らは相手をする獅子の数をまったく把(は)握(あく)していなかった。

			　もちろん、ライオンがこんな森のなかに生息しているはずもなく――ユウトが《天上獅子の招来(ビースト・ランズ)》で招来した存在だ。

			　かつて、メインツの鉱山に巣くっていた水晶を食らう怪物(クオーツ・ビースト)を駆(く)逐(ちく)したときは、八頭の群れを招来した。

			　今回、ユウトはその呪文をできる限り行(こう)使(し)した。

			　結果、この森に放たれた天上種の獅子は、四十体にも及ぶ。ただの猛獣ではない。神々が住まう天界に存在するという聖獣の野の住人たる、天上種の獅子だ。

			　ゆえに真竜人(トウルー・ドラコ)のみを狙い、しかも、死者はなるべく出さないという命令も理解し遂行できる。

			　ユウト自ら手を下さなくとも、一千の軍勢を翻(ほん)弄(ろう)するに充分だった。

			　しかも、これはまだ始まりに過ぎない。

			　ヒウキが前線で指揮を執(と)ることで、なんとか崩壊を免れた誅伐軍は、追い立てるように半竜人(デミ・ドラコ)を盾、否、壁とすることで多大な被害を出しながらも森を進んでいく。

			　数時間後。

			　ぱたりと、獅子たちの襲(しゆう)撃(げき)が止まる。なんとか、獅子たちの撃退に成功した――と、誰もが思った。

			　まさか、ただ単に呪文の持続時間が過ぎて獅子たちが聖獣の野へ帰っただけなどとは、想像すらできない。

			　また、その余裕もなかった。

			　多くの負傷者を出し、瓦解寸前の軍をまとめてようやくたどり着いた、宝珠が安置されているという里。

			　そこには、たった一人の人間しかいなかったのだから――

			　

			「皆、忙しいなか、よく集まってくれた。礼を言う」

			　ユウトが《星石落雨(メテオ・レイン)》を使用して、ジンガの本当の望みを聞き出したその日。

			　ジンガは、里の主だった者を境内へと集め語り始めた。

			　カグラもその傍らにいて、ユウトとラーシアは離れた場所から見守っている。

			「まず先ほどの異変だが、ただの目覚ましのようなものだ。特に被害も出ていない。心配する必要はない」

			　集まった人々は、納得したわけではないがジンガが言うならと、一応、混乱は収まった。

			「あれって、ユウトでしょ？」

			「むしろ、俺以外の誰かがやった方が一大事だろ」

			　幸いにして、主犯とその友人の会話は周囲に聞こえない程度に抑えられていた。

			「それよりも、差し迫った危機がある」

			「ジンガ様、それは……」

			「ゴジョウの街より、この里へ兵が送られるようだ」

			　集まった人々の反応は、驚きよりも諦めに満ちていた。

			　どうせ、またか。人々の背にはそう書いてあるように、ユウトには思える。

			　恐らく、この里にたどり着くまで、何度も同じような目に遭ったのだろう。平穏を手にしたと思ったら、また同じことの繰り返し。

			　運命と受け入れ、反逆する気力も失っている。

			「此度の出兵、原因は我ら兄妹にある」

			「ジンガ様、それはどういう……」

			「我らは、竜帝の秘宝である地の宝珠を守護してきた。それをトガ・ダンジュが嗅ぎつけ、要求してきたのだ」

			「宝珠が……」

			「なんとまあ……」

			　里の人々は、今度こそ本当に驚いていた。

			　まさか、伝説の宝珠がこの地にあり、ジンガとカグラの兄妹が守護していたなど、想像もしていなかったに違いない。

			　その反応は予想通りであり、むしろ、ジンガは自ら口にした説明――宝珠の譲渡を断ったら攻めてきた――に苦笑を隠せずにいるようだった。

			　言葉にすれば、なんと単純な構図か。ジンガが口元をほころばせている。

			「兄上……？」

			「なんでもない」

			　初めて見せるジンガの笑顔に、里の者は皆戸惑っていた。

			「すまぬが、我々は管理者に過ぎぬ。宝珠を用いて奇跡を起こすことはできぬのだ」

			「それで、あっしらはどうすれば……」

			「分からん」

			「そんな……」

			　見捨てられたと早とちりした人々が、絶望的な表情を浮かべる。

			「それは、皆が選ぶべきだ」

			　ジンガが、三つの選択肢を示した。

			　ひとつは、この地に残ること。

			　ひとつは、リ・クトゥアのどこかへと移動すること。

			「最後のひとつは、このリ・クトゥアを離れて遠い西の地へ移住すること」

			「そんなことが……」

			「できると、信じている。少なくとも、我らはリ・クトゥアを去ることに決めた」

			「兄の言う通りです。わたくしも、ユウト様に従い西へと向かいます」

			　カグラが、初めて口を開いた。

			　兄を補佐するその言葉には、重みがある。

			「私は、この里しか知らぬ人間だ。まだ幼き頃に思ったものだ。この森を越えれば、この川を下れば違う世界が広がっているのだろうかと」

			　珍しく、本当に珍しくジンガが長広舌を振るった。

			　内容よりもその事態に驚き、全員が聞き入っている。

			「結局のところ、この里でしか生きられないという閉塞感への反発だったのだろう。だが、ここへ流れ着く皆の姿を見て気付いたのだ。外に理想郷などありはせぬと。そもそも、徒人たる我らが住める世界は狭い」

			　これは、望めばどこにでも住めるという常識の下で育ったユウトと、旅から旅が基本のラーシアには理解できない感覚。

			　それゆえ、ユウトはジンガの望みを聞いて驚いたのだ。

			「捨てることも逃げることも悪ではないと私は思う。なぜなら、皆がそれを選んだことで、我らは出会えたのだから」

			　堰(せき)を切ったように流れる言葉。

			　言い足りないような、既に言い尽くしたような。

			　自分でもよく分からなくなったのだろう。ジンガは、結論を口にした。

			「ゆえに、私はこのリ・クトゥアを離れることにした。まだ見ぬ土地に希望を託したい。それが、私の願いだ」

			　無論、それが素晴らしいものであるという保証はないが。

			　ジンガは、そう話を締めくくった。

			　その話に感じ入るところがあったのか、皆一様に押し黙っていたが、やはり不安があるのだろう。なかなか決断が下せないようだった。

			「そろそろ、ユウトが説明を代わった方が良いんじゃないの？」

			「ここで俺が出しゃばってもなぁ」

			「でも、ユウトの呪文あっての話でしょ？　ほらほら、もうやり過ぎて引かれるなんてなれっこでしょ？」

			「後半は納得いかないが……」

			　ラーシアの言う通りでもある。

			「細かい説明は後でするとして、とりあえず安全に過ごせる場所が必要だよな」

			　そう言いながら、ユウトは呪文書から七ページ切り裂き、その場に方形を描く。

			「《不可視の邸宅(クリイネエル)》」

			　その理術呪文が完成すると同時に、分厚い木の扉が現れた。

			「お、アルサス王子を収容しようとしたら断られた呪文だっけ？」

			「会議の時、ラーシアはいなかったろ。よく知ってたな」

			　平常運転を続ける二人に対し、カグラも含めた里の人々は何事かと目を丸くする。ジンガは、もはや悟りの境地だ。

			　しかし、それはまだ早い。

			　この扉の奥には豪(ごう)壮(そう)な邸宅が存在し、百人ほどを数日間にわたって歓(かん)待(たい)することができる。また、外の様子を見ることはできるが、ユウトが許可した者しかこの扉を潜(くぐ)ることはできない。

			　それをざっと説明してから立て続けに数回重ねて使用し、実際に体験してもらい、ユウトがいかに規格外の存在かを実感させ。

			　そして、誅伐軍が到着したその日。

			　ユウトは一人、ヒウキ率いるトガ・ダンジュ軍の前に立ち塞がった。

			「ヒウキ、あなたに決闘を申し込む」

			　使い慣れない長剣を構えたユウトは、静かにそう告げた――

			　

			「決闘だと？」

			　馬を進めながら馬鹿にした口調で言うが、ヒウキは受けざるを得ないだろうことも理解していた。

			　いかに強力な呪(まじな)い師とはいえ、この軍勢で当たればどうとでもできるが――真実は別にして――それでは威厳が保てない。

			　街へ帰った半竜人(デミ・ドラコ)たちから今回の失態が伝われば、威光を示すどころの騒ぎではなくなる。

			　ゆえに、ヒウキが馬鹿にしたのはユウトの剣の構えだ。

			　まるでなっていない。素人(しろうと)同然だ。

			　実際、素人なのだが。

			「よもや、その剣で立ち向かうつもりではあるまいな？」

			「もちろん、そのつもりだけど」

			　そう答えるユウトの声に震えはない。いつも通りだ。

			　呪文書ではなく、長剣を握っていることを除けば。

			「俺が勝ったら、このまま軍を引いてもらう」

			「誇大妄想を……と言いたいところだが、一応聞いてやろう。して、こちらが勝ったらなにを得られるのだ？」

			「森にライオン――獅子を放ったのは、俺だよ。そんな敵の首を取れるだけで、充分なメリットじゃないか？」

			「やはり、貴様か。アマクサ」

			「というだけじゃなんだから、俺に勝ったら、宝珠の在(あり)処(か)を教えるよ」

			「良かろう」

			　ヒウキは薄片鎧(ラメラー・アーマー)を鳴らして馬から下りると、ロング・スピアを扱(しご)いてユウトと相対する。

			「ヒウキ様！」

			「黙って見ておれ」

			　ヒウキが部下を一喝して黙らせ、ユウトへと槍を突きつける。

			「見たところ素人(しろうと)のようだが、手加減はせぬぞ」

			「ああ、全力でやってくれ。負けたときに、あれは本気じゃなかったなんて言い訳できないようにな」

			「ぬかしおる」

			　ヒウキのドラゴンの頭部が憤怒に歪(ゆが)んだ。

			　けれど、ユウトは動じない。

			　ドラゴンの怒りなど、数え切れないほどこの身に浴びてきているのだから。

			　

			「なぜ、ユウト様がこのような……」

			「説明は、聞いたであろう」

			《不可視の邸宅(クリイネエル)》の内部。壁の一面が、外の光景を投影している。

			　軍の前に一人立ちふさがるユウトの姿を、兄妹は痛ましい物を見るかのように、それでも瞬(まばた)きひとつせず見守っていた。

			　術者のユウトから外を出ることを禁じられた彼らは、それしかできない。

			　ユウトは言った。

			　これが、最も血が流れないやり方なのだと。

			　単純に隕石を降らせれば軍を壊(かい)滅(めつ)させることなど容易だが、それでは周辺の豪族から攻められるだけ。

			　そのため、ヒウキたちに最小限の犠牲で軍を引かせねばならず、そのためにユウトが一騎打ちを挑まなければならないのだと。

			「だが、我らのためかもしれぬ」

			　ジンガがそう推測する理由は、里の人々が抱く真竜人(トウルー・ドラコ)への畏(おそ)れにあった。

			　この里に残りたいと願う者もいる。しかし、トガ・ダンジュの軍を退(しりぞ)けたとして、それは卓越した大魔術師だからできること。残っても、その助けがなければ迫害されるだけだ。

			　リ・クトゥアを離れる勇気はない。だが、この里からも去りたいと望む者もいる。けれど、どこへ行っても同じことの繰り返しになるだろう。

			　だから、ユウトは実証しようとしているのではないか。

			　反攻しろとは言わない。戦うなとも言わない。

			　ただ、真竜人(トウルー・ドラコ)といえども、特別ではない。同じただの生き物なのだ。

			　それも、非力な、ドラゴンの特徴を持たぬただの人間でも勝てる生き物なのだと。

			「ユウト様……」

			　兄の推測を聞き、カグラは祈った。

			　守護神である竜神バハムートに、彼の無事を。

			　そして、勝利を。

			　

			「アマクサ、貴様、呪(まじな)いを使わぬつもりか」

			「そうだよ。良いから、そろそろ始めようか」

			「……あまり舐(な)めるなよ、小僧」

			　怒りにヒウキの全身がわななき、小札を重ねた薄片鎧(ラメラー・アーマー)が揺れる。

			　その様子を見て、挑発には成功したかなと、ユウトは内心安堵した。

			　まともにやったら、まず勝てない相手だ。もちろん呪文を使うのなら話は別だが、今回は身体能力を上昇させる呪文すら使っていない。

			　それがこんなに心細いとは思わなかった。

			　無意識に額の汗をぬぐう。その手が既に、緊張の汗で濡れていた。

			「征くぞ」

			「ああ」

			　ヒウキが腰を落とし、突き出すように槍を構える。

			　一方、ユウトも魔化された長剣を正眼に構えてはいたが……ひと目で素人(しろうと)と分かる酷さだった。

			　――勝ったところで、自慢にもならぬ。

			　ヒウキは心中でそう思ったが、慈悲をかけるつもりもない。

			　宝珠の在(あり)処(か)は、この里を探すなり、森に隠れ潜(ひそ)んでいるだろう半竜人(デミ・ドラコ)たちを締め上げるなりすれば自ずと判明する。

			　危険極まりない呪(まじな)い師を排除できる格好の機会。ヒウキとしても、それを逃すわけにはいかなかった。

			　ヒウキが大地を蹴るようにして前に進み、一気に間合いを制して穂先を生意気な呪い師の喉元へと放った。

			　これで終わり。

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いとともに放たれた刺突が、肉を裂き気道を破り頸(けい)椎(つい)を貫いて噴水のように血が流れる。

			　誰もが確信したそんな未来は――訪れなかった。

			「あっぶねー」

			　ユウトは無事だった。

			　穂先が肉を抉(えぐ)るその寸前、剣を振るって軌道を逸らし、見も世もなく体を投げ出すことで、なんとか無傷で済んだ。

			「読んでおったか」

			「別に、そういうわけじゃないけどね」

			　ユウトの武器はふたつ。

			　ひとつは、往きに赤竜(レツドドラゴン)の巣穴で拾った、アダマンティン製のロングソード。

			　そしてもうひとつは、いつもの白い大魔術師(アーク・メイジ)のローブ。

			　魔化が施されたこのローブは、防御性能も高い。これまでの戦闘では前衛が優秀すぎたためユウトにまで近接攻撃が及ぶことはなかったが、実はヒウキの薄片鎧(ラメラー・アーマー)よりも頑強だ。

			　それゆえ、胴体への攻撃は捨てた。ローブでは守れない首から上にのみ絞り、なんとか賭けに勝ったのだ。

			（手足を狙われてたら、終わってたけどな）

			　体勢を立て直し、再び長剣を構える。

			「終わらせるぞ」

			「どうぞどうぞ。こっちも、長くはもたないよ」

			　緊張感で、ユウトの精神は磨耗していた。完全に、本音だ。

			　しかし、それを挑発と受け取ったのか、ヒウキはドラゴンの瞳を細め、再度、空気を裂くような勢いで槍を突き出す。

			　ユウトは、冷静に穂先を見つめていた。

			（ああ、あれが刺さったら死ぬかな……）

			　即死かどうかは分からないが、致命傷にはなるだろう。

			　なぜ、こんなところで命を賭けているのか。

			　理由は、ひとつではない。

			　ジンガたちに語った戦後処理のためというのもあるし、ラーシアの話を聞いて真竜人(トウルー・ドラコ)と名乗る奴らを叩きのめしてやりたいと思ったのも事実だ。

			　しかし、それらは最大の理由ではない。

			（ヴァル子なら、こうしただろうからな）

			　基準を彼女にすると、こんなに大変なことになるのか。

			　迫りつつある死を眺めながら苦笑した。

			　大変な女にほれてしまったものだ。彼女へこの旅の話をするとき、胸を張っていられるように。後ろめたい気持ちにならないように。

			　結局は、そのためにこんなことをやっている。

			　自分のためだ。

			　そして、ユウトは剣を動かす。

			　本人は意識していないが、彼にはもうひとつ武器があった。

			　ヴァルトルーデたちと過ごした時間。

			　ヴァルトルーデを見続けた時間。

			　彼女たちと戦い続けた敵に比べたら、こんな攻撃止まって見える。

			「やあぁっ」

			　思わず、声が出ていた。

			　決して鋭いとはいえない剣閃。しかしその一撃は、ヒウキ本人ではなく得物を断ち切ろうと、槍の柄(え)へと迫る。

			　物体の硬度を無視するアダマンティンの武器。これなら、素人(しろうと)のユウトでも、相手の武器を壊すことぐらいはできる。

			　最初から、この展開は狙っていた。勝算のない戦いなどしない。

			　だが、相手はユウトの想定の上を行く。

			「死ねいッッ！」

			　ふっと、槍が消えた。

			　いや、ヒウキが槍を捨てた。

			　ドラゴンの頭部に、勝利の微笑が浮かぶ。

			　その笑みの形のまま、前に突き出た口が開く。

			　チロチロと、炎がわだかまっていた。

			　これが、〝劫炎〟と呼ばれた由来か。

			「ユウト様っ！」

			　傍(ぼう)観(かん)者(しや)でしかないカグラには、悲鳴を上げることしかできなかった。

			　しかも、その声は届かない。

			　けれど、言わずにはいられない。

			「死なないで！」

			「ちっ、くしょう！」

			　ユウトは前に出た。

			　ドラゴンの吐息は、扇のように広がる。つまり、その射程外に出られないのであれば、根本が最も被害が少ない。

			「ぬぅっ」

			　理屈としては、そうだ。

			　だが、普通、実行するとは思わない。

			　完全に虚を突かれたヒウキは、炎の帳(とばり)を抜け出し棒のように剣を強振しようとするユウトの姿を、ただ眺めることしかできなかった。

			「俺の勝ちだ」

			　ヒウキの腹に剣をめり込ませながら言う。思い切った動きと、ローブのお陰でユウトに目立った負傷は見られない。

			　刃が立っていなかったため負傷はないものの、アダマンティンの剣は確かに薄片鎧(ラメラー・アーマー)を打ち貫いていた。

			　強振に手がしびれたため苦笑交じりになってしまったが、それが妙な凄味になってしまっていることに本人は気付かない。

			「くっ、まともにやれば……」

			　否、とヒウキの武人の部分がその思考を否定する。

			「まっとうな勝負であれば、こちらの負けか」

			　なにせ、相手は不慣れな上にこちらの土俵で戦ったのだ。

			　次があれば負けるはずもないが、すべては言い訳に過ぎぬ。

			「殺せ」

			「嫌だね。あんたには、やってもらうことがあるんだ。大人しく兵を引いてもらおうか」

			「……よかろう」

			　勝者が生き恥をさらせというならば、それに従うのが敗者の務め。

			「引くぞ」

			「ヒウキ様！」

			「引くのだ！」

			　ヒウキが納得がいかない部下を一喝し、兵をまとめて里から出ていく。

			「もう、二度とやらねぇ」

			　里から兵がいなくなるのを確認し、ユウトは大きく息を吐いてから、汚れるのも構わずその場に座り込んだ。

			　それで集中が切れたのか、それとも最初からそういう設定だったのか。

			《不可視の邸宅(クリイネエル)》から、カグラを先頭に里の住人たちが転がり出てくる。

			「怪(け)我(が)を見せてください」

			「怪我なんて、してませんよ。ちょっと、気が抜けただけで」

			　ユウトは端的に事実を伝えたつもりだったが、あっさりと跳ね返されてしまう。カグラが怒ったような顔でユウトの服を脱がし、触診から始めて《治癒(キユア)》の呪文まで使用する。

			　抵抗しようかと思ったものの、心配そうにこちらを見る里の子供たちを見つけて断念した。

			　子供には、ちょっとショッキングだったかもしれない。

			　……などと反省をしたユウトだったが、誰にとっても充分衝撃的な映像だった。

			「ユウト殿」

			　そんなユウトの前に、少し遅れてジンガが現れる。

			　元から厳しい顔に、神妙な表情をたたえて。

			「ああ、ジンガさん。カグラさんに、あなたからも――」

			「これを、お納めください」

			　ジンガは片膝をついてひざまずき、袱(ふく)紗(さ)のような布に包まれた拳大の物を恭(うやうや)しく取り出した。

			「天・地・人、三つの宝珠のうちのひとつ、地の宝珠を貴方様に捧げまする」

			「え？　え？」

			　袱紗を開くと、中から金色に輝く宝珠が現れる。

			　ひと目で強力な魔力を有していると分かる秘宝具(アーテイフアクト)。

			　その威に打たれ、誰も彼もがその場に平伏した。

			　竜帝は、これを用いて山を平らげ海を埋め立てたというが……。

			　受け取れるはずがない。

			「いや、これは……」

			「最早、竜帝もリ・クトゥアも関係はござらん。認めたものに捧ぐ。これが本来の形と申した通り」

			「俺、帰る場所があるんだけど……」

			「竜帝もリ・クトゥアも関係はござらん」

			「あ、そうでしたね……」

			　ヴェルガのときのように、断っても頑として引かない。こうなると、相手は強い。

			　ユウトは、ただただ、途方に暮れるしかなかった。

			　

			　トガ・ダンジュは、昼間から上機嫌で酒をあおっていた。

			　ユウトは関心がないため調べてもいなかったが、リ・クトゥアの酒は甘く、アルコール度も低い濁り酒だ。それを水で割って飲むことが多い。

			　そのため、浴びるように飲む。

			　だからというわけではないだろうが、ゴジョウ周辺を支配するこの豪族は、侵入者が目の前に現れるまでまったく気付きもしなかった。

			「やあ、殺しに来たよ」

			　その死神は高く明るい声で話し、子供のような姿をしていた。

			「何奴っ」

			　酔った頭ながらも、トガ・ダンジュは酒が注がれた杯を投げ捨て、槍を手にしようとするが、その途中で無様に転んだ。

			　前後不覚になるまで酔っていたわけではない。

			　袴(はかま)に短剣が突き刺さり、畳に縫(ぬ)いとめられていたからだ。

			　そして、その短剣には血がべっとりと付着していた。

			「ま、抵抗してもいいけど、面倒だからね」

			　童の姿をした死神――ラーシアは、殊更ゆっくりトガ・ダンジュへと近づいていく。

			「怪しい輩(やから)が、ここまで入り込んでいるではないか。出あえ、出あえいっ」

			「無駄だよ。みんな眠ってるからね。目覚めるかどうかは、知らないけどさ」

			　そして、ラーシアが意味ありげに短剣を指し示す。

			「ひぃッ」

			　微笑を浮かべたラーシアは、ついにお互いの手が届く距離まで近づいた。

			「ボクはね、もう怒り狂ってるんだ」

			「ななななあ、そのように恨まれる憶えなど……」

			「キミがちゃんとこの辺を治めていれば、ちょっと買い物して帰るだけだったんだよ？　無関係な連中のために、ユウトが、ボクの友達が命を張る必要もなかったのさ」

			　分かる？　と、やはり笑顔で聞くラーシア。

			　ユウトから《天上獅子の招来(ビースト・ランズ)》で敵を痛めつけると聞いたときは、「さすが、ユウト。ヨナが聞いたら大喜びだ」と賛同したが、ユウトが傷つきかねない決闘には大反対した。

			　しかも、その場に自分がいられないと聞けばなおさら。

			　トガ・ダンジュは取り除く。

			　代わりにヒウキは生かし、混乱を最小限に止めつつ、しばらくこちらへ手を出させないようにする。

			　その計画のためにラーシアが別行動しなければならないという説得を受け入れはしたが、憤りは収まらない。

			「そのような事情、知った――」

			「知ったこっちゃない？　まあ、そうだろうね」

			　うんうんと、訳知り顔でラーシアはうなずく。

			「それこそ、ボクには知ったこっちゃないね」

			　そう冷たく宣告すると同時に、銀(ぎん)閃(せん)が走った。

			　起こったのは、それだけ。

			　それで興味をなくしたかのように、ラーシアは踵(きびす)を返す。

			「ふっははははははは」

			　助かった。

			　何が何だか分からんが、助かった。

			　喜色をにじませたトガ・ダンジュが、行動の自由を奪った忌々しい短剣へと手を伸ばす。

			　いや、手を伸ばそうとした。

			「ふへっ？」

			　なにが起こったのか本人だけが理解できぬまま、トガ・ダンジュの意識は断絶する。

			　後には、畳の上を転がる不細工なドラゴンの頭部が残された。

		

	
		
			第２章

		

	
		
			１・忘却の大地からの客人

			　

			「やっぱり我が家が一番だな」

			　ユウトは数回の《瞬間移動(テレポート)》を経て、ファルヴの城塞にある執務室へと帰還した。

			　旅行帰りの母親のような感想を漏らしつつ制服の襟(えり)を緩め、ほっとひと息。二週間ほど離れただけなのに、妙に落ち着く。

			　同時に、ここが帰るべき家になったんだなと、嬉しいような哀しいような感傷を抱いてしまう。

			「それにしても、どこで選択肢を間違えたんだか……」

			　まさか、地の宝珠を譲渡されるとは思いもしなかった。というよりも、むしろ困る。

			　とりあえず、あの里の住人をミラー・オブ・ファーフロムで作った次元門(ゲート)でこちらへ運んでからの話だが、どう説得したら返却できるだろうか。

			「新天地での生活に追われてうやむやにならないかな……」

			「なにを、うやむやにするの？」

			　びくんっとユウトの背筋が伸びる。

			　背後からの声に、ゼンマイ仕掛けの人形のように錆び付いた音を立てて首だけ向ける。まったく気が付かなかった。

			「やっと帰ってきたわね、勇人」

			「朱音、どうして……」

			「そりゃ、待ってたからよ。決まってるでしょ？」

			　栗色の髪を肩の先まで伸ばした、煌(きら)びやかな少女がそこにいた。

			　自作のメイド服はさらに進化し、ただのブラウスにリボンをあしらっただけの初期型から、ヴィクトリア風へと変わっている。

			　ホワイトブリムがアクセントとなって、実に可愛らしい。

			　それと同時に、ちょっといかがわしい。
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			「そのメイド服は初めて見るなぁ」

			「新作よ。どうせなら、最初は勇人に見せたかったんだけど……」

			　そんなリアクションに困ることを言いながら、アカネはユウトの正面へ回り、至近距離まで近づいてユウトの全身をくまなく観察する。

			「なにやってんだよ」

			「ん～。なんか、他の女の匂いがするわね」

			「なんで、そんなことが分かるんだよ」

			「へえ……」

			　アカネの動きがぴたりと止まる。顔は笑っているが、目は笑っていない。

			「お約束だから、ちょっと言ってみただけなんだけど……。今までなにをやってたのか、詳しく聞きたいわねぇ」

			「うっ」

			　このときユウトの頭にあったのは、無茶な決闘をしでかしたことと、了解も取らずに移民の受け入れを決めてしまったこと。

			　実に、説明しづらい。

			　それを女性関係と勘違いしたアカネが、さらに詰め寄ろうとするが――すんでのところで、本来の用件を思い出したようだ。

			「って、それは後で尋問するから、外見なさいよ、外」

			「なんだよ？」

			　アカネに引きずられるまま、ユウトは窓際へと移動させられる。

			「あー。なんか船が見えるな」

			「そう、船なのよ」

			　ファルヴの城塞の北を流れる貴婦人川。

			　本来であればその流れまでは見えないのだが、帆を張った船が停泊しているため、その位置を知ることができる。

			「って、でかすぎねえか？」

			　この城塞と川までは距離もあるし、間に建物もある。それが見えるだけの大きさとなると、今度は川に浮かべられるサイズの船ではなくなるはずなのだが……。

			「なんか、別の世界からあれに乗って来たらしいんだけど……」

			「だけど？」

			　珍しく言い淀(よど)むアカネに先を促す。けれど、その先はできればユウトも聞きたくない内容だった。

			「ヨナちゃんが、撃ち落としちゃった」

			「……おう」

			「なんとか不時着で済んだんだけど、ラーシアを迎えに来たって、お姫さまみたいな人が船から降りてきたのよ。ほんとは、女王様だったんだけど」

			「お、おう」

			　一難去る前に、また一難。

			　どこで選択肢を間違えたんだろうか。

			　ユウトは天井を仰ぎ、幸福がすべて逃げ出すほど深い深いため息を吐いた。

			「というか、別の世界か……」

			「大混乱よ、大混乱」

			「うん。俺が悪かった」

			「まあ、それとなく、ユウトが旅に出た理由は教えてもらったけど」

			「いや、俺の見通しも甘かった」

			　ヴェルガがしばらく大人しくしていてくれたら、他に厄介事はないと思っていたのだ。アルシア姐さんなら、きっとなんとかしてくれると。

			　それがまさか、あんな船で他の物質界からの来客があるとは。

			「あ、勇人。ところで、ラーシアは？」

			「まだちょっと旅先にいるけど、先に状況を整理させてくれ」

			　ヨナが撃ち落としたということは、あの船は見た目通り水上を行くものではないのだろう。恐らく、次元を越える能力を備えた次元航行船(プレイン・クラフト)。

			　ヴァイナマリネンとの雑談で存在は聞いていたものの、おとぎ話や伝説の類(たぐい)で、実在しているとは思わなかった。

			　そして、そんな貴重な魔道具(マジツク・アイテム)、いや、秘宝具(アーテイフアクト)を有しているということは、相当な権力者か、よほど力のある冒険者か――

			「もしかして、ラーシアとエグザイルのおっさんが助けたっていう、お姫様の関係？」

			「そういえば、エグザイルさんも顔見知りっぽかったわよ」

			「とりあえず、最悪の事態は避けられそう……か？」

			　下手したら、未来の歴史教科書に「別世界との戦争の引き金を引いたファルヴ事件」などと書かれるところだった。

			「相手は、なんて言ってるんだ？」

			「用件はラーシア本人に伝えるから、当座は食料とか水とかを提供してくれればそれで良いって。保守部材は、予備があるからって断られたわ」

			　相手の寛大な対応に、ユウトは逆に不審を募(つの)らせる。

			　つまり、ラーシアに会うまで絶対に帰らないということでもある。

			「その接待に大忙しよ、主にあたしが」

			「うん。本当にごめんな」

			　腰から下げた無限貯蔵のバッグ。そこにしまい込んだ、フォリオ＝ファリナで買ったある物。果たして、これを受け取ってもらえる状況だろうかと、ユウトは別の心配をしてしまう。

			「それでな、俺が一人で帰ってきた理由と絡むんだけど、ちょっとあの鏡を使って戻る必要があるんだ」

			「後回しにできないの？」

			「日本みたいな島から、移住者を連れてこなくちゃいけないんだ。二百人ぐらい」

			「勇人は、本当になにをしに行ったのよ……」

			「とはいえ、これを放置もできないよな」

			　カグラたちには悪いが、少し待ってもらうしかない。最悪、こっちがリ・クトゥアへ移住しなくてはならない可能性だって出てきたのだから。

			　

			「やだ」

			「やだって、ラーシア。ヨナかよ」

			《瞬間移動(テレポート)》の使用回数が残っていなかったため、ミラー・オブ・ファーフロムの力を使って次元門(ゲート)を作製し、リ・クトゥアへと舞い戻ったユウト。

			　ある程度の事情を説明し、ジンガたちには引越しの荷物の整理でもしながら待ってもらえることにはなったのだが、そこでラーシアから予想外の抵抗を受けた。

			「先方がラーシアをご指名なんだから、どうしようもないだろ」

			「エリザーベトでしょ？　エリザーベトが追って来たんでしょ？」

			「そういや名前は聞かなかったけど、なんかお姫様だって言ってたな」

			「やっぱ、エリザーベトじゃん。ノゥ、絶対にノゥ」

			　こうしていると、ラーシアは駄々っ子にしか見えない。

			　里の人々も、何事かと作業の手を止めて注目している。

			「エグはなにやってるのさぁ、もう」

			「まあ、本当に嫌なら無理強いはしないけどさ」

			　困惑しつつも、ユウトはラーシアに理解を示す。

			　けれど、まったくなにもしないわけにもいかない事情もあった。

			「なんか、ヨナがあっちの次元航行船(プレイン・クラフト)を攻撃しちゃったらしいんで、せめて事情ぐらいは聞かなくちゃならないんだが……」

			「ヨナ、やるなぁ。でも、詰めが甘い」

			「やっちゃったな、だろ」

			「……分かったよ」

			　やれやれだと、ラーシアは肩をすくめて受け入れた。

			「できる限り、フォローはするから」

			「頼むよ、ほんと」

			　しかし、ユウトは知らなかった。

			　できる限りやっても、通用しないときがあるという簡単な事実を。

			　

			「ああっ、ラーシア様っ！」

			　貴婦人川の上に停泊する――比(ひ)喩(ゆ)ではなく本当に浮遊していた――次元航行船スペルライト号。鉄のように頑(がん)丈(じよう)なスティールツリーで造られた、黒光りする戦列艦だ。

			「うわぁっ、やっぱりエリザーベトだ」

			「エリザとお呼びください」

			　矢も盾もたまらない様子で、エリザーベト――エリザはラーシアへ駆け寄った。

			　その日のうちにスペルライト号の上甲板での会見となったのだが、それは銀髪の女王が草原の種族(マグナー)を追いかけるという異常な光景で始まった。

			「なにしに来たのさ！」

			　ラーシアは逃げる。

			　いつもの笑顔はかなぐり捨てて、全力で。

			「お逃げにならないでくださいませ。この日を一日千秋の思いでお待ちしておりましたわ」

			　一方、エリザ女王は、まだ二十歳にはなっていないだろうか。銀髪に輝くティアラを乗せ、スカートをつまんでラーシアを追いかける。

			　黒いドレスの上半身はレースで飾られており、コルセットで限界まで絞っているのだろう。手でつかめそうなほど腰は細い。整った顔立ちは、まさにおとぎ話のお姫様そのものといった美しさだが、今はその美貌を必死さに明け渡し、甲板上を全力疾(しつ)走(そう)している。
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			　当然、女王側にも全身鎧を身に付けた護衛や随(ずい)行(こう)員はいるのだが、止める気配はなかった。

			　止めても無駄だと思っているのかもしれない。

			「ネズミと猫の追いかけっこ的な」

			「朱音はストップ。ところで、エグザイルのおっさんよ。そろそろ、なにがあったのか話してくれても良いんじゃないか？」

			　甲板上には、一応謹慎中のヨナを除き、主要メンバーが揃っている。

			　詳(しよう)細(さい)はラーシア本人からと、エグザイルはヴァルトルーデたちにもエリザ女王との関係に口をつぐんでいたのだが、とても当事者から聞けるような状態ではなかった。

			「オレたちが、『忘却の大地』でお姫様を助けたっていう話はしたな？」

			「確かに、聞きましたね。ですが、それ以上はなにも聞いていなかったかと」

			　アルシアが、そう思い出しながら言う。

			　ラーシアたちが帰還したとき、ファルヴの城塞にいたのはユウトとアルシアだけ。そのときは、ヨナの家出騒動があり、その後は蜘蛛の亜神イグ・ヌス＝ザドの襲来やアカネの転移があり、すっかり詳しく聞くタイミングを逃していた。

			「ううむ。聞いたことがあるようなないような……」

			　ヨナの家出に同行していたヴァルトルーデは、それ自体初耳に近い。必死に思い出そうとするヴァルを横目に、ユウトは推測を口にした。

			「つまり、その助けたお姫様が即位して、エリザ女王に？」

			「ああ。そのとき、ラーシアが惚(ほ)れられた」

			　口止めされてたがなと、エグザイルが端的に言う。

			「わたくしのどこがお気に召さないと仰(おつしや)るのですか!?」

			「手足が長い！　全体的にでっかい！　好みじゃない！　種族が違う！」

			「うわぁ……」

			　外野ながら。

			　いや、外野だからこそか。どうにもならないと首を振る。

			　自分たちに置き換えると、ジャイアントから愛の告白をされているようなものか。

			「女王陛(へい)下(か)、僭越ながらひとつお聞かせ願えますでしょうか」

			　できる限りのことはすると約束したユウトが、甲板で追いかけっこをする二人に割り込んだ。

			「ラーシアへのお気持ちはよく分かりましたが、その、お世継ぎの問題はどうされるおつもりですか？」

			　オブラートに包んでいるが、ラーシアとじゃ子供ができないはずだけど、後継者問題はどうするのかと聞く。

			　エリザ女王は足を止め、ぽかんとこちらを見ていたが、次に「ああ、そういうことですか」となにかに気付いた様子で返答した。

			「問題ありませんわ。後宮には他にも男性はおりますから」

			「……は？」

			「父親は問題ではありません。誰の種であろうと、私の子供なのですから。きっと、ラーシア様も可愛がってくれるはずです」

			　今度は、こちらがぽかんとする番だった。

			　内容が内容だけに、女性陣の顔は見れない。エグザイルの顔を見ても仕方がない。

			「あ、母系継承とか、そういう……」

			　なんとか衝撃から立ち直り、よく分からないがそれっぽい用語で理解をしたことにする。

			「大丈夫です。皆、平等に愛します。でも、やっぱりラーシア様が一番ですわね」

			「俺、あれと同じこと言ってたのか……」

			　試合終了間際に逆転ゴールを決められたかのように、ユウトは甲板に崩れ落ちた。

			「ああ、ユウトが役に立たなくなった！」　

			　ひと息ついていたラーシアが悲鳴を上げる。

			　このまま連れ去られてしまうのか。

			　そう運命を悲観するラーシアだったが、救いは意外なところから現れた。

			「女王陛(へい)下(か)、本日はこのあたりで」

			　全身鎧に身を包み、頭部もフルヘルムで覆った護衛の一人が機械のように平坦な声で主をいさめる。

			「下がりなさい」

			　しかし、女王は引かない。

			　するとその騎士の両足から蒸気が吹き出し、ロケットのように飛んだ。

			「なに？」

			「ご無礼をば」

			　甲板の上を水平に飛んだその騎士は女王の腰を抱いてさらい、宙に浮かんだ。

			　その間も、両足からは蒸気が出ている。

			「ちょっと、どこを触ってますの」

			「不可抗力です」

			「絶対に、うそでしょう」

			「はい、わざとです」

			「フリーダムだ……」

			「というか、セクハラよね……」

			　急展開にユウトとアカネは現実逃避し、ヴァルトルーデとアルシアは遠くを見ている。

			　どうしてこんなことに――その想いだけは共有していたが。

			「高いところから失礼します。自分はバトラス。エリザーベト女王にお仕えする機甲人(ウオーマキナ)でございます」

			　噴煙をまき散らしながら、全身鎧の男があいさつした。

			「機甲人(ウオーマキナ)とは、なんだ？」

			「確か……。意思を持つ小型の魔導人形(ゴーレム)みたいなもので……」

			　ヴァルの疑問にユウトが記憶を頼りに答えようとする。ブルーワーズには存在しないが、他の世界では、エルフやドワーフのような亜人種族として認められることがあるという。そのひとつが、『忘却の大地』なのだろう。

			「つまり、ロボット？」

			　他のメンバーには伝わらないだろうが、アカネの言葉が一番、的確かもしれない。

			　戸惑うユウトたちをよそに、バトラスは中空で主を抱え続けていた。

		

	
		
			２・糸口を探して

			　

			「その後、こちらの暮らしはどうです？」

			　ユウトがジンガやカグラたちをケラの森へと転移させてから数日後。つまり、スペルライト号での、あの大騒ぎから同じく数日後。

			　結局、里の人々は一人の例外も残さず、イスタス伯爵領へと移住することになった。これは、ユウトが一騎打ちで見せた活躍や、地の宝珠を捧げられたことが原因だろう。

			　一度は勢いで地の宝珠を受け取ったユウトだったが、返却を望んでいた。しかし、地の宝珠の力を使って米作りに適した土作りを……というジンガの要請にも、ユウトの心は揺らいでいた。

			「気候に大きな違いはござらんが……」

			「やはり、風の匂いも、太陽の輝きも違うように思います」

			　麦湯を淹(い)れた茶碗をユウトへ出しながら、カグラがジンガの言葉を引き継いだ。

			　ありがとうと礼を言って、ユウトはお茶を受け取る。

			　初めは《不可視の邸宅(クリイネエル)》で生活しつつ、里から生活必需品を運びこんで生活の基(き)盤(ばん)を整えてもらった。

			　移住先は、ケラの森。

			　自然崇拝者(ドルイド)たちの住居は岩巨人(ジヤールート)の駐留部隊が再利用していたため、移住は比較的スムーズに行われたようだ。

			「しかし、虐(しいた)げられる心配がない。それだけでも充分恵まれておりますな」

			「それは、最低限の条件だと思いますけどね」

			　ジンガとカグラの家は自然崇拝者(ドルイド)たちの住居の例に漏れず、壁と屋根があるだけの簡素なもの。ただ、リフォームを前提とするならば、その方が都合が良かったようだ。

			　中心に突貫で囲炉裏を作り、その周辺には敷物を敷いてスペースを作っていた。

			　和風を通り越して、遊牧民のような風情。

			　まあ、環境整備は追々かとユウトは結論づけた。農地の整備や森の管理など、他にもやることはいろいろある。

			「ユウト、どこにいるんだ？」

			「ああ、ヴァル。こっちだよ」

			　外から、住民との顔合わせを終えたヴァルトルーデの呼び声がする。声のトーンからすると、問題はなかったようだ。

			「良かった良かった……」

			　ユウトも、安堵の表情を見せる。

			　なにしろ、移住者のみんなはユウトが領主だと思っていたのだ。本当の主人を紹介しなくては、今後の統治に差し障りが出かねない。

			　ユウトが玄関まで迎えに行き、美しき聖堂騎士(パラデイン)が室内に足を踏み入れた。

			　言葉にすれば、それだけ。けれど、彼女が入ってきただけで、まるで太陽に照らされているかのような錯(さつ)覚(かく)を憶える。

			　今日の彼女は、チェックのスカートにレースで飾られたブラウスというファッション。室内ということもあり、赤いベレー帽は脱いでいる。

			　広告塔として、アカネから渡された服装。まだ慣れていないのか、もぞもぞと体を動かす場面もあったが、ユウトとしては歓迎すべき事態である。

			　その新奇な装いに、なによりその美しさに、ジンガもカグラも我知らず居住まいを正した。

			「あ、靴は脱いでね」

			「む？　ううむ……」

			　敷物へ上がる前に、彼女からするとあり得ない注意を受けてためらうヴァルトルーデ。

			　そんな可愛らしい反応で、家主の二人は彼女が生きた人間なのだと悟ったようだ。

			「イスタス伯爵を拝命しているヴァルトルーデだ」

			「東の果てリ・クトゥアより参りました、ジンガと申す」

			「うむ。ちょっと、待ってくれ」

			　竜人(ドラコニユート)からの挨拶を受けながら、ヴァルトルーデが居心地悪そうに足の位置を何度か直していた。スカートを穿(は)いているため、ユウトのようにあぐらをかくわけにはいかない。かといって、カグラのように正座は難しい。

			「ヴァル子」

			「おおう、いきなりなんだ」

			　見かねたユウトは彼女の正面へ回り、脇に手を入れ体を浮かせ、足を崩させる。

			「…………」

			　――その様子を、カグラは複雑な心境で眺めていた。

			　兄から、ユウトへ婚(こん)姻(いん)――妾(めかけ)でも構わないので――を申し込むつもりだとは、聞いている。ジンガは、それがカグラの意に適うものだと思っているようだ。

			　だが、それは短絡的ではないかとカグラは思っていた。

			　他に、好きな相手がいるわけではない。それどころか、同年代の友達もいない。子供や老人には人気があるが、それは除外すべきだろう。して欲しい。

			　確かに、彼は様々な意味で恩人である。返しようがないほど、多大な恩を受けている。

			　やや目つきは悪いように思えるが、顔立ちは悪くない。粗末な食事を美味しそうに食べてくれたのも嬉しかった。

			　今も、麦湯を冷ましながら飲んでいるところなど、妙に可愛らしいと思う。

			　といっても、ユウトが恋愛対象もしくは結婚相手になるかというと別の話だ。

			　そう、僭越ではあるが、今までいなかった友達。友愛という感情に近いのではないかと思う。

			　だから、ユウトが他の女と仲睦まじくしていても関係ない。

			　関係ないのだ――カグラは、心中そう結論づけていた。

			「……どうかしましたか？」

			　カグラの刺すような視線が気になったユウトは、何か気に障ったことがあったのかと、恐る恐る尋ねたが、

			「なんでもありません」

			　と言い、カグラはぷいっと横を向いてしまった。

			　わけが分からず、ユウトは頭をかくことしかできない。

			　一方、ヴァルトルーデは警戒レベルを一段階引き上げていた。今すぐになにかするわけではないが、突発的な事態に備えるのが冒険者だ。

			「失礼した」

			「いえ」

			　床に直接座れない。この自らにとっての当たり前が当たり前として通じない事態で、ここが別の文化圏なのだとジンガは今さらながら心で理解していた。

			　そういう意味でも、ユウトは規格外の存在だったのだ。

			「しかし、本当になにも反応を示されないのですな」

			　手の鱗(うろこ)を見せながら、ジンガがヴァルトルーデに問う。最近は皆無ではないが、ジンガにしては珍しい苦笑を浮かべて。

			「鱗と言っても、蜥蜴人(リザードマン)や魚人(サハギン)とは比べるべくもない。まあ、そういう種族もいるんだなといった程度だな」

			　なんということはないと、ヴァルトルーデが首を振る。気を使っている様子はまるでない。

			　彼女のそうした様子を見て、ジンガは自らの決断の正しさを強く確信した。

			「なにか不自由があれば、遠慮なく言って欲しい。事情はユウトから聞いているが、この森の管理という職務を遂行してもらう以上、対価を支払うのは私の義務だ」

			　無駄遣いは嫌うが、報酬に大金を支払うことをためらわない。

			　これは美徳だよなと、傍らでユウトはそう思いながら口を開く。

			「とりあえず、米だけは数か月分購入して倉庫にしまっているんで、他に足りないものがあったら遠慮なく言ってください」

			「米だけですか？」

			「はい。あわやひえなどの雑穀は……」

			「なにそれ？」

			　事前にアカネへ相談でもしていれば違っていたかもしれないが、ユウトはその存在自体を知らなかった。

			「必要なら、また買ってくるけど」

			　赤竜資金――リ・クトゥアへ行く途中に狩ったドラゴンの財宝――が残っているので、まだまだ余裕はある。

			「いえ、大丈夫です。ところで、お米やおみそをお渡ししましたが、調理はユウト様がされるのですか？」

			「俺は料理なんかできませんよ。朱音がなんとかしてくれると思いますが」

			「アカネ……様ですか？」

			「ああ……。俺と同郷の幼なじみですよ。料理は上手い方かな」

			　ユウトとしては、それはただ事実を伝えたに過ぎなかった……のだが。

			　カグラとヴァルトルーデには、自慢にしか聞こえなかったようだ。

			「左様ですか」

			　カグラの瞳が輝いた……ような気がした。

			「よろしければ一度、お城にお伺いしてお話をしてみたいですね。いろいろ」

			「本人に聞いてみますけど、大丈夫だと思いますよ」

			　なにも気付かず、安請け合いをするユウト。

			　これは前途多難だなと言うかのように、ジンガが密かに苦笑を浮かべた。

			「そういえば、お城では、なにやら騒動が持ち上がっているとか」

			　ジンガの言葉に、ヴァルトルーデが渋面を作る。

			　それも、無理はないだろう。

			　まさに、これからファルヴの城塞へ戻ったら、その話し合いが行われる予定なのだから。

			　

			「さあ、みんなで知恵を出し合うよ！」

			　一緒に朝食を摂(と)る長机のある会議室。

			　そこに、ユウトたちは勢揃いしていた。

			「この会議も久しぶりだな」

			「話し合う必要がなかったということであれば、喜ばしいことではないかしら？」

			　対面に座るユウトとアルシアが雑談をかわしていると、ラーシアがびしっと指をさして緊張感のなさを咎(とが)める。

			「私語は禁止だよ。集中して、エリザを元の世界へ帰す方法を考えるんだ」

			　机を叩かんばかりの勢いで、ラーシアが会議を仕切る。アルシアからこっぴどく怒られたらしいヨナも、会議に参加していた。

			「逆転の発想。むしろ、ずっとあそこにいてもらう」

			　さすがに反省はしているはずだが、ヨナの発言は相変わらずだ。

			「逆転すれば良いってもんじゃないからね」

			　ラーシアが、すかさずツッコミを入れる。ユウトはヨナの案を一応、検討するが、やはり無理があるだろう。

			「うーん。まあ、のらりくらりとかわし続けるのもなしではないけど、相手が女王様となると、そういうわけにもいかないだろ」

			「そもそも、あんな船がずっと停泊されているというのは困るのではないか？」

			「あたしも、いつまでも料理で接待とか許して欲しいんだけど。なんか、気を使われてるのか、毎回、大げさに絶賛されるし」

			　もっともな発言をするヴァルトルーデとアカネ。それでヨナの案は却下された。

			　次いで、エグザイルが非情な提案をする。

			「ラーシアが諦めるというのは、どうだ？」

			　不吉な重低音の声が響き終わるのと同時に、ラーシアが口(こう)角(かく)泡(あわ)を飛ばす。

			「もちろん却下。却下。却下。却下。却下。きゃっかー！」

			「ラーシア、必死」

			「落ち着け、ラーシア。煽(あお)るな、ヨナ。おっさんも本気じゃないさ。基本方針の確認だろ」

			「もー。他人事だと思ってー」

			　アヒルのように口をとがらせながら、ラーシアがどっかりと椅子に座る。

			「とはいえ、妙案があればとっくに出しているぞ」

			　思考を放(ほう)棄(き)したわけではないが解決策も浮かばないと、エグザイルが言う。

			　その言葉に、ヴァルトルーデもうなずく。

			「ラーシアは渡せん。だが、向こうは欲しがっている。難しいところだな」

			「そうなると……。どうするのよ、勇人」

			　アカネが新規に参加しても、ユウトに回ってくるのは変わらなかった。

			「ひとつ、聞いておきたいんだけど」

			　とりあえず、前提の確認だとユウトはラーシアの目を見て言った。

			「ラーシアは、エリザーベト女王のこと、嫌いなのか？」

			「それはもちろん……嫌いじゃないけどさ。助けた娘だし。そりゃ、愛着みたいなのはあるよ」

			「じゃあ、友達としてならともかく、結婚は無理という感じ？」

			「そそそ」

			　我が意を得たりと、ラーシアがうなずいた。

			「アスカリッドのことを考えれば、本当に嫌なら、もっとはっきり拒絶している……か」

			「その名前を出すのは止めて」

			　ラーシアの剣幕に押されたわけではないが、ユウトは話を戻す。

			「とりあえず、穏便にお帰り願うしかないわけだが……」

			「そうだな。さすがに力ずくというのは避けたい」

			「ヴァル、力ずくなら、任せて」

			「ヨナ、実力行(こう)使(し)は最後の手段ですよ」

			　先制攻撃をしてしまった分、気が引けそうなものだが、ヨナは相変わらず容赦がない。

			「穏便にって言ってるだろ。とりあえず、国に帰っても良いというお土産(みやげ)を渡す方向で考えよう」

			「お土産……。やっぱり、ラーシアを差し出す？」

			「ラーシアの体以外で」

			　ユウトは議論を蒸し返すヨナをにらむと、すぐに視線を元に戻した。

			　ヨナは、ラーシアがどこにも行かないという前提で混ぜっ返しているだけだ。どこかへ行くとなったら、本人が望んでいても、大反対して実力行使に出るだろう。

			　だから叱る必要はないし、必要があればアルシアが注意するはず。

			　ユウトは、椅子にもたれかかって天井を見るとはなしに見ながら、ふと気付いた事実を口にする。

			「救いは、あの強烈な女王陛(へい)下(か)以外は、そこまでラーシアに固執していないことだな」

			　つまり、ラーシアの婿入りは女王の意思でしかない可能性がある。

			　交渉のポイントになるかもしれないと、ユウトは心のノートにメモを残す。

			「でも、バトラスさんとかいう機甲人(ウオーマキナ)……だった？　あのロボットの人は、相当変だったわよ」

			　アカネが言う通り、女王以外も強烈なキャラクターだった。比較的やりやすい相手だと良いなと祈るしかない。

			「……あのものすごい女王陛(へい)下(か)よりはマシだろ？」

			「ましかどうかは分からないけれど、女王陛下も、バトラスにあんなことをされたのに、高圧的に処(しよ)罰(ばつ)などとは言い出してはいなかったわね」

			　ユウトの見解にアルシアも同意する。

			　それがエリザーベトの性格なのか。それとも、護衛騎士のバトラスがそれなりに実力者だからなのか。

			　どちらとも言えないが、バトラスが女王の側近なのには違いない。

			「とりあえず、ラーシアの身柄は死守する。交渉して、妥協点を探す。その際、エリザーベト女王以外の交渉相手も考慮に入れる。実力行(こう)使(し)は、本当に本当の最後の手段。絶対ではないけど、なるべく取らないことにする。とりあえず、今のところはこんなもんだと思う」

			　ユウトは姿勢を正すと、方針を打ち出した。

			　決断を求め、ヴァルトルーデの方を見る。

			「ユウトの言う通り、ラーシアは渡さない。これが大前提だ」

			　イスタス伯爵は、ユウトの方針を受けてそう宣言して付け加えた。

			「その上で、落とし所を見つけるため交渉を行おう。ユウト、アルシア、頼めるな？」

			「ああ」

			「任せてちょうだい」

			　他に適任がいるはずもない。

			　勝機は未だ見えないが、ユウトとしては断る理由もなかった。

			「ただし、交渉にはラーシアも同席してもらうから」

			「うえっ？」

			「秘密会談される方が嫌だろ？」

			「……そうだね。ユウト、一緒にがんばろう！」

			　ユウトは、差し出されたラーシアの手をがっちりと握る。

			「この二人、たまに気味が悪いほど仲良いわよね」　

			　そのアカネの感想はわりと広範な支持を得られたのだが、表だっては誰もなにも言わなかった。

		

	
		
			３・交渉のテーブル

			　

			　ラーシアへ求婚するエリザーベト女王との面会は、その数日後に執り行われた。

			　場所は、次元航行船(プレイン・クラフト)スペルライト号の船室。それも女王陛(へい)下(か)の居室でだ。

			「絶対に裏がある。絶対に」

			　そう信じて疑わないラーシアだったが、ユウトは、自分の部屋に好きな人を招きたいという程度なんじゃないかなと考えていた。

			　そのため、当然のように相手の要求を飲んだ。

			　ユウトの他に、ラーシアとアルシアがいれば大抵の問題に対処できるし、この程度で拒否していてはまとまる交渉もまとまらない。

			「結構、頑(がん)丈(じよう)な作りだな」

			「そうね。継ぎ目どころか、壁や床に歪(ゆが)みも見られないわ」

			　真紅の眼帯による擬似的な視覚から得た、実にアルシアらしい感想を述べる。

			　ユウトたちは今、スペルライト号の船内を移動しているところだった。

			　鉄の城のようだった外観と同じく、船内の通路も壁も天井も、スティールツリー製で黒一色。どこからか魔力が供給されているのか、一定の間隔で配置された魔法の光が行く手を照らす。

			　通路の幅は狭く、ユウトとアルシアが並んで歩くのでやっと。エグザイルでは、通路を埋めてしまうに違いない。

			　ラーシアがおもむろに口を開く。

			「『忘却の大地』には、『遺産(レガシー)』って呼ばれる魔道具(マジツク・アイテム)があるんだよね」

			「『遺産(レガシー)』？」

			「うん。古代魔法帝国が残した強力な魔道具。再現ができないから、『遺産(レガシー)』なんだってさ」

			　改めてラーシアやエグザイルから聞き出したのだが、『忘却の大地』は、戦乱や善と悪の神々による抗争の余波で世界法則が乱れるなど、荒廃が激しい世界だったらしい。

			　どうも、ユウトが把(は)握(あく)していたブルーワーズと大差がないというのは古い情報のようだった。

			　そのため、次元航行船(プレイン・クラフト)や機甲人(ウオーマキナ)など地球と比べてもオーバーテクノロジーな存在があるかと思えば、一般的な生活レベルは近世以下というアンバランスな発展をしていたりする。

			　この点を平均すれば、確かに、差はあまりないのかもしれなかった。

			「なるほど。さしずめこいつは、発掘戦艦ってところか」

			　そんな話をしつつ進む。

			　先導してくれる白髪の老紳士は、微笑むだけで口を挟もうとしない。

			「そんな貴重なものを、ヨナは……」

			「もう、充分反省してますし」

			　改めて、アルシアがなんてことをと首を振り、ユウトは軽い調子でそれをなだめる。

			　怒るのは、アルシアだけで良いだろう。

			　やってしまったものは仕方ない。それに、そのお陰で物理的に攻略可能ということも証明されたのだ。やる気はないが、選択肢は多い方が良い。

			「こちらでございます」

			　随(ずい)行(こう)員の老紳士がひと目で他の部屋と違うと分かる扉を開き、ユウトたちを内部に招き入れる。

			　部屋の中は、純白だった。

			　漆黒のスティールツリーに慣れた目には痛いほどの白。また、船の一室とは思えないほど広く、明るかった。どこからか、柑(かん)橘(きつ)類のようなさわやかな香りも漂っている。

			　敷き詰められた絨(じゆう)毯(たん)だけは赤く、隅には観葉植物が飾られ、その他、絵画などの調度や、ソファ、ローテーブルなども、一流の品が集められていた。

			　けれど、最も目を引くのは、主であるエリザーベト女王だろう。

			　――いろいろな意味で。

			「ラーシア様、この日をお待ちしておりました」

			　全身を純白のドレスで包み、顔はヴェールによって隠されていた。

			　どこからどう見ても、美しい花嫁だ。

			　恋が叶った喜び。

			　想いが通じた感激。

			　様々な情動に襲われているのか、エリザーベト女王が肩を震わせている。

			「どどどっどっど、どういうこと？　話が変な風に伝わってない？」

			　女王の様子を見たラーシアは騙されたと言わんばかりに動揺し、それを意志の力で即座に鎮め、活路を背後――今、入ったばかりの扉――へと見いだした。

			「それでは、ごゆっくりどうぞ」

			　当たり前のように閉じられたが。

			「うぉっ、開かない。いや、ボクに開けられない鍵なんてない！」

			　逆境だ！　と盗賊(ローグ)の七つ道具(セブン・ダブ)を取り出そうとするラーシアを横目に、ユウトは冷静に場をまとめた。

			「陛(へい)下(か)、既成事実を作ろうとするのは避けていただきたいのですが」

			「……残念です」

			　女王はヴェールを上げ、その口調とは裏腹にイタズラを成功させた子供のように無邪気な笑みで、改めてラーシアを歓迎する。

			「ラーシア様をお招きでき、望外の喜びですわ。今日は、ゆるりとご滞在くださいませ」

			「ボクは話し合いにきたの。しかも、主に話すのはこっちの二人なの」

			「それでも、またお会いできたのですもの。私の心は高鳴り、ラーシア様のお声は至高の詩歌に勝る天上の調べですわ」

			　金色に近い瞳は潤(うる)み、白い頬がピンクに染まる。

			　元の美しさと相まって、正面から迫られたら大抵の男は陥(かん)落(らく)することだろう。

			「それは、ボクには通用しないよ？」

			　しかし、お互いに相手が悪かった。

			「こほん。それでは、こちらへ」

			　女王は備え付けのソファへと三人の交渉者を誘った。

			　しっかりと体を包み込むその感触は、まさに極上。ユウトの執務室にあったら、彼は自室へ戻る労をあっさり放(ほう)棄(き)するだろう。

			　いつなにがあっても対応できるよう、ラーシアだけは腰を浮かせていたが。

			　そんな友人を横目に、ユウトは失礼にならない程度に部屋を見回す。

			　室内に、エリザーベト女王以外の姿はなかった。奇妙に思うが、ラーシアを信頼しているというアピールか、どこかに護衛を潜ませているのだろうか。

			　女王が手ずからカップへと紅茶を注ぐ。

			「どうぞ。これは、直接紅茶を注ぐ魔道具(マジツク・アイテム)ですから常に新鮮ですわ」

			「なるほど、これが遺産ですか……」

			　水やらビールを一定量湧き出させる魔道具は、こちらにもあるが、紅茶は見たことがない。

			　そもそも、ブルーワーズでは茶の木の栽培は一部の地域に限られ、ハーブティーなど茶の木によらない飲み物が主流だった。

			「それで、結婚式の日取りですが――」

			「前は、ここまで人の話を聞かない娘じゃなかったのに……」

			　不良に育ってしまった娘を嘆くかのように、ラーシアは天を仰ぐ。その口調と仕草は彼がいつも主張するように成人男性のようで、子供のような外見とのギャップがすさまじい。

			　だが、それが良いと、うっとりする女王もいるようだ。

			「大した物ではありませんが、お納めください」

			　ユウトは、ご無礼へのお詫びですと、ラーシアには秘密で用意した手土産(みやげ)――Ａ４サイズぐらいの封筒――を、ローテーブルに置いた。

			　別世界から来た女王は訝(いぶか)しんでいるはずだが、そんな素振りは見せずに微笑を浮かべて中身を取り出した。

			「こっ、これは……」

			　そして、絶句する。

			　封筒に隠されていたのは、ラーシアを描いた絵――写真だ。それも、一枚だけではない。

			　正面を向いてポーズを取っているもの、食事中や歩いている姿など、日常のありふれた風景。

			　彼女の目には精(せい)緻(ち)な絵画に見えるだろうそれは、スマートフォンで撮影した画像をアカネのモバイルプリンタで出力しただけの代物だ。

			　専用の用紙ではないためクオリティはそこまで高くないが、それはユウトやアカネの評価。

			　そのまま姿を写し取ったかのような――実際にそうなのだが――絵画は衝撃的だったに違いない。

			（やっぱり、遺産が特別なだけで、文物に関しては同レベルってところか）

			　攻撃してしまった件のお詫びの品であると同時に、今後の交渉のために相手を知るという目的もあったが、充分に果たせたようだ。

			「ご希望でしたら、お二人が並んでいる絵姿などもご用意できますが」

			「き、着替え中などは……」

			「それはちょっと……」

			「そこまでは、認められないよ！」

			　ラーシアが抗議の口を挟むのも当然だろう。

			　それを受けて、ユウトはやんわりと断る。

			「そうですか……。いえ、でも、素晴らしい贈り物です」

			　そこでユウトは、さりげなくアルシアへ合図を送った。

			　アルシア自身も相手が軟化していると判断したのだろう。今まで控えていた彼女が口を開いた。

			「まずは、こちらの立場をお伝えさせていただきます。ありがたいお話ですが、ラーシアをお渡しすることはできません」

			「それは、どういう意味でしょうか」

			　今までプリントアウトされたラーシアにうつつを抜かしていた女王が、一瞬で怜(れい)悧(り)な表情を浮かべ鋭い言葉で問う。

			　エリザーベトが初めて見せた女王としての顔に、ラーシアでさえも一瞬見とれた。

			　しかし、真紅の眼帯で視覚を補うアルシアには関係ない。淡々と告げる。

			「彼は、我がイスタス伯爵領の重要な役職に就いており、抜けられるわけには参りません。また、本人もそれを望んではおりません」

			「さすがラーシア様ですわね。それでこそですわ」

			　エリザーベトは重要な役職に就いているという部分を褒(ほ)め称えつつ、器用に後半部分は無視して続けた。

			「我がメルガル王国では、現在、王配の地位が空位となっております」

			　王配――本来は女王の配偶者のことだが、メルガル王国では女王の兄もしくは弟から一人が選ばれ、現世での全権委任者を指すのだという。

			　つまり、女王の職務は祭祀と次代の王配を生み、育てること。

			　王配自身の子は臣(しん)下(か)と同列であり、王配の地位は「おじ」から「甥(おい)」へと継承されることになる。

			（分かりにくい……けど、辛うじて理解できなくもない）

			　ラーシアから、事前に話を聞いていたお陰だろう。そうでなかったら、文化が違いすぎてぽかんとしていたところだ。

			「先代の王配――私の兄は、自らの地位と権力を我が子へ継承することを望んで反旗を翻(ひるがえ)し、ラーシア様たちに討たれました。その反乱により、王配の資格を持つ者も絶えました。ゆえに特例として、外部から招き入れようとし……」

			「それで、ラーシアに白羽の矢が立ったわけだ。知ってた？」

			「そんな話を聞いたような、いないような？」

			「まあ、ラーシアとエグザイルのおっさんじゃ、そんなものか」

			　そうでなくとも、ユウトが地球に帰るというタイムリミットもあったのだ。ラーシアが受け入れるはずもない。

			「国内の誰かを王配にすると、新たな火種を生みかねませんので。ラーシア様との結婚というのは私の個人的な欲望ですが、こうした事情もあるのです」

			「平行線ですね」

			　話を聞き終えたアルシアが、紅茶に口をつけてから率直すぎる感想を述べる。

			　ただし、ユウトはまた別の感想を抱いていた。

			（女王は、思った以上に政治家だった。なら、妥協点はきっとある。となると、彼女が名と実のどっちを捨てて、どっちを取るか……だな。ちょっと揺さぶってみるか）

			「ところで、王配が女王と婚(こん)姻(いん)を結ぶのは問題ないのですか？」

			「もちろんですわ。今は、多少の慣例破りには目をつぶらざるを得ない時期ですもの」

			　澄まし顔で、ウェディングドレスの女王が答える。

			　失敗したかな……と、ユウトが心のなかでだけ顔をしかめた。

			　そのとき、隣の部屋への扉が開いた。

			「嘘はいけませんな、陛(へい)下(か)」

			　近衛の詰め所にでもなっているのか、その部屋から威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)と現れたのは、機甲人(ウオーマキナ)の重装機士バトラスだ。

			「王配と女王の婚姻が問題ないなど、とんでもない。今回、スペルライト号を動かしたのも、反対派を振りきってのこと。交渉相手、しかも、求婚するお相手に誠意を欠く発言はいかがなものでしょうか」

			　仕える女王の不利益になろうとも、正義を求める。

			　評価は様々だろうが、騎士としての理想型。そのひとつが、そこにはあった。

			「バトラス」

			「なんでしょうか、女王陛下」

			「なぜ、そこから」

			　エリザーベト女王はいったんそこで言葉を切り、唇をわななかせながら発言を続けた。

			「なぜ、私のベッドルームから出てきたのです？」

			「そんなことですか」

			　一方、重装機士バトラスは怯(ひる)まない。

			「常に、クローゼットから見守っておりますが？」

			　なにか文句がありますか、と言わんばかりに、堂々とバトラスは胸――鎧(よろい)だが――を張った。

			「あるに決まっているでしょう！　私は、あの部屋で着替えもしているのですよ」

			「はっ、着替え？　それだけでもないでしょうに」

			「うわあああぁっっっんんっっ」

			　女王が壊れた。

			　さすがのラーシアも、同情の視線を向けている。

			「〝工場長(プラント・マネージヤ)〟に植え付けられた本能ですので。こればかりは、いたしかたありませぬ」

			　その鋼の肉体に向かって、女王から様々な物を投げつけられても微動だにせず、バトラスはそんな言い訳をする。

			〝工場長(プラント・マネージヤ)〟とは、古代帝国における機甲人(ウオーマキナ)の製造施設の責任者。理術呪文の使い手とも、高度な魔法情報生命とも言われるが、定説はないようだ。

			　ただ、機甲人(ウオーマキナ)にとっては神のような親のような存在であり、行動規範の一部に大きな影響を受ける場合がある。

			（ろくな機械じゃねえ）

			　人としてもロボットとしても最低だ。

			「おお、陛(へい)下(か)などに気を取られて、ご挨拶が遅れ申し訳ありませんでした、マドモアゼル」

			　バトラスがなぜかやたらと流(りゆう)暢(ちよう)にそう言って、アルシアへとひざまずく。

			　女王のことは、軽く無視だ。

			「よろしければ、お名前を」

			「お断りします」

			「おお、なんと気高きお方か」

			　拒絶されたのに、感動しているバトラス。

			　その光景を見て、ラーシアが呆れた様子で呟いた。

			「イスタス伯爵家って、かなりまともだよね……」

			「比較対象としてどうかなぁ」

			　とりあえず、今日の面談はこれで終了だろう。

			　次回は、もう少し具体的な話をしたいものだ。

			　そして、そのためのアイディアもあるが……。

			「いやでも、これはさすがになぁ……？」

			　ユウトが実行に移すか逡巡していると、当のラーシアが背中を押す。

			「仕方ない。今までも、相当無茶してきたじゃん。他人からの評価は、諦めよう？」

			「本当に良いんだな？」

			「え？」

			　ラーシアがすぐにしまったという顔をしたが――間に合わなかった。　

			「うちで、重婚を許可する法律を作る。それで、六割解決だ」

			　その言葉は、どこか判決文に似ていた。

		

	
		
			４・奇策

			　

			「重婚許可って……ユウト、頭大丈夫？」

			「大丈夫、正気だよ」

			「なお、性質(たち)が悪いっ」

			　アルシアの方から、がしゃんとカップとソーサーが衝突する音がした。

			　既に飲み終わっていたためか、中身はこぼれていないのは幸いだった。茶器は壊れても呪文で修復できるが、中身はそうはいかない。

			「ユウトくん、あなた一体なにを……？」

			　珍しく動揺したアルシアが、わけが分からないといった顔を向ける。

			　茶器を盛大に鳴らすという無礼を詫びることもせず、突然の血迷った発言を咎めるでもあきれるでもなく、驚きを隠そうともせずに。

			　対するユウトは、つとめて冷静に対応した。

			「まあ、説明は後で。とりあえず、今日は戻りましょう」

			　エリザーベト女王の前では、まだ言えない。

			　それに、この案で説得できる確率は六割。残り四割を埋めるため、情報が必要だ。そもそも、ちゃんと説明しなければ、ただ痛いだけの発言になってしまう。

			「女王陛(へい)下(か)、本日は誠にありがとうございました。次回は、より有意義なお話ができるものと確信いたしております」　

			　そう一方的に締めくくり、ユウトは席を立った。遅れて、アルシアとラーシアもそれに倣(なら)う。

			　エリザーベト女王は、ラーシアに哀願するような視線を向けたが、先ほどまでの大騒ぎを思い出したのだろう。バトラスを横目で見てから軽く息を吐き、無言で退出を認めた。

			「それでは、某(それがし)がご案内いたしましょう」

			　ひざまずき、アルシアの手を取ろうとして拒否されたままだったバトラスが、軽い駆動音をさせて立ち上がる。

			　こういう部分は機甲人(ウオーマキナ)らしい。〝工場長(プラント・マネージヤ)〟とやらは、なにを思ってこんな性格にしたのか。古代人の考えることはよく分からなかった。

			「ありがとうございます。お願いします」

			　これは話を聞くチャンス。ユウトにとっては渡りに船だった。

			　エリザーベトはなにも言わず、無言でラーシアを見送る。

			　ラーシアも、なにか言おうとしたが――結局、口を開くことはなかった。

			「女王陛下も、押してダメなら引いてみろといったところですな」

			　そろって廊下へ出たところで、うむうむと感心したようにうなずくバトラス。

			　全身鎧がそんな仕草をすると、逆にユーモラスだ。

			　発言内容を除けば。

			「バトラスさんは、反対なんですね」

			　内装と同化しそうな色合いの機甲人(ウオーマキナ)の背へ、ユウトはそんな質問をぶつける。

			「反対というよりは、女王陛(へい)下(か)のわがままでご迷惑をおかけするのが、非常に心苦しい」

			「プライベートを覗き見するような行為は、心苦しくないのかしら……」

			　アルシアが当然の疑問を小声でぼそっと呟く。

			「機甲人(ウオーマキナ)だし、心に棚があるんじゃない？」

			　ラーシアが、もっともな指摘をしたが黙殺。

			　ユウトは、さらにバトラスへ世間話のように話しかける。

			「そういえば、この次元航行船(プレイン・クラフト)も一瞬でこっちに到着したわけじゃないんですよね？」

			「いかにも。今回は二十日ほどかかっておりますな。航路データがそろいましたので、帰路はもう少し短縮できるでしょうが」

			　機甲人(ウオーマキナ)には機密という概念がないのか。そう疑ってしまうほど、あっさりとバトラスは答えた。

			　あるいは、隠すような情報でもないのか――

			「そうなんですか。普通の船だと、長期の航海のときは家(か)畜(ちく)を積んだりするそうですね。いや、そちらから要望のあったリストに、船の大きさの割に食料品関係が少なかったもので」

			「家(か)畜(ちく)……ですか。ああ、家畜。なるほど。そういうものもありましたな」

			　――むしろ、何かを伝えたいのか。

			「この船に乗っているのは、ほとんどが機甲人(ウオーマキナ)ですから必要ないのではないですかな」

			「なるほど。そういうことでしたか」

			　そこで、ちょうど甲板にたどり着いた。

			　黙ってついてきていたアルシアとラーシアは、しっかりと空気を読んでユウトへ意図を問いただすようなことはしない。二人とも、それどころではないのかもしれないが。

			「それでは、また」

			「いつでもお越しください。歓迎いたします」

			　同性――確認していないが――相手には、実に紳士的な重装機士のバトラスが、タラップを降りる三人を見送る。

			（まあ、糸口はつかめたな）

			　成果が得られたことは確か。後は、説明と説得と実行が残っている。

			「それが、一番難しいんだよなぁ」

			　地上に降りたユウトは、振り返ってスペルライト号を仰ぎ見た。

			　巨大としか言いようがない次元航行船(プレイン・クラフト)。フェリーなど現代の客船を知るユウトですらそうなのだ。ファルヴやその近郊からも、噂を聞きつけた人々が見学に来るのも当然だろう。

			　日本だったら、そんな人々相手にヨナが喜びそうな屋台が出ているところだ。

			　ただし、これは都市の近くに珍獣が現れた――という話ではない。

			　戦列艦ということは、あの横っ腹には多数の砲門があり、ファルヴへ撃ち込めるということでもあるのだ。現実としてそうされることはまずないだろうが、為(い)政(せい)者(しや)としてはそれだけで脅威だ。

			　なんとか、穏便にお帰りいただかなくてはならない。

			「んでさー、ユウト。ぶっちゃけ、どうだったのよ」

			　ラーシアがじれたように声をかけてくる。

			「説明が難しいなぁ」

			「それで済まされると思っているの？」

			　思ったより近くから、アルシアの非難が飛ぶ。

			　怒っているのか……。怒っているのだろう。

			　驚きというクッションを挟んだ分、怒りがより深くなっている可能性もあった。

			「説明しないとは言ってませんから……ね？」

			　精一杯の笑顔で――見えはしないが――アルシアをなだめつつ、ユウトはファルヴの城塞へと足を向ける。この後、ヴァルトルーデたちにも報告が必要だ。

			　説明するなら一緒にした方が良い。

			「でも、その前にいくつか確認を。なあ、ラーシア。あっちに行ってたとき、馬車に乗ったりしたか？」

			「え？　なんの話？　馬車、馬車ね……」

			　意図が読めないながらも、ラーシアは律(りち)儀(ぎ)に思い出そうと眉(み)間(けん)にしわを寄せる。子供が大人の真似をしているかのようで、微笑ましい。

			「乗ったけど、魔導人形(ゴーレム)の馬だったかな。ユウトが作ったみたいなやつ」

			「なるほど。あとは、どんな物を食べた？」

			「それ、必要な情報？」

			「じゃなきゃ、聞かないよ」

			「う～ん。そうだなぁ……。あっ、魚が美味しかったかな。でも、肉が少なくてエグは文句言ってた」

			「じゃあ、最後の確認。機甲人(ウオーマキナ)は、どれくらいいた？」

			「どれくらいって……別に、エリザの国は機甲人(ウオーマキナ)の国じゃないよ。そこそこ見かけるかなってぐらい？」

			「ユウトくん。その確認に、どんな意味があるんです？」

			　不信ではなく純粋に疑問に思った様子で、アルシアが尋ねる。

			「これは、まあ、先に話しといた方が良いか。珍しく歩いて移動してるし」

			　砂銀で描かれた結界を越えてファルヴの街へ入ったユウトは、特に声を潜めるでもなく推論を述べた。

			「『忘却の大地』全体の問題か、エリザーベト女王の国だけかは分からないけど、たぶん、家(か)畜(ちく)になるような動物が極端に不足している。もしくは、絶滅している可能性がある」

			　ユウトのその推論を聞き、二人は口を開けて驚きを露わにした。

			「それは、いくらなんでも信じられないわ。それで国が成り立つとは、とても……」

			「どうしても代替できない労働力は、魔導人形(ゴーレム)が補っているのかな？　食料に関しては、俺の故郷だと、昔、肉を食べる代わりに虫で栄養を補ってる地域もあった」

			「ああ、虫かぁ。確かに食べたかも。クリーミーで結構いけるよね」

			　無言で、アルシアがラーシアへ顔を向ける。これは、信じられないというときのリアクションだ。

			　ただ、彼女も冒険者。すぐに気を取り直し、ユウトへ確認をする。

			「あの変な機甲人(ウオーマキナ)に、その話をしたのも……」

			「最初は、家畜？　なにそれって感じだったじゃん。わざとなのかは分からないけど、あれで疑惑が確信に変わったかな」

			　そして、機甲人(ウオーマキナ)の船員がほとんどだという話がとどめになった。

			　ここまで説明されれば、アルシアにも糸口が見える。

			「つまり、ラーシアの代わりに、牛馬などの動物を贈る。そういうことですね？」

			「うん。あの船に積める範囲内だからどれだけになるか分からないけど、ちょっとしたノアの方舟だ」

			　あとは、その世話の仕方も指導しなくてはならないかもしれない。

			「えー？　なんか釈然としないんだけど。というか、それだけでエリザが帰るの？」

			「完全に、納得はしてくれないだろうな」

			「ユウト……」

			「分かってるから、そんな顔するな」

			　腰のあたりにすがりついてくるラーシアを邪険に振り払いながら続けた。

			「実は、向こうは一枚岩じゃない。エリザーベト女王とそれ以外の思惑は違うと思った方が良い」

			　そこでアルシアがユウトの意図に気付く。

			「女王以外には、牛馬を渡して寝返らせるつもり？」

			「そこまで積極的ではないですけどね。一緒に説得してくれるぐらいで」

			　敵に回らなければそれで良いと、ユウトは笑う。

			　人の悪そうな笑みで。

			「そうやって外堀を埋めて初めて、エリザーベト女王にはラーシアという『実』ではなく、『名』を与えるだけで納得してもらえるようになるんじゃないかなと」

			「『名』って、なにさ。もう、ユウトは回りくどいな！」

			　ファルヴの城塞の正門にたどり着いたところで、ユウトは立ち止まる。

			「なになに、どしたのさ」

			「まあ、ここから先は、無傷では済まない。だから、ラーシアにも泥をかぶってもらう必要がある」

			「う～ん。本当に、それしかないの？」

			「ラーシアが、完膚なきまでに拒絶するぐらいしかないんじゃないかな。それが難しいから、糸口を探っていたわけだけど」

			　事実を指摘されて、ラーシアは沈痛な表情で目をつむり、小さくうなずいた。

			「分かった。それで、ボクはなにをすれば良いの？」

			「まあ、結論を出すのは話を聞いてからでも遅くない」

			　ユウトはアルシアを一(いち)瞥(べつ)してから、かがみ込んでラーシアに『作戦』を耳打ちする。

			「え？　ええ、それは……」

			「んで、さっきの重婚どうこうという話に関係するんだが……」

			　ラーシアになにか言われるよりも早く、続き――自分に関すること――を告げるユウト。これがあるから、アルシアには聞かせられない。

			「なるほど。そう来たかぁ」

			　ユウトの『作戦』は、ラーシアも納得せざるを得ないものがあったようだ。

			　最初は嫌そうな顔を浮かべ、次第に思案気な表情に変わる。

			「いやでも、なぁ……。それ、どうなの？」

			「俺に聞かれても」

			「そうだけどさぁ……」

			　その場で、うろうろと歩き回りながら考え続けるラーシア。

			　事情を知るユウトも、知らないアルシアも声をかけられない。

			　そうして数分。

			　立ち止まったラーシアの表情は、晴れ晴れとしていた。

			「ううん……。仕方ない。仕方ないか」

			「じゃあ、ラーシア」

			「分かった。それで行こう」

			「ありがとう。ラーシア、結婚してくれ」

			　悩みが解決したような、すっきりとした表情で手を握るユウトとラーシア。

			　なにが話し合われたか知らないアルシアは、衝撃で膝から崩れ落ちた。

		

	
		
			５・ウェディング・キューブ

			　

			　透き通った青空が、ファルヴの上に広がっている。

			　春の訪れを告げるような陽光はうららかで、風も穏やか。祝い事には、うってつけの日だ。

			　今、ユウトとラーシアはそろってファルヴの街の中央広場にいた。

			　正確には、そこに設営された結婚式会場に。

			「良きときも悪きときも、富めるときも貧しきときも――」

			　木製の台に真紅の絨(じゆう)毯(たん)。

			　その中心に据えられた祭(さい)壇(だん)で、地球風の儀式の言葉を紡いでいくユウト。制服を司祭の着るカソックに見立て、肩からはストールをかけている。

			　まったく違うはずなのに、なんとなくそれっぽく見えるから不思議だ。

			「他の者に依らず、死が二人を分かつまで――」

			　その言葉を神妙に聞いているのはエリザーベト。

			　自前のウェディングドレスを身にまとい、ヴェールで顔を隠してはいるが、幸福感は嫌でも周囲へ伝わってくる。スペルライト号の乗員やユウトの関係者だけでなく、ファルヴの住民からも祝福され、人生の絶頂にあった。

			「妻を想い妻のみに添うことを、神聖なる婚(こん)姻(いん)の契約のもとに誓いますか？」

			「…………」

			「誓いますか？」

			「……チカイマス」

			　確かに承諾はしたが、こんな大げさな式になるとは思っていなかった。

			　本心じゃないから！　事態を収めるためだから！

			　そう全身で主張するかのように、ラーシアは弱々しい声で答える。

			　今日のラーシアは、アカネがデザインした白のタキシードに白いシャツ姿だ。時代を数百年飛び越えているように思えるが、今回はブルーワーズにおける既存の結婚式とは異なる様式にする必要があったため、ユウトとアカネの全面プロデュースになった。

			　そのため、結婚式の言葉も適当にアレンジしている。

			「汝、妻エリザーベトは――」

			「誓います！　誓います！」

			　いきなり遮(さえぎ)られて、一瞬ユウトは顔をしかめたが、台詞を省略できるから良いやと開き直る。

			「皆さん、この二人は今、結婚の絆によって結ばれました。新郎と新婦が愛に生き、仕事に励(はげ)み、困難にあっては慰(なぐさ)めを見いだすことができますよう、また多くの友に恵まれ、実り豊かな生活を送れるよう、証人である皆さんもともに見守り、祝福を与えてください」

			　朗々と紡がれるその言葉を受けて、何事かと見守っていたファルヴの住民たちから大きな歓声と拍手が巻き起こる。少し早めに、用意した酒樽を開けたのが効いたのかもしれない。成り立ちからして、酒好きのドワーフが多い街だ。仕方ない。

			　式が終わると、ラーシアがユウトにだけ聞こえるように釘を刺した。

			「ククククク。ユウト、これでへたれたら承知しないからね……」

			　二人で花道を歩きながら、歓呼の声に応えるラーシアとエリザーベト。

			　エグザイルがスアルムとともに二人の姿を見守っている。また、レンはハラハラして心配しつつも、エリザーベトの美しさに関心がいっているようだった。

			　エリザーベトは感極まって涙を流していた。

			　新婦の涙を見て、無責任な観客たちはまたはやし立てるかのように騒ぎが大きくなる。

			　実にアンバランスなカップルであることも、皆の想像力をかき立てるに充分だ。その上、酒も食べ物も無料で振る舞われるとあっては、盛り上がらないはずがない。

			　ファルヴの広場で、宴が始まった。

			　しかし、儀式を取り仕切っていたユウトは、そそくさとその輪から抜けた。

			　ひとつの決心を胸に。

			　手が無意識に、無限貯蔵のバッグへと伸びる。正確には、そのなかにある三つの箱へ。

			　まるで、未来を引き寄せようとするかのように――

			　

			　なぜ、このような結婚式が執り行われることになったのか。

			　計画を立てたのはユウトだが、実行には当事者の同意が必要である。

			「これは、なんでしょうか？」

			　一回目の会談から数日後に行われた、二度目の話し合い。

			　今度はユウト一人だけが、スペルライト号へと赴(おもむ)いていた。

			「未記入の戸籍です」

			「戸籍、ですか？」

			　自らの居室のソファに腰掛けたエリザーベトが可愛らしく小首を傾げる。銀髪のうら若き女王は、端から見れば美少女以外の何者でもなかった。

			「ご希望であればですが、このイスタス伯爵領に、女王陛(へい)下(か)の戸籍を作ることができます」

			「……曲がりなりにも、私は女王ですよ？」

			　戸籍の意味が分からないわけではない。

			　なぜ、こんな物を出してきたのかが分からなかったのだ。

			「女王陛下が、別世界の国に戸籍を持ってはならぬという法はないでしょう」

			「ありませんね。しかし、同時にメリットも分かりません」

			「昨日のことですが、我がイスタス伯爵領内では重婚を認める法が発布されました」

			　やはり、エリザーベトの頭には疑問符が浮いたまま。

			「我が領内でラーシアと結婚したとしましょう」

			「良い仮定ですね」

			「そうなっても、国元で別に婚(こん)姻(いん)関係を結ばれましても、我々は関知しない……ということになります」

			　そう言って、ユウトは空の戸籍をさらに女王へと押し出した。

			　相手の意図を探るように、エリザーベトがそれを眺める。

			「ラーシア様を連れて帰るのは諦めよと仰(おつしや)るつもりですか？」

			「端的に言えば、そうです」

			「仮に、こちらで私とラーシア様が婚姻関係を結んだといたしましょう」

			　はふう……と、その想像――妄想と言わないだけの心遣いがユウトにもあった――だけで恍(こう)惚(こつ)とした表情を見せるエリザーベト。

			　物(もの)憂(う)げで美しい女王だったが、それは表面だけ。

			　つくづくアレな人だなと、直球で失礼でもっともな感想を抱くユウト。

			「ですが、それは名目だけ。実際は離ればなれにされるだけでは？　それとも、誰かが私をラーシア様の下へ、連れて来てくださるとでも？」

			「おりますよ、ここに」

			　いきなり天井に穴が開いた。

			　そこから飛び出てきたのは、重装機士バトラス。全身鎧が肉体である機甲人(ウオーマキナ)は轟音を響かせ降り立つと、気にしたように天井の穴を見つめる。

			「お、この穴は秘密なのでした。お忘れください」

			「そうですね――って、誰が忘れますかっ！」

			「まあ、とりあえず、バトラスさんからお話があるんですよね？」

			　ユウトが取りなして――というよりは共犯だが――バトラスが、主へと用件を告げた。

			「自分は、この世界で神を見つけました」

			「あの通路は絶対に埋めますからね……え？　神ですか？」

			「はい。こちらです」

			　バトラスが、腹の辺りの装甲を取り外す。

			「にゃ～」

			　空洞になったそこに収まっていた茶虎の子猫が、甘えた声を上げた。

			「これは……」

			「ねこです。かわいいねこです」

			「確かに、なんて愛らしい」

			　本当に、あっちの世界ではほとんど見られなくなったんだなと実感しつつ、ユウトは説明を始める。

			「実はバトラスさんたちと、貴国へ家(か)畜(ちく)動物をお送りする案件を進めています」

			　

			　昨日のことだ。

			　バトラスたちスペルライト号の主立った乗員をファルヴ近郊の馬場へと招待し、そのとき、牛や豚、羊など他の家畜動物も見せた。

			　どうやら、相手の状況はユウトが考えていたよりも深刻だったようで、魔法帝国の崩壊など何度かの大災害に見舞われている『忘却の大地』では、このような家畜動物は忘れ去られていたらしい。

			　ラーシアたちが食べた魚も貴重品で、虫すらも高級品。主なタンパク源はゼリー状のスライム生物だそうだ。

			　怖くて、味は聞けなかった。

			「自分たちの建前上の任務は、このような動物を連れ帰ることだったのですが……」

			　動物たちを前にして、バトラスが本音を打ち明け始めた。本来であれば高い交渉力を持つ女王があんな調子で、他の乗員では足元を見られそうで言い出せなかったそうだ。

			　建前とはいえ、いや、だからこそ手ぶらでは帰れない。途方に暮れていたところ、ユウトが救いの手を差し伸べた……ということになる。

			「もちろんただではありませんが、友好のために格安でお譲りしますよ」

			　結果、話を詰めてみると、格安どころか、ブルーワーズでは貴重なアダマンティンや魔法銀(ミスラル)の鉱石との物々交換を先方が申し入れてきた。むしろ、安いもの。

			　お互いに不足している物を補完する。

			　貿易の基本だよなぁと考えていると、ユウトの足下にどこから現れたのか、子猫が一匹まとわりついてきた。この馬場で飼われているのだろう。

			「こら、ちょっとあっちへ――」

			　犬派のユウトにとって、猫は未知の生物だ。

			　踏みつぶしそうになり、慌ててどこかへやろうとするが……そこでバトラスの様子がおかしくなっていることに気付く。

			　おかしいといえば概(おおむ)ねいつもおかしいのだが、他の機甲人(ウオーマキナ)たちまで一斉に動きを止め、足下の猫に注目しているその光景は、いつにも増しておかしかった。

			「そ、それは……」

			「猫がどうかしたんですか？」

			　ただならぬ雰囲気に、ユウトは足下の子猫を抱き上げる。

			　食べたいなどと言われたら、どうすれば良いのだろうか？

			「ねこ……」

			　ふらふらと、バトラスたち機甲人(ウオーマキナ)が子猫へと近づいていく。

			「ねこ、かわいい」

			　幸いにして、ユウトの心配は的外れだった。

			　これも、〝工場長(プラント・マネージヤ)〟からのインプリンティングなのか。

			　バトラスが恐る恐る無骨な指を子猫へと差しだすと、猫がそれを軽く引っかいた。

			「おおー」

			　歓声が上がる。

			　ユウトが大慌てで、目録に愛玩動物を追加したのは言うまでもなかった。

			　こうして外堀を埋めたところで、本丸である女王攻略に取り組んでいるのだ。

			　

			「――しかし、一度に連れていける動物には限りがあります。そのため、こちらに大使館を常設し、交流を行うべきと判断いたしました」

			　バトラスの説明に、女王が苦言を呈する。

			「賄(わい)賂(ろ)に負けただけのように見えますが……」

			「交代要員や輸送のため、半年から一年に一度は本国との行き来が必要と思われます」

			「それは、そうで……はっ」

			　バトラスの言わんとするところに気付き、エリザーベトは目を見開く。

			「その際には、私もこちらを訪れねばなりませんね？」

			「その通りです」

			「つまり、一年のうち、数日だけこちらでラーシア様と過ごせと」

			「その通りです」

			　猫を撫(な)でながら、バトラスは説明。いや、説得を続ける。

			「女は、女王。男は、冒険者。二人は愛し合っていた。けれど周りが、時代が、運命が許さなかった。女が女になり、男が男になるのは、年に一度、この場所でだけ」

			「それ、良いですね！」

			　愛し合ってはいないのだが、事を荒立てる必要もないだろう。

			　結婚式の決行には、このような裏事情があった。

			　

			「次は、俺の番か……」

			　控え室代わりの天幕へ戻ったユウトが、今までのことを思い返してつぶやく。

			　肩からかけていたストールを引きはがすと適当に投げ捨て、椅子へどっかりと身を預けた。

			　外からは、披露宴の騒がしい声。無関係だろうと、飲み食いが目当てだろうと、人々の素朴な祝福する雰囲気は本物。

			　これこそ、結婚式のプリミティブな形ではないか。

			「結婚か……」

			　これからのことを考え想像するだけで、全力疾(しつ)走(そう)した後のように心臓が忙(せわ)しなく動く。

			「ユウト、来たぞ」

			「お邪魔しまーす」

			「…………」

			　ヴァルトルーデ、アカネ、アルシア。

			　結婚式が終わったら、ここへ来て欲しいと呼び出していた三人の少女。　

			　緊張で喉が渇いていたことに気付き、水袋の中身をあおってから震える足を叱(しつ)咤(た)してユウトは立ち上がった。

			「わざわざ来てくれてありがとう。なんと言えばいいのか、なんと言うべきなのか。なにを言っても言い訳になりそうだけど……」

			　言葉と思考は千々に乱れ、不安が鎌首をもたげる。

			　それでも、やると決めた。

			「三人に、伝えたいことがあるんだ」

			　どんな話なのか、予感があったのかもしれない。

			　三人ともそろって無言で、ユウトの行動と言葉を待つ。

			　ユウトは無限貯蔵のバッグからひとつ目の小箱を取り出し、ヴァルトルーデへと差し出した。

			「ヴァル子――いや、ヴァルトルーデ」

			　今日の彼女は、春らしい明るい装い。萌(もえ)葱(ぎ)色のチュニックにキュロットスカートだが、大きなサイズのカーディガンを羽織っている。そのサイズの違いが、可愛らしさを演出していた。

			　胸には、ユウトが贈った玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレス。

			　それに指を絡めながら、ややうつむき加減でユウトの言葉を待っている。

			「この世界に来て、初めて目にしたのはヴァルだった。呆然としたのは、世界移動のせいじゃない。ヴァルの綺麗さにやられたからだったんだ。そして、なかなか呪文を憶えられない俺を励(はげ)ましてくれたときに、たぶん好きになってた。それからの俺は、ずっとヴァルと一緒だから、一緒にいたいから頑張れたんだと思う」

			「ユウト……」

			「綺麗な髪も、瞳も、正義感に溢れるところも、ちょっと融通が利かないところも、少し直情的で字が読めなかったりするところも。全部ひっくるめて、好きだよ」

			　ヴァルトルーデは、隣にアルシアやアカネがいることも忘れてユウトの言葉に聞き入っている。

			「これを受け取って欲しい」

			　ユウトはケースから、綺麗にカットされたルビーの指輪を取り出した。

			　息を飲む音が聞こえる。それは、一体誰が発したものか判別できない。一人だけだったかも分からない。

			　このブルーワーズにも、エンゲージリングの風習はある。

			　ヴァルトルーデも、その意味はよく分かっていた。

			「状態感知の指輪――このルビーに血を垂らした相手の居場所や状態……といっても、元気かそうじゃないかぐらいだけど……が分かる魔道具(マジツク・アイテム)だ」

			　ユウトは説明しながらヴァルトルーデの左手を取り、薬指にそっとはめる。

			　魔道具(マジツク・アイテム)は自動的にサイズを調整する物がほとんどだが、今回はフォリオ＝ファリナの魔道具店に注文を出していたので、最初からぴったりだった。

			「もしかしたらまた、この前のように別行動をとるかもしれない。他のなにかで、離ればなれになってしまうかもしれない。でも、俺たちは一緒だ」

			「当然だ」

			　指輪を、いや、それがはめられた手をかざして見ながら、喜びにだらしなく表情を崩しつつも、声だけは凛(りん)として答えるヴァルトルーデ。

			「何度も言っているが、もうユウトを手放すつもりはないからな。相手が、半神であろうともだ」

			　指輪の効果ではないだろうが、ユウトがなにをするつもりか察したのだろう。ヴァルトルーデは、アカネの背中を押して自分と位置を入れ替えさせた。

			「朱音」

			「ひゃうっ。な、なによ」

			　今日はメイド服ではなく制服姿のアカネが、身を抱くようにして思わず一歩離れた。

			　これからなにが起こるのか、察したのだろう。

			「正直、ずっと一緒にいすぎて、好きなのかなんなのかよく分からなかった時期があった。俺のせいでこっちへ呼んじまって、罪悪感がいっぱいだった」

			　アカネが、じれったそうな表情で言葉を待っている。

			「でも、告白されて、それであの吸血鬼(ヴアンパイア)に狙われてるのを見てさ。なんかもう最低だけど、誰かのものにはしたくない、俺のものにしたいって思っちゃったんだよ。朱音にとっては、不自由な世界なのにさ」

			「最低ね～」

			　アカネがにこやかに断じる。

			　嬉しそうに、楽しそうに。

			「そうだな。でも、これが俺の本心だから」

			　そう言って、ユウトはふたつ目の小箱を取り出した。

			「守護の指輪。朱音に降りかかる災厄を祓(はら)ってくれるはずだ」

			　小箱の中から現れたのは、三連になった金剛石(ダイヤモンド)の指輪だ。

			　地球の加工技術には及ぶべくもないが、その数と大きさは滅多にお目にかかれない。しかし、その数はデザインのためではない。

			　装着者が被る害を打ち消す度、金剛石(ダイヤモンド)がひとつずつ塵(ちり)になるのだという。

			「まったくね。こんな展開は計算違いだし、モラルもなにもあったもんじゃないし、あたしの人生設計のどこにもこんな青写真はなかったわ」

			　満面の笑みで、指折り数えて不満を口にするアカネ。

			　そんな彼女の表情が、不意に真剣なものに変わった。

			「でも、それは断る理由にはならないのよね」

			　まるで女主人のように、アカネは左手を差し出す。

			　小箱から指輪を取り出したユウトは、ひざを折ってから、恭(うやうや)しい手つきで守護の指輪を薬指にはめた。

			「勇人」

			「ん？」

			　呼びかけられて反射的に顔を上げたユウトの視界いっぱいに、アカネの顔が広がっていた。

			（顔小さい、まつ毛長い、肌きれい。女の子って、別の生き物みたいだ）

			　ひと仕事終えたという安堵があったのだろう。思考も体も動かない。

			　そんな見たままの感想を抱いていると――アカネとの距離がゼロになった。

			「んうっ」

			「んっ、あ……」

			　二人の吐息が天幕を満たす。

			「…………」

			「…………」

			　ヴァルトルーデとアルシアは無言。

			「ふあ……」

			　堪能したと言わんばかりの表情でユウトから唇を離したアカネが、無言で見守る――というよりは驚きで声も出なかったといった風情の――二人を振り返り、恥ずかしそうに微笑む。

			「なんか随(ずい)分(ぶん)遠回りしたし、先を越されたりもしたけど、これでイーブンね」

			「一体、誰と競争しているんだ」

			　気持ちよかった――とは思うが、ユウトとしては驚きの方が強い。蹂(じゆう)躙(りん)された唇に触れるべきなのか、そのままにした方がいいのか。そんな益体もないことを考える。

			「次は、勇人から……ね？」

			「あ、ああ……」

			　だから、彼女のそんなお願いに対して、なにも考えずにうなずいてしまう。

			「とりあえず、これでいろいろと明確になりましたね」

			　ユウトからの実質的なプロポーズが終わったと判断し、アルシアが場をまとめた。

			　ユウトが最初に重婚許可を法令にすると提案したときには、驚き呆れていたアルシアだが、エリザーベト女王とラーシアの問題を片づけ、曖(あい)昧(まい)になっていたユウト自身の関係もはっきりさせた今、彼女は満足げな表情をしていた。

			　だが、ユウトのプロポーズは、まだ終わりではなかった。

			「アルシア……」

			「まさか、アルシアさんが鈍感キャラだったとは……」

			　ユウトの意図に気付いているヴァルトルーデとアカネは、アルシアに非難とあきれの混じった視線を向けている。だが、それでもアルシアは気付かない。

			「わけが分からないわね」

			「勇人、しっかりしなさい」

			　今度はアカネがユウトの背中を押し、アルシアの前へ移動させた。

			　今日のアルシアは、いつかも着ていたニットのワンピース。体の線が出て、目のやり場に困る装いだ。これも、ヴァルトルーデ同様アカネが無理やり着せているが、似合っているので問題ない。

			　ユウトが近くにいるのを感じとったアルシアが、一歩後ずさる。

			「どういうことなのかしら」

			　努めて冷静に対応したアルシアだったが――

			「アルシア姐さん。いや、アルシア」

			「はいっ!?」

			　――ユウトが名前を呼ぶと、一気に動揺を露わにした。

			「俺はアルシアのことを誰よりも信頼している。そして、頼りにしていると思う。好きとか嫌いとかそういう次元じゃなくて。ああ、もう、なんて言えばいいかな……」

			　どうして、ヴァルトルーデやアカネと同じ流れになっているのかしら。

			　そんなアルシアの現実逃避をする声が聞こえてくるようだ。

			「ぶっちゃけ、アルシア姐さんから子作りとか言われて、嫌ではありませんでした」　

			「そ、そう……」

			　喜びを表すように、アルシアの頬が持ち上がる。

			「それが答えなのね……」

			「俺は思ったより強欲だったみたいだ……。アルシア姐さんのことも、手放したくない」

			　いつもよりも弱々しく、それゆえに色香を感じさせる盲目の大司教(パトリアーチ)。

			　その機を逃さず、ユウトは最後の小箱を取りだした。

			「感情感知の指輪ってのを見つけてさ。表情から相手の気持ちを読めないアルシア姐さんのもうひとつの瞳になればいいなって」

			　抵抗されないことを良いことに、ユウトはそのまま左手の薬指にはめた。

			「まったく……。私は、そこまで望んでいなかったのに」

			　――ただ、ヴァルトルーデが幸せになれば良かった。自分は、そのおこぼれではないが、ちょっとだけ分け与えてくれれば良かった。この指輪を贈られたのが、自分で良かったと思う。今、胸を満たしている感情を誰かに知られるのは、あまりにも恥ずかしすぎるから――アルシアのこうした気持ちには、その場にいる誰も気付かなかっただろう。

			「ところで、勇人」

			「ん？」

			　今度こそ、本当に終わった。そう緊張の糸を解いたユウトは、気の抜けた声で返事をする。

			「これが婚約指輪ってことは分かるわ。よく分かるわよ」

			「アカネ、そこをあまり強調すると、その……な？」

			　恥ずかしいのだろう。ヴァルトルーデが、アカネの発言を押し止める。

			　しかし、アカネにも止まれない理由があった。

			「ということは、ずっとこっちで暮らすつもり……ということで良いのよね？」

			　アカネなりに覚悟を決めていたのだろう。

			　それでも、確認しておきたい。そんな問いだった。

			「基本的にはそうだけど……。もしかして、地球と行き来するのを諦めたと思われてた？」

			「諦めたというか、諦めて欲しいというか」

			　ユウトの念頭にはリ・クトゥアから持ってきた米などの食材があったが、アカネが想定していたのは、あのいろいろな意味で憎きヴェルガのことだった。

			「あの女帝の招待を受けるぐらいなら、地球へ戻るのを一時諦めても良いんじゃないかと、あたしは思うんだけど」

			「大丈夫だよ。こんなにかわいいお嫁さんがいるのに、ヴェルガにどうにかされるはずがない」

			「お嫁さん……ですか？」

			「違うの？」

			「違いはしませんが……」

			　照れる……とは口にせず、同時に表情にも出さないアルシア。

			　けれど、ヴァルトルーデにだけは伝わっていた。

			「だから、ヴェルガにも会いに行くよ。ただし、悪いけどみんな一緒にだ」

			「悪いことなどない」

			　そう言って、置いていったらただでは済まさないと、ヴァルトルーデが続けた。

			「遠慮する必要はありませんよ。ここにはいないラーシアやエグザイル、ヨナも含めて私たちは運命共同体です」

			　自分自身の意思に仲間たちの想いを乗せて、アルシアが肯定する。

			「私は足手まといでしょうけど、勇人が求めるのであれば」

			　戦う力がないアカネは、ユウトたちと一緒にいると思うところもあるだろう。それでも卑屈になることなく、彼女は受け入れた。

			　三人とも迷いなどない。

			　こんな酷い男なのに。

			　わがままに振り回して。

			　プロポーズだって、三人同時なのに喜んでくれて。

			　だから、ユウトは謝らない。

			「……ありがとう」　

			　それはきっと、人生で一番心のこもった「ありがとう」だった。

		

	
		
			第３章

		

	
		
			１・北の塔壁を越えて

			　

			　ロートシルト王国の北。ヴェルガ帝国との境は、北の塔壁と呼ばれている。

			　ゴブリン、オーガ、トロル、ジャイアント等々、悪の相を持つ亜人種族の侵入を阻んできた要害。

			　その最初は、国中から魔術師(ウイザード)や司祭(クレリツク)を動員し、《石壁(ストーン・ウオール)》の呪文を使用して壁を作り上げたのだという。以降、数百年にわたって抗争は続き、その間、何度か位置が変わり、打ち破られたこともあったが、補修と拡張を続け現在の姿となった。

			　高い部分では数十メートル。一番低い所でも五メートルはある城壁。それが、山地など物理的にどうしようもない部分は別として、数百キロメートルに及ぶ国境線をくまなく走っている。

			　これは、壁のない部分から侵攻を行おうとしたヴェルガ帝国と、それに対抗するロートシルト王国とのイタチごっこの結果でもあった。

			　とはいえ、始終軍勢がぶつかり合っているわけでもない。

			　今も戦闘は行われておらず、ここが人類防衛の最前線である証は、荒野に散乱する朽(く)ち果てた骸(むくろ)や鉄くずとなった武具の成れの果てしかなかったが。

			「空からも見えたけど、地面にいるとかなり異様よね……」

			　そんな、一般人らしい感想をアカネが述べる。やはり直視するのは厳しいようで、うつむいていた。

			　しかし、他の者の反応はドライ。ヴァルトルーデも、そういうものだという程度の認識。ヨナやエグザイル、ラーシアもそれと大差ない。

			　死体がまともな埋葬がされていないことを、死と魔術の女神トラス＝シンクの信徒アルシアが憤っている程度だった。

			「見慣れてるわけじゃないけど、珍しくもなくなっちゃったな」

			　ユウトは皆を代表するように、そうつぶやく。

			　感情感知の指輪から伝わる悲哀の感情に、アルシアは真紅の眼帯で覆われた顔を曇らせた。ユウトの感じているのは、死者に対してではなく状況に慣れてしまったという哀しみ。それは、死と魔術の女神の大司教(パトリアーチ)にも癒(い)やせないものだ。

			「ま、こうしてても仕方ないし、そろそろ準備を始めようか」

			　ユウトたちは、北の塔(とう)壁(へき)の向こう側。ヴェルガ帝国の領域に足を踏み入れていた。

			　今回は、各方面に許可を取った上での訪問だ。そのため、ユウト一人が島を落としに行ったときとは勝手が違ってくる。

			「馬車、めんどう」

			「いきなり瞬間移動ってわけにはいかないんだから、仕方ないだろ」

			　ヨナのストレートな文句を、苦笑しつつユウトがなだめる。

			　今の彼は、ロートシルト王国から正式に任命された外交特使だ。その任務は、ユウトへの婚(こん)姻(いん)の申し込みをお断りすること。儀礼でもあるし、ユウトたちが入国するための大義名分でもある。

			　そのため、予定よりも早くユウトはロートシルト王国の守護爵に叙せられていた。同時に、正式な叙(じよ)爵(しやく)式は、今度別に執り行うと宰(さい)相(しよう)のディーター・シェーケルから伝えられもしたのだが……。

			　そんな立場の人間が、《瞬間移動(テレポート)》で訪れるわけにもいかない。

			　ここからは長い馬車の旅になる予定だった。

			「だけど、テレポしたり空を飛ばない旅って新鮮よね」

			「昔は、結構やってたんだけどねー。歩くよりは速いけど、モンスターに遭遇するとめんどうだったり」

			　ようやく念願叶ったと言いたげなアカネへ、ラーシアがいつも通りの陽気さで解説する。エリザーベトは既に帰国しており、ラーシアは気持ちの切り替えができているようだった。

			「確かに、これを使うのも久しぶりだよな」

			　無限貯蔵のバッグを漁(あさ)っていたユウトが取り出したのは、ミニチュアの馬車だ。

			　それを放り投げると同時に、呪文書から三ページ切り離す。

			「《灰かぶりの馬車(フアントム・キヤリツジ)》」

			　呪文書のページに取り囲まれたミニチュアは丸い光球となり、ゆっくりと地上へ降りる。ひときわ明るい光が放たれると、そこには一台の馬車が出現していた。

			　漆黒の、木とも金属ともつかない素材で作られた箱型の四輪馬車。

			　一般的な馬車とそう違いはないが、内部は《不可視の邸宅(クリイネエル)》と同じように別空間になっており、見た目の数倍はある。

			「魔法使いみたいだわ」

			「魔法使いなんだよ」

			「だって、勇人が呪文を使ったところって、空を飛ぶかテレポするか、一休さんみたいなとんちで吸血鬼(ヴアンパイア)を倒したところぐらいしか見たことないし」

			「そう言われてみると……」

			　記憶を掘り返してみたが、完全に反論できなかった。

			　かといって、アカネをペトラたちのように奈落へ次元移動させるわけにもいかない。

			「では、次は私の番だな」

			　少し得意げに、ヴァルトルーデが聖印を掲げて詠唱を始める。

			「〝常勝〟ヘレノニアよ、正義と勝利の擁護者よ。我らに駿馬を与え、戦場を駆けめぐらせたまえ――《天上の騎馬(ソレスタル・ステイード)》」

			　正義の神は、その願いに応えた。

			　再び光が集まり、その粒子が軍馬の形を取って顕現する。

			「すごいわね、ヴァル。勇人より魔法使いっぽい」

			「私は聖堂騎士(パラデイン)なのだがな」

			　そうは言いつつも、彼女も満更ではないようだった。

			　黒(くろ)鹿(か)毛(げ)の見事な体(たい)躯(く)をした馬が四頭、いななきを上げ、出撃は今か今かと蹄(ひづめ)で大地を蹴る。聖堂騎士が戦場で用いる軍馬を招請する呪文だけあって、鞍のような馬具の他に馬用防具(バーデイング)まで装備をしている。

			　さあ、勇士を背に乗せ戦場を駆けようではないか。

			　そんなやる気満々の軍馬たちの願いは、しかし、叶えられなかった。ヴァルトルーデとエグザイルが率先して、その天上の騎馬を灰かぶりの馬車へとつないでいく。

			「私たちは、先に入っていましょう」

			　このまま見ていても仕方がない。アルシアが先導し、馬車の横腹にある扉を開けて、土足のまま入っていった。

			「ここも久しぶり」

			　その横を通って、一番最初に乗り込んだのはヨナだ。

			　内部は馬車の客席というよりは、ワンルームの休憩室といった構成。エグザイルが十人いても余裕がある室内には、毛の長い絨(じゆう)毯(たん)が敷き詰められ、何脚かのソファに、人数分には足りないがベッドまであった。

			「懐かしー」

			　文句を言っていた割には、真っ先にベッドへ飛び込んで行くアルビノの少女。軽い体が、ベッドの上で跳ねる。馬車移動をめんどくさがっていたにもかかわらず、楽しんでいるようだ。

			　そんなヨナを微笑ましいと眺めていたアカネだったが、一歩踏み入れた瞬間、驚(きよう)愕(がく)した。

			「うわっ。この絨毯ふっかふかじゃない」

			「いくらぐらいしたっけ、ユウト」

			「金貨一〇〇枚はしなかったんじゃないか？」

			「あんたね……一〇〇万円する絨毯とか、どこのブルジョワよ。うわ、このソファも座り心地がすごい」

			「そっちはもう、値段憶えてねえな」

			　よほど高級素材を使っているのか、あるいは、呪文がなにか使われているのか。そう考えれば安いのかもしれないが、そもそもこんな高級品を買う必要があったのか――

			　幼なじみ――いや、もう未来の夫か――の金銭感覚に、アカネは頭を抱えているようだ。

			　確かに、貴族となったのだからブルジョワなのだろうが、それにしても限度というものがある。

			「私は、無駄遣いしないように反対したのだぞ？」

			　そこへ、外での作業を終えたヴァルトルーデが入ってくる。

			　苦々しい……とまでは言わないが、彼女としても不本意だったのだろう。

			　一方、ソファに腰掛けたもう一人の神の使徒は、その意見には同調しない。

			「まあ、買った物は仕方ありません。それに、数時間も乗り続けますし、このなかで野営することもありましたからね」

			「アルシアは、微妙にユウトに甘いよねー」

			「そう？　客観的な判断をしているだけよ」

			　いつも通り真紅の眼帯を身につけているため、表情はようとして知れない。しかし、左手の薬指につけた感情感知の指輪から、みんなの思いが伝わってきたのだろう。少しだけ不満そうに唇をとがらせた。

			「アルシア姐さんの裁可が下ったところで、そろそろ出発しようか」

			　そうユウトが場を仕切り直そうとすると、ヨナから抗議の声があがる。

			「ユウトに発言権はないと思う。でも、指輪くれたら許可する」

			「十年後に憶えてたらな」

			「ん。待つ」

			「さすがに、三人で打ち止めよね？」

			「私は、そもそも複数になるという予想をしてはいなかったのだが」

			「奇遇ね、私もだわ」

			　指輪を渡したアカネ、ヴァルトルーデ、アルシアの３人が、ユウトにそれぞれの感想をぶつける。

			　プロポーズをして、はっきりさせたのは良い。望んだことだ。

			（なのに、俺の立場がどんどん弱くなっている気がする……）

			　海面の上昇により、陸地が削られていく小島を連想する。

			　そんな不吉な想像を振り払い、ユウトは御者役の岩巨人(ジヤールート)へ声をかけた。

			「エグザイルのおっさん、そろそろ出して」

			「分かった」

			　準備はできていたのだろう。エグザイルからすぐに返答があった。天上の騎馬は知能が高い。そのため、御者は最初に道を指示するだけで済む。すぐに、エグザイルも馬車へ戻る予定だ。

			「ああ、そうか。振動があるから、居住性を追求したのね」

			「いや、揺れないぞ。宙に浮くからな」

			　ユウトがアカネの間違いを正したところで、ふわりと浮遊感がする。

			　さほど高度はないが、離陸する飛行機を連想させた。

			　天上の騎馬は、大地だけでなく空中も駆ける。四頭もいれば、馬車を――それも理術呪文で生み出した馬車ならばなおさら――簡単に浮かべることができるのだ。

			「やっぱり、地面を移動しない……」

			　そのアカネの言葉は、諦めに彩られていた。

			　

			「それで、一応、確認しておきたいのだがな」

			　車内にもかかわらず魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)を身につけたままのヴァルトルーデが、思い思いにくつろぐ仲間たちに告げる。ヨナはベッドで寝ているので別だが。

			　武装をしているのは、常在戦場とは言わないが当然の備え。ただ、そうなるとユウトから贈られた指輪を外さざるを得ないのがヴァルトルーデとしては辛かった。

			「私たちはヴェルガ帝国の首都、ヴェルガを目指しているが、そこでなにをするかだ」

			「なにをって……。とりあえず、勇人をあの痴女帝から守る？」

			「朱音、新しい言葉を作るなよ。あと、自分の身ぐらい……」

			　ユウトがそこまで言ったところで、アルシアから鋭いツッコミが入る。

			「守れてはいませんでしたよね？」

			「あのような失態は、もう繰り返させないからな」

			「はい。そうですね。その通りです」

			　配偶者たちからの勧告に、ユウトは素直に従った。従わざるを得なかった。

			　ユウトとしても、ヴェルガにもてあそばれるつもりはない。

			「とりあえず、特使としての仕事をこなさないとな」

			「女帝からの話は断るのか」

			　御者台から戻ったエグザイルが、なぜかそこを確認してくる。

			「いや、もう一人増えても大差ないかと思ってな」

			「数だけの問題じゃない。あり得ないよ」

			　さすがにそれはないと、ユウトはエグザイルの確認を言下に否定した。

			「それ以前に、あの人は……」

			「敵だな」

			「その通りですね」

			「……だってさ」

			　いろいろはっきりして、団結力が増したヴァルトルーデたちに、エグザイルが白旗を揚げた。できれば、スアルムに見せたくない光景だ。

			「でも、断ったらユウトの故郷に帰る方法とか聞き出せる？」

			　ラーシアの当然の指摘に、皆、押し黙ってしまう。

			　そこが泣き所だ。

			「まあ、適当な妥協点を探るしかないかな。無理そうなら、朱音には悪いけど自力でなんとかする」

			「戻れる可能性があるなら、時間がかかっても構わないわよ」

			　そこで、別のことを考えていたヴァルトルーデがつぶやく。

			「ユウトの両親に挨拶か。そう……。そうだな」

			「……うっ」

			　ユウトも考えていなかったわけではないが、指摘されるとなんとも言えなくなってしまう。

			　自分の両親だけではなくアカネの両親へもそうだし、ヴァルトルーデたちの故郷であるオズリック村へも、もう一度行かなくてはならないだろう。

			　そんな諸々を考えるユウトを、ラーシアがニヤニヤ笑って眺めていた。

			「いやー。奥さんがたくさんだと大変ですなー」

			「くっ。俺も、あれしか解決策が思い浮かばなかったのは悪かったと思ってるよ」

			「それはボクだって分かってるよ？　結局、あの娘のことをちゃんと拒絶できなかったボクのせいなんだってね。まあ、納得はしてないけどさ」

			　少しだけ遠い目をして、ラーシアは続ける。

			「けどね、まあ、エリザと少しだけ新婚生活ってのをやってみて思ったよ。別に、ボクもエリザのことは嫌いじゃなかったんだなって。ユウトも気付いてたんでしょ？」

			「まあな」

			「なんていうかね。おままごとみたいな新婚生活だったけど、悪くはなかったよ。恋愛感情はないけど、友達と過ごしたようなもんでさ。もちろん、貞操は死守したけどね！」

			「そこ、重要なのか」

			「あの夜のボクは、エターナルディフェンダーだった……」

			　大人の階段を上ったような雰囲気を漂わせる草原の種族(マグナー)へ、どんな言葉をかけるべきか。

			　だが、突然馬車が止まったことで、その緊急課題は棚上げされる。

			「なにか、障害物でもあったか？」

			「道沿いに移動させたはずだがな……」

			　ヴァルトルーデとエグザイルが話し合っているところで、軽い衝撃が走り馬車が揺れた。

			　天上の騎馬が中空から地上へと馬車を降ろしたのだ。

			「なにごと？」

			　それで、ヨナも目を覚ます。

			「ラーシア、頼む」

			「あいよ」

			　ソファから身軽に飛び出したラーシアが、斥候役の任務を果たすため車外へ向かう。

			「うわ、でっかー。とりあえず、出ても大丈夫だよ」

			　即座に、要領を得ない報告と安全確認のお墨付きが出た。それを受けてヴァルトルーデとエグザイルが続き、ヨナはアカネと車内に残る。

			「……ラーシア基準だと、でかいと言われても……でかいな」

			　アルシアとともに最後に馬車から出たユウトは、あっさりと前言を翻(ひるがえ)した。

			「あっちの迎えじゃないのか？」

			「随(ずい)分(ぶん)な歓迎ぶりだな」

			　馬車の行く手、ユウトたちの視線の先には巨人があぐらを組んで座っていた。完全に、街道を塞いでいる。思わず、ユウトは大仏を連想する。

			　巨人の白い髪に髭(ひげ)は伸び放題で、顔にも深いしわが刻まれている。どんな巨木から削りだしたのか、それだけで一〇メートルもありそうな棍(こん)棒(ぼう)を脇に、どれだけの鋼を必要としたのか想像もできないほど巨大な板金鎧(プレートメイル)を着込んでいた。

			　その巨人は、ユウトたちが出てきても口を開こうとはしない。

			　ただ不機嫌そうに、ユウトたちを見下ろしていた。

		

	
		
			２・死巨人の長

			　

			「南蛮からの使者よ、我が声を聞けい！」

			　雷(らい)霆(てい)のような声が、周囲に響きわたった。その源となった巨人が、射殺すような鋭い視線でユウトたちを睥(へい)睨(げい)する。同時に、様々な色が集まった黒い雷が巨人の体を縦横に走った。

			　その巨体から放たれる、圧倒的な死のオーラ。

			　訓練を積んだ冒険者や騎士でも生命活動を止めるだろう霊気を受けても、ユウトとラーシアは平然としていた。

			「とても歓迎されている雰囲気じゃないなぁ」

			「とりあえず、内臓とか脳はありそうだね。脳は、図体の割に小さそうだけど」

			「そういう判断基準は止めろよ。ヨナの教育に悪い」

			「なにを今さら」

			　チャールトン王の親書に、ヴェルガから渡された指輪。身分を証明する品はいくつかあるが、相手の様子からすると、それを渡してどうにかなるとは思えなかった。

			「ワシは、〝雲をも掴む〟ボーンノヴォル。貴様らの力を試しに来た。臆さぬならば、かかってこい！」

			　ある意味で、予想通り。別の意味では予想外な、ボーンノヴォルの言葉。

			　ヴェルガ帝国は女帝ヴェルガの下にまとまってはいるが、完全に一枚岩ではない。混沌と悪を奉じる――つまり個人の欲望を肯定する国(こく)是(ぜ)は、結果さえ出せばスタンドプレーも許容する。

			　つまり、このようにユウトたちが気に入らないと、実力行(こう)使(し)に出る者がいるかもしれないとは思っていた。

			　ユウトの予想外だったのは、騙(だま)し討ちでも数に任せるでもなく、こうして一人で待ち受けていたこと。逆に、対応に困ってしまう。

			「〝雲をも掴む〟ボーンノヴォルといえば、ヴェルガから伯爵位を贈られている古参の重鎮ですよ。ユウトくん、どうします？」

			　下手に手を出してしまうと問題かもしれませんよ、という意味もこめて、アルシアが問う。

			　だが、政治的な配慮や空気を読むという概念から最も遠いところにいる草原の種族(マグナー)が諸手を上げて立候補を表明した。

			「ボクに任せてもらおうかな。別に、ストレスが溜まってるとかそういうわけじゃないけど、ちょっと敵の急所を攻撃したい気分なんだよね」

			「どういう気分だよ。でも、無視するわけにもいかないか……」

			　全員で対処するという選択ももちろん存在するし、ユウトたちにとってはそれが当然のことなのだが、今回はあまりやりすぎるわけにもいかない。

			　無視して先に進むというのも、問題を先送りするだけ。

			「ユウト、ここはラーシアよりも適任がいるぞ」

			「オレにやらせてもらおう」

			　ヴァルトルーデの提案を受けて前に出たのは、岩巨人(ジヤールート)の戦士。

			　いつもの龍鱗(ドラゴン・スケイル)の鎧(よろい)に身を包んだエグザイルが、錨(いかり)のように巨大なスパイク・フレイルを背負って前へ出る。

			「確かに、あのタイプには、エグザイルのおっさんの方が有効かもしれないな」

			　力対力の対決。

			　これより分かりやすい構図もないだろう。

			「まあ、そっか。ユウトがよく言う〝脳筋〟対決ってやつだね」

			　みんなの意図を察し、ラーシアがあっさりと矛を収めた。ついでに弓矢や魔法の短杖(マジツクワンド)も矢筒に仕舞い、観戦モードに入る。

			「一人で挑むか。その意気や良し。なれど、後悔するでないぞ」

			「そういうセリフは、終わってから言えばいい」

			「吐かせいッッ！」

			　激発したボーンノヴォルが地響きを起こしながら立ち上がる。

			　エグザイルは、それを冷静に眺めながら、間合いを詰めつつスパイク・フレイルを構えた。

			　身の丈、十数メートルはあろうかという、死巨人(タナトス)。

			　その二割ほどしかない、岩巨人(ジヤールート)。

			　間合いに入った両者が、刹那視線を交差させる。

			「死ねいッッ！」

			「ひねり潰すッ」

			　遙かな高みから打ち下ろされる棍(こん)棒(ぼう)。それはもはや、天災に等しい。

			　だが、エグザイルは一歩も引かずに立ち向かった。

			　巨大な樹木を迎え撃つスパイク・フレイル。ボーンノヴォルの前では小人に等しいエグザイルだが、あり得ないことに両者の間合いの広さは同じ。

			　一〇メートルほどの距離を隔て、打ち合う二人。

			「ぬうぁっ!?」

			「オレの力を見せてやる」

			　打ち負けたのは、すべてにおいて有利なはずの死巨人ボーンノヴォル。

			　両者の得物が、うなり、ぶつかる。

			　けれど、弾かれ、押しやられるのは死巨人の方だ。

			　エグザイルの体が、赤く煙って見える。

			　スパイク・フレイルに魔化された効果の反動で、それを振るう度にエグザイルは傷を負い、血が流れる。それが闘気とあわさっているのだ。

			　岩巨人はじりじりと前進し、五倍以上の体躯を誇る死巨人は少しずつ後退していた。

			　驚(きよう)愕(がく)。それ以外に、ボーンノヴォルの心境を表現する言葉はないだろう。

			「エグ、勝ってる？」

			「さすがに、無理でしょ……？」

			　聞き憶えのある、しかし、ここで聞こえてはいけない声に、ユウトの顔から血の気が引く。

			「だいじょうぶ。《アイソレートフィールド》で守ってる」

			　咄嗟に振り返ったユウトが見たのは、巨大なシャボン玉のようなフィールドに包まれたヨナとアカネの姿。《アイソレートフィールド》は、一切の攻撃を通さぬ代わりに内部からも介入できなくなる超能力(サイオニツク・パワー)だ。

			「焦らせやがって……」

			「え？　え？」

			　よく分かっていないアカネに、説明したものかどうか。少し迷ったが、不安がらせる必要もないかと視線をエグザイルへと戻した。

			「やるではないか、小さいの」

			「でかければ良いというものでもない」

			「なんじゃ、負け惜しみか」

			「本当に負けたら、言っても良い」

			　再度、二人の武器が衝突する。

			　力と力のぶつかり合い。肉は軋(きし)み、歯は折れるほど食いしばられ、骨が歪(ゆが)むほど。

			　ここまで極まれば、ある種の芸術だ。

			「ええいっ、まどろっこしい」

			「同感だ」

			　ニヤリと微笑を交わした大小の巨人は、同時に武器を投げ捨てた。

			「どういう流れだよ……」

			「当然の流れだろう？」

			　まったく理解できないと額を押さえるユウトに、なにが疑問なのかと不思議そうにヴァルトルーデが言う。

			　そんな彼女も綺麗で、ユウトは二重の意味で言葉を失った。

			「ヴァルが漢(おとこ)らし過ぎる……」

			「これ、エグパパとの戦いと同じだ」

			　ラーシアがユウト側の意見。ヨナがヴァルトルーデ側の意見に賛同している間、二巨人の立ち会いは、肉弾戦へと移行した。

			　ボーンノヴォルが巨木のような腕を横(よこ)薙(な)ぎに振るい、さらうようにエグザイルの体をひっ掴もうとする。

			　しかし、エグザイルは微動だにしない。

			「イグ・ヌス＝ザドは、こんなものじゃなかったぞ」

			　蜘蛛の亜神による攻撃すら凌(しの)ぎ切ったその耐久力は、今回も遺憾なく発揮される。

			　エグザイルは、大地に根を張るかのようにがっちりと巨腕を受け止め、両腕で抱え込んだ。

			「ぐぎぎッ」

			「ぐあぁっ」

			　対抗。

			　均(きん)衡(こう)。

			　そして、崩壊。

			　エグザイルが、まるで綱引きでもするかのようにボーンノヴォルの腕を引っ張った。

			「ぬおぅっ」

			　一方、ボーンノヴォルはバランスを保てない。

			　ヴェルガ帝国の建国に貢献し、数多の命を奪い、善を破ってきた死巨人(タナトス)の長。

			　誰もが畏(おそ)れ、敬い、それにふさわしい実力を持つヴェルガ帝国の重鎮。

			　その力の象徴が、今、大地に崩れ落ちた。

			「ええー。すごっ。ていうか、物理的に、あり得なくない？」

			　アカネは驚き、唖然とし、頭が真っ白になる。

			　本当に信じられない光景を目にすると、なにも考えられなくなるようだ。

			　エグザイルが怪力の持ち主だというのは、その肉体を見れば分かる。だが、相手はそれを遙かに凌(りよう)駕(が)する巨大さ。

			　例えるなら、重量挙げの金メダリストが象を投げ飛ばすようなものか。

			　あり得ない。

			　だが、目の前の光景に嘘はない。

			「こういう常識を捨てられないから、私は魔法を使えなかったのね」

			「なんか、俺に常識がないと言われている気がするんだけどな」

			「おっ。奥さんが三人いる人が常識を語ってるよ。ヨナ、どう思う？」

			「愛があるからだいじょうぶ」

			「冷めないといいね！　いや、エリザーベトには冷めて欲しい……。できれば普通のお友達レベルに……」

			「なんで、ラーシアがダメージ受けてんだよ」

			　ヴァルトルーデとアルシアは、賢明にも沈黙を守った。いや、ヴァルトルーデに関しては、なにも言えなかっただけかもしれないが。

			「見事だ！　ヴェルガの嬢ちゃんも見る目があったということだな！」

			　エグザイルに土を付けられたボーンノヴォルは鎧(よろい)姿のままあぐらをかくと、さわやかささえ感じる表情で岩巨人(ジヤールート)を褒(ほ)め称えた。

			「こうなっては仕方あるまい。認めてやろうではないか」

			「違う。オレじゃない」

			「他に、婚約者がいるからと遠慮しとるのか。英雄色を好むだ。気にするな」

			「いや、妻はいるがオレではない……」

			　力勝負では勝利したが、話を聞かない相手にエグザイルが押されている。

			　そもそも、認めて欲しかったわけでもない。

			「説明するのか、俺が？」

			　ユウトは呆然とつぶやく。

			　視界の隅に、気に障るほど清(すが)々(すが)しい笑顔で「がんばれ」と応援するラーシアの姿が見えた。

			　

			「ここが、帝都ヴェルガか……」

			　なんとかボーンノヴォルにヴェルガの相手はユウトだと説明し――まるで認めてしまうかのようで抵抗感はあったのだが、そうしないと話が進まない――なんとか納得させた後、この死巨人(タナトス)の先導で帝都ヴェルガへと入った。

			　もっとも――

			「まったく、嬢ちゃんはなんであんな軟弱魔術師なんぞに懸(け)想(そう)をしとるんじゃ。それもこれも、うちの若いもんがいかん。帰ったら、鍛(きた)え直してくれるわ」

			　――ボーンノヴォル伯爵は、不満でいっぱいなようだが。

			「話には聞いていたが、やはりアレはやりすぎだろう」

			「ユウト、ズルい」

			　ヴァルトルーデとヨナが抗議しているのは、帝都の郊外に突き立てられた島。いや、その経緯を知っているから島と見えるだけで、実態は巨大な岩山でしかない。

			　警告にしても嫌がらせにしても、迷惑すぎる存在だ。

			「あれは、別として……。悪の都だっていうから、スラムの凄いのみたいなイメージだったけど、わりと普通？」

			「帝国という体(てい)裁(さい)を取っている以上、完全に無秩序でもいられないのでしょうね」

			　アカネの疑問に、アルシアがそう答える。

			　秩序と悪は両立し得ないものではない。

			　アカネがイメージする危険なスラムも、状態としては悪だろう。だが、そこに犯罪組織が乗り込み、秩序を与えたからといって善になるわけではないのだ。

			　馬車から降り、徒歩でヴェルガの城エボニィサークルへと向かう一行。

			　アカネの言葉通り、そして、ユウトが遠目から確認したときの印象と同じく、表面上は普通の都市とそう変わりはなかった。

			　主要な道路には石畳が敷かれ、レンガ造りの建物はファルヴとは異なり二階建てや三階建てのものも多い。裏通りに入れば違うのだろうが、少なくとも不潔さとは無縁だ。

			　色彩は全体的にくすみ、北方のせいか太陽も弱々しいものの、往来では商売が行われ、人々は働き、そして死んでいくのだろう。

			　ただし、道行く人々は雑多だ。

			　一番多いのは人間だが、エルフもダークエルフもドワーフもゴブリンもオーガもいる。少なくとも、ロートシルト王国の都市やフォリオ＝ファリナには存在しない、悪の相を持つ亜人種族も当然のように往来を闊(かつ)歩(ぽ)していた。

			　そして、最大の違いは鎖につながれた奴(ど)隷(れい)の存在だろう。

			　混沌と悪を標(ひよう)榜(ぼう)するだけあって、すべての種族に平等。

			　弱肉強食の国(こく)是(ぜ)そのままに、精神支配や魅了の魔化が施されている鞭を用いて、人間の主人がオーガの奴隷を従えている姿すら目にする。

			　その光景を、ヴァルトルーデは汚いものでも見るかのように表情を強ばらせたが、表立ってはなにも言わなかった。

			　同じだが、違う。

			　これが、帝都ヴェルガの第一印象。

			　しかし、まだ完全には理解していなかった。違いは理解していても、どこが最も違うのかを完全には分かっていなかったのだ。

			「ふうむ。小腹が空いたな。おい、そこの」

			「は、はい」

			　板金鎧(プレートメイル)の上から腹を押さえた死巨人が、向こうからやってきた人間を呼び止める。

			　白髪まじりで痩せぎすの中年男は、突然、身分の高い――己よりも強い――ボーンノヴォルに声をかけられ、平伏せんばかりに頭を下げる。

			　連れていた数体のホブゴブリンの奴(ど)隷(れい)たちも、生存本能がそうさせたのか、主人に倣(なら)う。

			「腹が減った。もらうぞ。金はボーンノヴォルの屋敷へ請求せい」

			「は、伯爵様でございましたか。どうぞどうぞ」

			　ユウトたちは、誰一人としてその会話を理解できない。言葉の意味は分かる、だが、その意図が分からなかった。

			　そして、実演されたときにはもう遅い。

			　摘むようにしてホブゴブリンを持ち上げたボーンノヴォルは、くいっとその首を引き抜くと、残った胴体を丸飲みにした。頭はそのまま、道路へ放り投げる。

			「なにをしている！」

			　ヴァルトルーデが討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜き放ち激高する。

			　相手がホブゴブリンだろうと、見過ごすことはできない。

			「郷に入りては郷に従えという言葉を知らぬか、小娘」

			「〝常勝〟ヘレノニアの正義は揺るがぬ」

			「ま、正義はともかく、やるなら殺るよ」

			　いつの間にか、ラーシアも矢をつがえていた。

			　ようやく我に返ったユウトが、アカネを抱き寄せる。

			「うえっ……」

			「朱音、ごめん」

			　ヴェルガに言われるまま連れてきてしまったが、配慮が足りなかった。

			　あれは、見せて良いものではない。

			　胸のなかに愛おしい体温を感じ、優しくアカネの背をさすりながら、ユウトは悔恨にさいなまれる。

			　だが、このブルーワーズで生きていくということは、この残酷な世界と隣り合わせで過ごすということでもあるのだ。

			「アカネ、だいじょうぶ？」

			「いきなりで……初めてで……びっくりしただけ。もう、大丈夫よ」

			　心配するヨナへは気丈に振る舞うものの、顔は青ざめ小刻みに震えている。

			　そのショックの大きさは、アルシアにも伝わっていた。

			　ヴァルトルーデなら、あの死巨人を一刀の下に葬れるだろう。外交問題になっても構わない。だが、アカネの心は守らなくては。

			「ヴァル、ここは剣を引いて」

			「しかし……」

			「オレは、今の食事に関して正否は語らん。だが、友の大事な女が傷ついた。次は、許さん」

			「ふんっ。めんどうな輩(やから)め。やはり、ただの人間などヴェルガの嬢ちゃんに釣り合わぬわ」

			　そう悪態をつきながらも、ボーンノヴォルは矛を収めた。

			　上手く事態をまとめてくれた仲間たちに感謝しつつも、今はアカネに集中する。

			「一度、《瞬間移動(テレポート)》で帰っても――」

			「ううん。せめて、女帝に会うまでは一緒にいさせて」

			「……無理はするなよ」

			　うんと小さく首肯し、ゆっくりではあるが歩き出すアカネ。

			　ただ、ユウトの手を離すことはできなかったが。

			　やはり、相手は相容れぬ敵であると、悪であるとユウトは認識を新たにする。

			　その首(しゆ)魁(かい)であるヴェルガとの会見は、わずか一時間後に始まった。

		

	
		
			３・女帝との再会

			　

			「久しいの、婿殿」

			　その日、ヴェルガ帝国の最高権力者は、久々に上機嫌で賓(ひん)客(きやく)を出迎えていた。

			　ついこの間から、お気に入りになった玉座の間。黒御影石で造営されたこの空間に、白いローブを着たユウトの姿は良く映える。

			　想い人――一方的だが――を迎えられた喜びに、ヴェルガの顔(かんばせ)は淫靡に蕩けていた。

			　いろいろとおまけも付着しているが、その程度は許すのが女の度量というものだろう。

			　エグザイルとラーシアは、ヴェルガの姿を見るのは初めて。

			　だが、岩巨人(ジヤールート)はひと目見ただけでユウトが苦労するだろうことに気付いて痛ましい表情を浮かべ、草原の種族(マグナー)は真っ当な女王や女帝はこの世に存在しないのかと絶望した。

			　一方、やはり初対面であるアルシアに、その容姿は分からない。

			　しかし、その身につけた三つの秘宝具(アーテイフアクト)と身にまとう悪の霊気から放たれる半神の威に、我知らず圧倒されかける。

			　アルシアがなんとか平静を保てたのは、将来の配偶者――まだ、実感は湧かないけれど――が、いつも通りだったから。

			「婿殿ではないですが、お久しぶりです」

			　ユウトは貴人への礼を失することなく行い、婿殿という呼称への否定も相手の立場を考え最低限にとどめる。

			　先ほどの一件で価値観が違いすぎる国だとは分かっているが、わざと失点をする必要もないだろう。

			　そもそも、これから渡すチャールトン王からの親書でしっかりと断っているし――先頭に立っているので見えないが――背後から怖いぐらいに拒絶の気配が発せられているから、ユウトから殊更言う必要もない。

			「ヴァルトルーデ・イスタスと申したか。そなたも、壮健のようであるな」

			「お互いにな」

			　ただの儀礼的な挨拶にもかかわらず、善なる佳人と悪なる淫婦――恐らくこの地上で最も美しい両者の間に火花が散る。

			「ほう。今少しかみついてくるかと思いきや、なにか余裕よの」

			「ユウトは、気持ちを言葉と行動で示してくれた。私は喜んで受け取った。それだけのことだ」

			　ヴァルトルーデが、胸から下げた玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のネックレスを握りしめて言う。

			「特使殿、来訪を歓迎しよう。私はヴェルガ帝国宰(さい)相(しよう)シェレイロン・ラテタルだ」

			「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。私はロートシルト王国守護爵にして、イスタス伯爵家の家宰ユウト・アマクサ。この度は、チャールトン三世よりの親書をお渡しすべく、まかり越しました」

			　このままでは、惨事になりかねない。

			　それを察したダークエルフの宰(さい)相(しよう)からの言葉に、ユウトも乗った。将来的にはそうなるかもしれないが、今のところヴェルガと殺し合いをするつもりはない。

			「早速ですが、こちらを」

			　ユウトはロートシルト王国からの親書と結局出番のなかった印章指輪を、帝国宰相シェレイロン・ラテタルが用意した銀盆に置く。

			　そこでようやく、周囲の様子を観察する余裕が生まれた。

			　ユウトたち一行は全員そろっているが、ヴェルガ帝国側はほとんど人員を配置していない。

			　玉座にしどけなく君臨するヴェルガの他には、取り次ぎ兼監視役であるダークエルフの宰相のみ。ボーンノヴォルも、玉座の間には姿を現さなかった。

			　他に近衛兵の姿も見えないのは、密かに配置しているのか。あるいは、ユウトたちの相手にするには力不足と断じたからか。

			　そう推測を重ねている間に、シェレイロンは親書を恭(うやうや)しく主に捧げ、一歩下がって言葉を待っている。

			「ふむ。まあ、次回からは必要なかろう」

			　ため息が出るほど美しい所作で、手をひと振り。

			　役目を終えた印章指輪は、虚空へ消え去った。

			「何度訪れたところで、ユウトが貴様のものになることはないがな」

			　ヴァルトルーデから感じる余裕は頼もしいが、とりあえず背後からの感想は聞こえなかったことにする。

			　今は、ヴェルガに集中しなくてはならない。

			「ふむ」

			　親書に目を通した半神の女帝は、不機嫌そうに眉根を寄せた。

			　それも当然だろう。

			　中身は、にべもない拒絶なのだから。

			「なにか条件でもつけてくるかと思うたが、完全に拒否か。嫌われたものだのぅ」

			「離間工作を仕掛けておいて、なにを言っているんですかね」

			「くくく。読まれておったか」

			　ここから先の交渉は、礼儀作法など気にしてはやっていられない。

			　砕けた態度で、ユウトはヴェルガへ話しかける。

			「お陰で、俺は遙か東へ逃げ出す羽目になった」

			「それは羨ましい。妾はこんな玉座に縛(しば)られておるというに。夫を待つ妻の心境よの」

			「だいたい、こっちから条件をふっかけたら、あっさり乗るところだったでしょう？」

			「ふふ。婿殿は、相変わらず聡(さと)い。会話が楽で良いわ」

			　見るだけで腰砕けになりそうな笑顔と声で、ヴェルガがユウトを褒(ほ)め称える。

			「ロートシルトとの相互不可侵条約。この程度であれば受け入れるつもりだったのだがの」

			「やっぱり……。止めさせて良かった」

			　実際、ロートシルト王国の宰(さい)相(しよう)、ディーター・シェーケルからはそんな提案もあったのだ。相手の出方を確かめるという意味では有効だが、この場合、相手が破格過ぎる。

			「万が一だけど、条約結んで平和になるのは悪いことじゃ……うわ、アルシアから殺気が」

			「なにを言っているんです、ラーシア。殺気なんて、私には出せませんよ。あと、ユウトくんを手放した瞬間、条約を破棄して攻め込んでくるでしょうね」

			「妾は、そこまで事を急く真似はせぬぞ。破棄をするのは、満足行くまで婿殿と逢瀬を重ねた後よ」

			「破棄をするのは確定なのね……」

			　げんなりとアカネがつぶやく。

			　条約破棄自体は世界史の教科書に先例がいくつも載っているが、ユウトが連れ去られるのだけは我慢ならない。

			「まったく。なんで、人払いしてるのかよく分かった」

			　こんな話を誰かに聞かせるわけにはいかないだろう。玉座の近くに侍るダークエルフも、平静を装うので精一杯だ。

			「しかし、これを手ずから運んできたということは、婿殿も同意見……ということかの？」

			　今、この瞬間だけは女帝の威厳はない。

			　まるで告白の答えを待つ乙女(おとめ)のように、ヴェルガが不安げな顔を見せる。

			「最初から言っている通りだよ。フィアンセは三人になったけどな」

			　まさか、自分の人生でフィアンセなんて言葉を使う日が来るとは。なにがあるか分からないものだと、ユウトは別の意味で苦笑を浮かべる。

			「なんともいけずなことよの。妾は、これほど愛し、初めての接吻すら捧げたというに」

			「へ、陛(へい)下(か)!?」

			　思いがけない言葉を聞いて、シェレイロン・ラテタルは暫時、自らの立場を忘れた。ダークエルフ特有の細い目をさらに鋭くし、視線で射殺そうとするかのようにユウトをにらみつける。

			　これでは、どちらが被害者で加害者か分からない。

			「なにが捧げたですか。一方的に奪っておいて」

			（あ、そういえば……）

			　アルシアとは、そういうことをしていなかったと今さらながら気付く。

			　するのか。

			　するのだろう。当然だ。

			（ま、まあ。今は考えない考えない）

			　甘美な想像を振り払い、ユウトは目の前のヴェルガに集中する。

			「そちらの申し出は正式にお断りします。この件に関しては、交渉も駆け引きもしません」

			　ユウトの明確な拒絶。

			　しかし、玉座に座る女帝は、目を瞑(つむ)りその言葉の意味をゆっくりと咀(そ)嚼(しやく)する。

			「相分かった。妾も、簡単にどうにかなるとも思ってはおらぬ。部屋を用意させておるゆえ、ゆるりと逗留するがよかろう」

			　ヴェルガの簡単には帰さぬぞという宣言で、最初の謁(えつ)見(けん)は終わりを告げた。

			　はっきりと断ったものの、本題――地球への帰還方法――にも入っていないのだから、ユウトとしても帰るわけにはいかない。

			　ヴェルガが退出するのと同時に現れたサキュバスの侍女たちの先導で、エボニィサークルの城内を再度移動することになった。

			　侍女と言っても、身につけているのは露出度の高い――というよりは要所しか覆っていないレザードレス。

			　寝室以外のどこで見ても違和感のある装束だが、それをまとっているのが娼婦の如き淫猥さを振りまくサキュバスだと、違和感はない。

			　ただし、エグザイルとラーシアはまったく興味を示さず、ユウトも一(いち)瞥(べつ)して眉をひそめただけとあっては、宝の持ち腐れといったところだが。

			「なんというか、根本的にいろいろ違う感じだよね」

			「そうだな。ユウトも厄介なのに目を付けられたものだ」

			「必要なことだって、やったことは後悔してないけど、やぶ蛇だったよなぁ」

			　謁(えつ)見(けん)の間と同じく、黒御影石で造営された黒(こく)檀(たん)の城。アカネ以外は、〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の本拠地、黒妖の城郭を思い出していた。悪の城というのは、似通うものらしい。

			「でも、案外あっさりと引き下がったわね」

			　足下の絨(じゆう)毯(たん)や壁のレリーフ、タペストリなどの装飾に目を奪われながら、いろいろと衝撃的な展開があった割には元気そうな声でアカネが言う。

			　今は平気かもしれないが、後でちゃんとフォローをしようとユウトは心に誓う。

			　ただし、それが果たされるのは相当先の未来になるのだが。

			「アカネ、まだ油断は禁物だぞ」

			「そうね。なにを仕掛けてくるか分からないわ」

			「ボクたち、なんの話をしてるんだろうね？」

			「戦争」

			　侍女に聞かれるのも気にせず、不穏な会話を続ける仲間たち。

			　最も穏やかではないのは、無表情に武力行(こう)使(し)を語るヨナだろうか。

			「こちらがぁ、お部屋になりますぅ」

			　やけに媚びた声と動きで、サキュバスの侍女が扉の前で立ち止まった。

			　重厚な木製の扉は、様々な種族の客人を想定しているためか、エグザイルの倍ほどもある。

			　意味もなく体をくねらせ、サキュバスの侍女が扉を開けると豪(ごう)奢(しや)な室内が露わになった。

			　今まで目にしてきた黒(こく)檀(たん)の城というイメージ。

			　あっさりとそれを覆す、きらびやかな部屋だった。壁は金糸・銀糸で飾られ、シャンデリアから放たれる光で、室内が輝いている。

			　家具も調度も、ひと目で高級品と分かる品ばかり。

			　居室として考えると落ち着けないかもしれないが、大国の威光を示すには充分だった。

			「魔道具(マジツク・アイテム)もあるみたいだけど、有害なのは……ないかな？」

			　ユウトはこっそりと《魔力感知(センス・マジツク)》を使用してみたが、危険な呪文や魔道具の痕跡は見つからない。

			　また、安全をアピールするためか、まずサキュバスの侍女から室内に足を踏み入れた。

			　ラーシア、エグザイルが部屋へ入っていくのを確認し、いつまでもここにいても仕方ないとユウトがそれに続く。

			　それが間違いだった。

			「……そう来たか」

			　ユウトの目の前には、先ほど見た豪(ごう)奢(しや)な来賓室ではなく、窓ひとつない薄暗い空間が広がっている。

			　苔むして、壁の所々には血の跡があり、鎖、金属の輪、火かき棒、ベッドなど、なんに使うのか分かりたくない器具がそこかしこに置かれていた。

			「というか、地下牢だよな」

			　妖樹の御子ニーケンララムの眷属がファルヴ城塞を襲(しゆう)撃(げき)してきた際に使用した《魔導師の閂(ウオー・ロツク)》という理術呪文がある。

			　建物ひとつを対象とし、その効果時間中に正規の手段によらずその建物へ侵入した者は、予め設定した場所に瞬間移動させられ、様々な洗礼を受ける。

			　あの部屋にはそれと似たような呪文がかけられていて、ユウトだけが転送させられたのだろう。

			「そうなると……」

			「待っておったぞ」

			　地下牢の奥。

			　場違いなほど贅沢な背高椅子が置かれたそこから、サキュバスよりも淫らな半神が潤(うる)んだ瞳でユウトを見つめていた。

		

	
		
			４・女帝の誘惑

			　

			（地下牢でドラゴンに遭遇したら、こんな心境かな……）

			　ユウトは、諦めの成分が入り交じったため息を吐いた。

			　自分の感想が、まったく的外れなことに気付いたからだ。

			　今さら、ちょっとしたドラゴン程度でこんな気分になることはない。

			「ここは、我が国にとって記念すべき場所でな」

			　そんなユウトの様子に気付くことなく、ヴェルガは上機嫌で説明を続ける。

			「父ダクストゥムの忠実なる信徒であった母ベアトリーチェが、地上で数万の信徒の命と魂を捧げ、我が父の降臨を希(ねが)う儀式を行ったのだ。結果、顕現されたのがこの場での」

			　悪神ダクストゥム。

			　ヴァルトルーデが奉じる〝常勝〟ヘレノニアの兄弟神にして、不(ふ)倶(ぐ)戴(たい)天(てん)の大敵。力による支配を肯定し、博愛や自己犠牲を唾(だ)棄(き)する。

			　悪の相を持つ亜人種族や悪に堕ちた人間たちからも厚く信奉され、特にその教団は密かに村や町を支配し、悪政を敷くこともあった。

			　その苛烈な神性とは裏腹に、片目のない、匂い立つような美少年の姿で描かれることが多い。

			「さすがにすべてを降臨させるには至らず、我が父の存在を裂いたようなものだったそうであるがな。以後百年ほど、天上へ戻らんとする父と、引き留め誘(ゆう)惑(わく)する母との愛の巣となったのじゃ。ま、往時の器具はあまり残ってはおらぬがな」

			「その話、ガチだったのかよ……」

			　この辺りの逸話は、ユウトも聞いたことがある。

			　ただし、伝説や伝承として。

			　その関係者から聞かされると……生々しい。

			「当然じゃ。そして、妾がここに存在しておる以上、二人に愛が芽生えたのも自明の話であるな」

			「朱音なら、下克上ギリシャ神話とか言いそうだなぁ」

			　そんな益体もない感想が出るということは、自分にまだ余裕がある証拠だろう。それに気付き、アカネに感謝をする。想像上の彼女は嫌そうな顔をしていたが、そこは無視した。

			「その話の流れで、俺がここにいるということは……」

			「妾は、他に愛の育み方を知らぬがゆえな。拒絶する婿殿が悪いのだぞ？」

			「その理論展開はおかしい」

			　愛されないなら、相手の精神を作り替えればいいとでも言うのか。

			　おかしい。おかしいが、悪の女帝の行いと考えると、妥当なのかもしれない。

			　……当事者になりたくなかったが。

			「さすがに、百年は俺の寿命が尽きちゃうけどな」

			「なにを言うておるのか」

			　女帝は淫靡に笑い飛ばす。

			「不老不死……とは言わぬまでも、不老長生の術など、婿殿であればいくらでもあろうに」

			　その身を不死の怪物(アンデツド)と化す、秘法にして邪法は存在する。

			　肉体の若さを保つだけであれば、そのための理術呪文も開発できるだろう。

			　ただ、今のユウトにはまったく魅力的ではない。ヴァルトルーデたちとともに、老いて死ぬ。そこまでのイメージはないが、同時に永遠を求めようとも思わない。

			「つまり、俺が陥(お)ちるまで死なせないぞと？」

			「そうとも言うのう」

			「ちなみに、今、ダクストゥムとベアトリーチェは、どうなってるんだ？」

			「天上に昇り、仲むつまじく過ごしておるぞ」

			「純愛だなぁ」

			　素敵な未来予想図に、ユウトは涙が出そうになる。

			「まあ、時間はあるし、相互理解のため少し話をしようか」

			「意外と素直な反応よの」

			「今頃、仲間たちが頑張ってるだろうからね。俺は、慌てず騒がず救助を待てばいい。あと、変に抵抗して襲われたくない」

			　開けっぴろげに意図を説明し、他に場所もないのでベッドに座った。

			　壁に並べられ、あるいは床に散乱する、手枷・足枷・首輪といった拘束具。それに鞭や針、空瓶などから放たれる重圧に負けた結果でもある。

			「信用がないのう」

			「この状況で、どう信用しろって？」

			「良いのう、この打てば響く会話。妾と相対して臆さぬ。それだけで、離したくなくなる。まさに、愛じゃな」

			　とりあえず、人権蹂躙は避けられそうだとほっとする。

			　なにせ、大魔術師(アーク・メイジ)であるこのユウト・アマクサにしても、ここから逃げ出す術が思いつかないのだから。

			　見かけはただの地下牢だが、神との愛の巣というだけあって、この場は瞬間移動の効果が阻害されている。それなのに出入り口が見あたらないのはつまり、この半神だけが行き来し、設備を使用できる特権を有しているということなのだろう。

			　その女帝が席を立ち、ユウトの隣――ベッド――へ、しゃなりと移動する。

			　近い。

			　今まで感じなかった熱い吐息が、ユウトの肌と鼻孔を刺激した。脳がしびれるような甘い香り。嗅いだことなどないが、南国の食虫植物を連想する。

			　今さらながら、ベッドに座ったのは失敗だったかもしれない。

			「それで、婿殿はどのような愛の言葉を語ってくれるのかの」

			「愛についてかもしれないけど、二人の愛についてではない」

			「ほう」

			　先ほど、ヴェルガはユウトと話しているだけで楽しいと言った。

			　それは、ユウトも同じ。

			　波長が合うのか、相手の受け答えが上手いのか。ただ会話をするだけで気分が高揚する。

			　ヴァルトルーデとは正反対の、悪の魅力。

			　ふと、考える。

			　もし、最初に出会ったのがヴェルガだったら、自分はどうなっていただろうか……と。

			「俺が、貴女の求愛を受け入れられない。その理由を語ろうかなと」

			「それは興味深いのう。と、いうことは、他の女(おな)子(ご)に惚(ほ)れているからという下らん理由ではないわけじゃな？」

			「こっちも、下らない理由だけどな」

			　いや、この淫蕩で奔放で蠱惑的な半神と、自然と恋に落ちることはなかっただろう。

			　二人の性質は、あまりにも違いすぎた。

			　それでも、ここを訪れる前にいろいろはっきりさせて良かったと心から思う。

			　ヴァルトルーデへの、アカネへの、アルシアへの気持ち。そして、指輪を贈ったという責任感。その両者がそろっていなかったら、転んでいたかもしれない。

			「俺が生まれてから今まで培ってきた価値観と、ヴェルガ……貴女の、貴女たちの思考はあまりにも違いすぎる」

			「確かにつまらぬが……。根源的な理由ではあるの」

			「あの死巨人(タナトス)――ボーンノヴォルから、ちょっとした騒動を聞いてるだろう？」

			「じいさまが、奴(ど)隷(れい)を一匹踊り喰いしたという話であろう？」

			　なにが問題か分からないと、隣に座るヴェルガが可愛らしく小首を傾げた。

			　奴隷。つまり、それが種族として悪の相を持つホブゴブリンだろうと、あるいは喰われたのが人間であっても違いはない。奴隷という立場でのみ、認識されている。

			　ある意味で公平。

			　同時に邪悪。

			「人が家(か)畜(ちく)を食らう。巨人が、人を食らう。そこに、いかなる違いがあろうか」

			「知能が違う、なんて言うつもりはないよ。違うのは文化だ。そしてそれは、俺たちの行動を規定し、好悪の判断をする基準になる」

			「これは異なことを」

			　目に挑戦的な光を浮かべ、ヴェルガがとろけるような微笑を浮かべる。

			「正義？　善？　いかにも、自己催眠の好きな輩(やから)が言い出しそうなことよ。気にくわないのであれば、抵抗すれば、実力で止めれば良かったのだ」

			「それは……」

			　確かに、その通りだ。

			　悪。

			　思うがままに振る舞い、理性による掣(せい)肘(ちゆう)などあざ笑う。そこにあるのは、たったひとつのルール。

			　力。

			　他者を従え、自らを貫き通す、シンプルな法則。

			「のう、婿殿よ……」　

			　とろける声音。淫らな瞳。甘い吐息。

			　男を骨抜きにする仕草で、女帝は驚くべき提案を口にした。

			「なれば、婿殿がこの国を統べ、変えてみるかや？」

			「なん……」

			「善だの悪だの、妾にはこだわりなどありはせん。臣民の性に任せておるだけのこと。なれば、婿殿が指揮を執り、巨人どもに開墾をさせ、ゴブリンどもに作物を育てさせ、オーガどもに人ではなく家(か)畜(ちく)を食らえと命じれば良い」

			　まさに、悪魔の誘(ゆう)惑(わく)。

			　甘美な言葉。

			　ヴェルガの燃えるような赤毛から香る甘い匂いが、ユウトの脳髄をしびれさせる。

			「力こそすべてよ。婿殿に力があれば、皆、喜んで従うであろうよ」

			　そんなことが、可能なのか。

			　可能だとして、それは正しい行いなのか。

			　平和にはなるだろう。

			　実現すれば、だが。

			　ああ、そう。そうだ。

			「それは机(き)上(じよう)の空論だ」　

			「そうかの？　魔力・財力・権力・暴力。婿殿も、すべて最大限に有効活用しておるではないか。素晴らしいではないか」

			　一緒だ。力で支配する、力がすべてであるこの帝国のあり方も、ユウトたちがやってきたことも、繋がっているのだと半神は言う。

			「違う……。違う……」

			　圧倒されながらも、ベッドの上を奥へ奥へと追いやられながらも、ユウトは否定を重ねた。

			「違わぬよ。いや、違っていても構わぬ。婿殿が望む結果となれば、そこになんの違いがあろうか」

			　さりげなく、けれど確実にユウトを奥へ押しやり、ついには押し倒して馬乗りになる。

			「もう、逃がしはせぬよ」

			　やっと念願叶うと言いたげにヴェルガが吸い付きたくなるような朱唇を歪(ゆが)めると、それが引き金だったかのように、ベッドの四隅から枷(かせ)が伸びた。

			　それは、誰が命じるでもなくユウトの両手両足に取りつき、しっかりと拘束する。

			「小難しい話はもう良かろう？」

			　いつの間に、どこから取り出したというのか。

			　ヴェルガは魔法薬(ポーシヨン)のビンを取り出していた。その栓を開封すると、躊(ちゆう)躇(ちよ)なく一気に飲み干す。

			「うくっ……。はあぁ…………」

			　白い液体が口の端からこぼれ落ち、一層淫猥に彼女を彩る。

			「母が妾を身(み)籠(ごも)るのには、かなりの苦労があったようでな。こればかりは、愛だけではいかんともしがたい問題ゆえ、最後にはこの霊薬を調合したのよ」

			　魔法薬は文字通り、理術呪文や神術呪文の効果を封じ込めたものだが、霊薬は薬効のある植物などを煎じ魔法的な加工を行った薬品だ。

			「これを飲んでから行為を行えば、百発百中よ。今こそ、本(ほん)懐(かい)を遂げさせてもらう」

			「いや、ちょっ」

			　ヴェルガの瞳は興奮に潤(うる)み、頬と言わず顔と言わず、全身が真っ赤に染まっている。

			　こうならないように、無理矢理されないようにあんな話をしたというのに、結果はこれだ。

			　もしかすると、この部屋に気付かない仕掛けがあったのかもしれない。半神であるヴェルガの声には、なんらかの効果が付加されていたのかもしれない。

			　だが、それに気付いたところで、もう手遅れだ。

			　彼女を覆う闇の褥(しとね)のようなドレスが乱れ、白い肌と豊満な乳房がまろび出ようとする。

			「やめっ」

			　ユウトが、乙女(おとめ)のような最後の抵抗を示したとき。

			　――唐(とう)突(とつ)に、壁が崩れた。

			　文字通り、完全にそのままの意味で。

			　土煙が晴れ、その向こうに神の恩(おん)寵(ちよう)を得たとしか表現できない美貌が浮かび上がる。

			「私の夫から、離れてもらおうか」

			　天上の美を体現するかのような相貌には、怒りも憎しみもない。

			　完全に表情を消した聖堂騎士(パラデイン)が、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)の切っ先を向けて、淡々と語る。

			「さもなくば、ヴェルガよ。己が帝国の死刑執行書に、自ら署名をすることとなるぞ」

		

	
		
			５・聖女vs女帝

			　

			「ヴァル！」

			　ギリギリで助かった。

			　歓喜を込めて愛する少女の名を呼ぶが、当然、拘束具はそのまま。まともに、ヴァルトルーデの顔も見られない。

			「無事だな!?」

			「ああ。危機一髪だったけどな」

			「よもや、これほど早く現れるとはの……。よほど婿殿が心配だったと見える」

			「ユウトから離れてもらおうか、今すぐに」

			　駆け寄りたいだろうに、ヴァルトルーデはぐっとそれをこらえる。代わりに、少しずつベッドへと近づいて来た。討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を構える姿に隙はない。

			　だが、珍しく呼吸を乱し、汗ばんでいることからも、彼女がいらだち焦っているのは明らか。

			「ヴァルトルーデ・イスタス。そなたこそ出て行くべきであろう。それとも、愛の巣へ踏み込むのが聖堂騎士(パラデイン)の仕事だったかえ？」

			「愛の巣だと？　この禍(まが)々(まが)しい空間のどこに、愛があるというのだ」

			「今少し時間があれば、妾の胎(はら)に愛の結晶が宿るところであったのだがな」

			「勝手に話を進めるんじゃねえ」

			　ヴェルガが淫微な手つきで幸せそうに腹をさする行為で、言わんとするところ、そして、行おうとしていた行為にヴァルトルーデも気付く。

			　本当に間に合って良かったという安堵、みすみすユウトの身を危うくしてしまったという悔恨、そしてヴェルガへの言葉にならない感情。

			　一瞬で、様々な想いに身を焦がす。

			　しかし、激発はしない。

			　ヴァルトルーデをこの場へ送り込むため、身を挺してくれた仲間たちがいる。助けなくてはならない人がいる。

			　だから、怒りのなかにも冷静さは絶対に失わない。

			「婿殿、このまま大人しゅうの」

			　ユウトにのしかかったままヴァルトルーデの相手をしていたヴェルガは、まるで子供を寝かしつけるかのような優しい言葉を発した後、ベッドから降りた。

			「来たれ悪の三権(リゲレイア・トリニテイ)よ」

			　王錫・王冠・指輪。

			　悪の王権を象徴する三つの秘宝具(アーテイフアクト)を呼び出し、恋敵へと向き直る。

			「さて、かくも短時間で姿を現した理由。死ぬ前に、教えてもらえるかの」

			「ユウトがそう願ったからだ」

			「要領を得ぬな」

			　普段の淫らさを感じる声音とは異なり、怒気すら巡らせて不機嫌そうに女帝が言った。

			「お互いに、時間稼ぎをする必要はあるまい」

			　輝くような美貌に闘志をみなぎらせ、やや腰を落としたヴァルトルーデが突撃の体勢をとる。

			　その全身から霊気が溢れ、聖なるオーラがヘレノニアの聖女の全身を覆った。

			　聖堂騎士(パラデイン)の本気を感じ取り、ヴェルガも王錫をしっかりと握り直す。

			「征くぞ」

			　ヴァルトルーデがぐっと力強く大地を蹴り、風のような速度で悪の半神へと肉薄した。板金鎧(プレートメイル)の重さを感じさせない加速。

			　そこから繰り出される、炎の精霊皇子イル・カンジュアルの巨槍を打ち砕いた突撃。

			　いかな半神であろうとも、まともに食らえばこの部屋の壁と同じ末路をたどるだろう。

			「《障壁(シールド)》」

			　それに対し、ヴェルガは王錫を軽く振るって不可視の盾を作り出した。

			　理術呪文のように、呪文書は必要としない。神術呪文のように、祈りも必要ない。超能力(サイオニツク・パワー)のように精神力も消耗しない。

			　秘跡(サクラメント)。

			　神に等しきものたちが行(こう)使(し)する、魔法にも似た――それでいてより高度な現実改変能力だ。

			「やあぁッッ」

			　けれど、そんなものは関係ない。

			　ヴァルトルーデが半神へと愚直に剣を振るう。遙か手前で不可視の障壁に阻まれるが、打ち砕けばいいだけとそのまま討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)に力を込めた。

			　金属を打ち合わせたかのような、高く澄んだ音色が響きわたる。

			　だが、それも一瞬。

			「ほう。やるではないか」

			　今度は、ガラスを割ったかのような破砕音が室内を満たす。

			　半神の防御壁を打ち破ったヴァルトルーデ。数多(あまた)の悪を打ち倒してきた一撃を、あっさりいなしたヴェルガ。どちらをより賞賛すべきか。

			　事象としては、不可視の障壁はあっさりと砕け散り、さしもの女帝も後退を余儀なくされる。

			　つまり、ユウトから離れた。

			　その事実を前に少しだけ顔をしかめるが、ヴェルガはすぐにいつもの余裕を崩さない。
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			「大したものよの。だが、この城の兵力すべてを討ち果たしたとは、到底、思えぬが」

			「ユウトが私に託してくれたのだ」

			　ヴァルトルーデが懐から指輪を取り出した。

			　プロポーズの時にユウトが贈った、状態感知の指輪。

			　彼女はそれによってユウトの位置を特定し、一直線にその方向へと進んだのだった。

			　即ち、ヨナが精神力を振り絞って次々と超能力(サイオニツク・パワー)を発動させては床に穴を穿(うが)ち、エグザイルやラーシアが近衛兵をさんざんに打ち負かし、アルシアがそれを支援した。

			　経路を一直線ではなく、一直線に道を造った。その結果として、ヴァルトルーデはここにいた。

			「なるほどの。要所に配置した兵が無駄になったわ」

			「あの玉座の間に護衛がいなかったのは、そのためかよ」

			　未だベッドに拘束されたままのユウトが、うめくように言った。

			　つまり、最初から拉致・監禁する予定だったのだ。

			「《雷光連鎖(ライトニング・チエイン)》」　

			　ヴェルガがかざした指輪から、雷鳴の奔流が溢れ出た。

			　白い雷光が幾条も、美しき聖堂騎士(パラデイン)めがけて殺到する。

			「ユウトは渡さぬ。悪には屈さぬ」

			　だが、その程度なんだというのだ。秘跡(サクラメント)だからといって、やることは変わらない。

			　ヴァルトルーデは、そのすべてを見切り、かわし、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)で切り裂き、幾本かは当たるに任せた。ヘレノニアの聖女を貫いた雷光はしかし、会談の前から準備していた《抵抗力増幅(スペリアー・レジスト)》や《精霊円護(エレメンタル・サークル)》に阻まれ痛(つう)痒(よう)を与えることもできない。

			　不変。

			　味方にはこの上ない安心感をもたらし、敵対者にはいらだちを与える。

			「お、ユウト。囚(とら)われのお姫様だね」

			「ラーシア！」

			　そんな激戦をかいくぐりやってきた草原の種族(マグナー)。

			　指こそ指していないが、面白がるようにユウトをからかう。もっとも、いろいろと未遂だったから言えることだが。

			　ユウトも逃れようと必死に身をよじるが、がちゃがちゃと鎖を鳴らすだけ。

			　諦めて、ユウトはラーシアに哀願する。

			「この枷、外してくれ」

			「別に良いんだけど、横からボクなんかが手を出して良いものかって悩みどころなんだよね」

			「ヴァルに助けてもらうまで待つとか、なんかもう、男としていろいろと終わりだろ」

			　必死に身じろぎし、逃れようとしながらユウトはうめく。

			　確かに、ヴァルトルーデならこんな鎖はいとも簡単に切り裂いてしまうことだろう。

			　だが、そんな未来はユウトのプライドにとって、あまりに残酷すぎた。

			「仕方ないなー。ちょっと待ってね」

			　どこからともなく取り出した七つ道具(セブン・ダブ)で、枷を取り外そうとするラーシア。

			　目の前では、聖堂騎士(パラデイン)と女帝の戦いは続いている。

			「《破邪撃滅》」

			「《縛炎(ブラスト)》」

			　炎の鞭が幾条も迫り、ヴァルトルーデをからめ取ろうとする。

			　彼女はそれを討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)で切り払うものの、ヴェルガへ近づくことはかなわない。

			「善の、正義のなんと不自由なことか。それほどの力がありながら、理性や戒律に縛(しば)られるとはの」

			「なにがおかしい」

			「婿殿にも言うたがの、ヴァルトルーデ・イスタス。なぜ、もっと自由に力を振るおうとせぬか。ロートシルト王国になど、縛(しば)られておるのか。めんどくさいであろう？」

			「なにを言っているのか分からんな」

			　本当に、意味が分からないとヴァルトルーデは剣を下ろす。

			「我が剣は、私だけのものではない。神と正義の名の下に振るわれるものだ」

			「では、正義とは善とはなんぞ？」

			「それは言葉にできぬもの。私が、私たちが常に問い続けていくものだ」

			「なんと恣意的であろうか」

			「当然だ。私は人間だぞ。私たちは感情を持った、ただの人間だ」

			　無(む)謬(びゆう)などあり得ない。

			　判断に情緒も混じるだろう。

			　だが、それでも。

			「それでも、神が示された道に従い、自らが信じる正義を行う。それが、私の生き様だ」

			　それは、なんと困難な道だろうか。

			　力こそがすべて。その、なんとシンプルなことだろうか。

			「ああ……。そうか。そうなのか」

			　困難だからこそ、善。

			　安易だからこそ、悪。

			「よく分かったよ。ありがとう、ヴァル」

			　手枷を外してもらったユウトは、ベッドから出ながらすっきりとした顔で言う。

			「ヴェルガ、やっぱり俺はあなたの配偶者になんてなれない」

			「婿殿……」

			「確かに、俺は俺の力を使ってきた。それでも俺は、見知らぬ誰かだからといって、踏みにじって良いとは思えない。力を持っているからといって、なにをしても良いとは思わない」

			　その真剣な表情に、ヴェルガはこれ以上の求愛を諦めた。

			　今のところは。

			「仕方あるまい」

			　ヴェルガが地下牢の奥にある背の高い椅子に座り、矛を収める。

			　もう、敵意は感じられない。

			　それでも警戒は解かず、ヴァルトルーデは相手の行動を待つ。

			「思想の違いはあったが、容姿で嫌われたわけではないようだしの」

			「なっ!?」

			「まあ、そこなヴァルトルーデ・イスタスを見ても、相当な器量好みであることは明らか。そう思えば、妾が袖にされるなどあり得ぬわな」

			「牽強付会の見本を見た気分だ……」

			「まったく、どこまでも度しがたい」

			「いや、結構的確な評価じゃない？」

			　ラーシアの意見は黙殺された。

			　ヴァルトルーデも討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を鞘(さや)に収め、今度こそ自重せずにユウトへと駆け寄った。

			「心配したぞ」

			「ごめん」

			「あっさり、押し倒されていたな」

			「面目ない」

			「間に合って良かった。本当に、良かった……」

			「ありがとう……」

			　恋人たちの逢瀬。

			　ヴェルガは、むつみ合う二人を祝福――するはずもない。

			　物理的な手段では二人を引きはがせないと知った女帝は、驚きで迎えられると確信する次の謀略を口にする。

			「では、妾の帝国が悪をなさぬため、ひとつ協力をしてもらおう。それでお互い、貸し借りなしとしようではないか」

			　その予想外の内容に、ユウトとヴァルトルーデは目を丸くした。思わず、二人の距離が開いてしまう。

			　最低限の目標は果たされ、女帝は淫猥に微笑んだ。

		

	
		
			６・女帝の提案

			　

			「ユウトくん、無事ですか？」

			　女帝が続きを口にしようとしたそのとき、新たにアルシアが駆け込んできた。

			「そこで、先に来てるはずのヴァルの心配をしないのが、なんと言うか、なんと言えばいいのか、なんと言うべきなのか？」

			「あれ？　先に来たのはヴァルだけじゃないよね？　ボクの存在が省略されてない？」

			　負の歴史を詰め込んだような地下室へ駆け込んできたアルシアを、余裕を取り戻したユウトは傷ついたと言わんばかりの演技をして迎え入れる。

			　もちろん、ラーシアを抜いたのはわざとだ。

			　こんな会話ができるのも、ヴァルトルーデが油断なくヴェルガを警戒してくれているからだが。

			　そして、アルシアを皮切りに、残る仲間たちも一斉になだれ込んできた。

			「そうか。ヴァルはちゃんと間に合ったか」

			「良かったわ……。ほんと、勇人が無事で」

			「でも、最悪の場合こっちで慰(なぐさ)める手もあった……」

			「助かったから言える冗談だよな、ヨナ？　そうだよな？」

			「……もちろん？」

			「アルシアさんやヴァルがいて、ヨナちゃんがこんな風になった理由が気になるわ」

			　ラーシアが視線をそらす。

			　つまり、そういうことだった。

			「やれやれ。情けなきことよの。結局、好きなようにやられただけではないかえ」

			　ここに来るまでに神術呪文で治療はしているのだろうが、パーティーは誰一人として負傷してはいない。一方、ヴェルガ帝国の兵が姿を現す気配は感じられなかった。

			「のう、婿殿。今なら、妾を討つことができるかもしれぬぞ？」

			「俺は暗殺者じゃなくて、外交特使だ。話があるというのに、そんなことはしないさ」

			　ユウトはそう言ってから、何度見てもいつ見ても必ずどきりとさせられるヴァルトルーデの美貌を見やる。

			　彼女も、それで良いとうなずいていた。

			　だが、その笑顔は次にヴェルガが発した言葉で固まってしまう。

			「それは残念。討ち果たされ、弱った妾を性奴(ど)隷(れい)として連れ去る……という脚本もありえると思っていたのだがの」

			「性奴隷って……」

			「アカネ、私は悟ったぞ。この女の世迷い言を真面目に捉える必要などないとな」

			「それは良いのですが、まったく諦めていませんね……」

			　ユウトには、世迷い言どころか、かなり本気ではないかと感じられたが、賢明にも沈黙を守った。代わりに、説明を求める。

			「場所を変える必要がないのなら、早く話を聞きたいな。俺たちに、なにをやらせるつもりなのか」

			「求められるというのも、悪くはないの」

			　くっくと喉の奥で淫靡な微笑を浮かべ、ヴェルガが赤い唇を開いた。

			「この帝都のさらに北には、永劫密林と呼ばれる土地が広がっておる」

			「永劫密林？」

			　ユウトが即座に聞き返したのは、それが意外だったからに他ならない。

			　ヴェルガ帝国の北には山地が広がっているだけだったはず。そう思ってユウトは仲間たちの表情を窺うが、誰も心当たりはないようだった。

			「そうじゃろうな。なにせ、これは国家機密であるしのう」

			「農作物を生産できる平野の存在を隠匿するのなら、意味があるかもしれないけど……」

			　それは、ヴェルガ帝国の在りようからすると違和感がある。

			　豊かな土地に侵攻し、さらい、奪うのがヴェルガ帝国の経済活動。国家規模の開墾など、できるできない以前にやるはずがない。

			「それに、隠しきれるものか？」

			「その疑問はもっともであるな。だが、こう考えれば矛盾はなくなろう。永劫山脈が、つい最近になって、永劫密林に姿を変えたのだと」

			「山地が吹き飛ぶような天変地異が？　そんなことが起こって、外に隠し通せるとも思えませんが」

			　アルシアの当然の指摘。

			　ユウトも同意見で、悠然とたたずむ女帝へ説明を求める視線を送る。

			「次元竜(クロノス・ドラゴン)」

			　それに対する応答は一言。

			「次元竜？」

			　ヴァルトルーデとエグザイル。そして、ブルーワーズへ来て日の浅いアカネは、聞いたこともないと首を傾げる。

			　一方、残る四人は、伝説でのみ語られる最上位種ドラゴンの名に、言いしれぬ不安を憶えた。

			「五十年ほど前だったかの、どこからともなく永劫山脈に次元竜ダァル＝ルカッシュが出現しおった。なんの前触れもなく、唐(とう)突(とつ)に」

			　次元竜は希少性や特殊性から、上位種ドラゴンとして知られる黄金竜(ゴールドドラゴン)や赤竜(レツドドラゴン)よりも、さらに上位に位置づけられる。

			　短時間ながらも時を止め、遍在し、次元をも越えることができるという。

			　また、長く生きたドラゴンは、固有名を持つ。つまり、ダァル＝ルカッシュと名乗る次元竜(クロノス・ドラゴン)は強力な個体であるという証拠でもある。

			　だが、それは戦闘能力の高さを保証はしない。

			「それが神話級のドラゴンだったとしても、ヴェルガと吸血侯爵ジーグアルト・クリューウィングや死巨人(タナトス)のボーンノヴォル辺りが一緒なら、対処できないとは思えないけどな」

			「それは買いかぶりすぎよ。気付いておろう、妾の弱点には」

			「我がイスタス伯爵領に不法侵入したときのことを言っているのか？」

			　ヴァルトルーデの問いに、ヴェルガは首肯する。

			「いかにも。妾が妾の帝国から長く離れることはできず、他の地へ赴(おもむ)いても著しく制限がかかるのは、我が母ベアトリーチェが天上へと昇ることを許された代償のようなものでの。まあ、だからといって、この世へ影響力を行(こう)使(し)できぬわけではないのだが」

			　そもそも、この半神の女帝が自由に行動できていたなら、既にこのブルーワーズは一色に染まっていたことだろう。

			「答えになってないな。まさか、その永劫密林の支配者は次元竜になっているって言うんじゃ……」

			「しかり」

			　悠然と、ヴェルガはあっさりと認めた。認めてしまった。

			「……まだ、隠し事があるな？」

			　それでも、総力を挙げれば次元竜を殲滅できないとは思えない。

			　それに、永劫山脈と永劫密林の関連も、まだ語ろうとしない。

			　そのミッシングリンクを埋める要因が存在するはずだ。

			「これから話すところだったのよ。夫婦(めおと)の間に、隠し事などあるはずがなかろう？」

			「誰と誰が夫婦だ。それよりも、先を続けてもらおうか」

			　不機嫌そうな。いや、実際に不機嫌なヴァルトルーデ。

			　そんな彼女の頭を撫でてあやしながら、ユウトはヴェルガに聞いた。

			「手出しが難しくなるような、なにかがそこにあるんだな？」

			「いかにも。これは妾たちも掴んでおらなんだのだが……。永劫山脈には――」

			　ヴェルガがいたずらを仕掛ける童女のように無邪気に、

			「ファルヴに存在したモノリス――」

			　しかし、淫蕩な笑顔で、

			「――それと同種のモノが、存在しておるのよ」

			　と驚(きよう)愕(がく)に値する事実を告げた。

			「ああ……」

			　ユウトの頭のなかで、ピースが次々にはまっていく。完成した絵には、ヴェルガが企図した謀略の風景が描かれていた。

			「その魔力を食らった次元竜(クロノス・ドラゴン)は、耐えきれず狂いおってな。永劫山脈一帯の次元境界を曖(あい)昧(まい)にして密林に書き換え、巨大な爬虫類が跋(ばつ)扈(こ)し、それは今なお拡大を続けておる。妾たちは、異境化と呼んでおる現象よ」

			「次元竜を倒せば、その異境化は元に戻る？」

			「否、じゃな。拡大が止まるのみと、我が父は申しておる」

			「それは……」

			　確実すぎる情報だ。

			　仲間たちが理解しやすいように、ユウトは状況を整理する。

			「そのモノリスの使用権を与える。その代わりに、次元竜ダァル＝ルカッシュを滅ぼす」

			「国土の侵蝕は食い止められ、代わりに密林を得るのだな？」

			「そして、実のところどちらが勝ってもヴェルガ帝国に損はありませんね」

			「婿殿一人を残して双方全滅……というのが、妾にとっては理想的では、あるの」

			　正直すぎる願望に、もはやため息も出ない。

			「《引寄(アポーツ)》」

			　そんなユウトたちの前に、巨大な頭部が降ってきた。

			　頭部と分かったのは、ヴェルガが秘跡(サクラメント)で出現させたそれに、目と口と鼻と思しき部位があったから。

			　ただし、人間のそれとはまったく異なる頭だ。

			「なんだ、これは？　ドラゴンか？」

			「勇人、私の目と脳が狂ってなければ……」

			「俺にも、たぶん、朱音と同じモノが見えてるはずだ」

			　ヴァルトルーデたち現地組は、ただのモンスターとしか思わない。

			　しかし、来訪者二人には、それがなにか分かってしまった。

			　当然、実際に見たことはない。けれど、誰でも知っている。

			「恐竜……よね？」

			「ティラノサウルスっぽいよな」

			　異常に太く長い牙(きば)。

			　すべてをかみ砕く顎(あご)。

			　周囲を威圧し、憎しみを振りまくかのような瞳。

			　頭部だけで、ヨナどころかユウトよりも大きい。

			　頭だけだ。生きているはずがない。

			　それは理性で分かっているが、根源的な恐怖がアカネを襲う。

			「勇人……」

			「ああ」

			　しっかりとアカネの手を握り、震えを止める。

			　それを無感動に眺めるヴェルガ。

			「婿殿の世界にもおったのか。もしかすると、次元の歪(ゆが)みでそこからやってきたのかもしれぬな」

			「いや、いたというか絶滅したというか」

			　つまり、ティラノサウルスなど恐竜が跳(ちよう)梁(りよう)跋(ばつ)扈(こ)する密林を越え、次元竜(クロノス・ドラゴン)と相対しなければならないわけだ。

			「どういうわけだか分からぬが、こんな生物が密林のそこかしこから湧いて出てきおってな、どうやら、次元竜を倒してもこやつらは延々と存在し続けるらしい」

			「どんな魔境だ……」

			「つまり、食料が永遠に供給され続けるのよ。そうなれば、ゴブリンどもを永劫密林に突っ込ませ続けるだけで問題は解決され、わざわざロートシルトの領内に手を出すこともなくなるのだがの」

			「理想郷……というには、血なまぐさすぎるな」

			　豊かになれば、戦争は起こらない。

			　そのためには、次元竜を倒さねばならない。

			　そして、あのモノリスがあるのだという。

			　モノリスの魔力があれば、無茶な構造の理術呪文も発動できるだろう。つまり、願いが叶うのだ。

			　完全に絡め取られ、逃げ場はどこにもないように思えた。

			「いかがいたす？」

			　それは絡新婦(じよろうぐも)のように邪悪で淫らで逃れ得ぬ声音だった。

		

	
		
			７・永劫密林

			　

			　ヴェルガ帝国の最北。

			　つまり、ブルーワーズの北の果てにユウトたちは到達した。

			《瞬間移動(テレポート)》で永劫密林へと送るというヴェルガからの申し出は満場一致で却下され、《灰かぶりの馬車(フアントム・キヤリツジ)》と《天上の騎馬(ソレスタル・ステイード)》で遙か北を目指したが、移動に要したのはほんの数日。

			　確かに《瞬間移動(テレポート)》と比べれば雲(うん)泥(でい)の差だが、常識外れであることに違いはない。

			　そして、常識外れなのは、目の前の光景も同じだった。

			「うわ、ほんとにジャングルだわ……。勇人は、こっちで熱帯雨林とかに来たことないの？」

			「俺も、こんなのテレビでしか見たことねえよ」

			　基本的に、冒険者としては黒妖の城郭を攻略し続けていただけ。そのため、本来の意味での冒険は、あまりしていないユウトである。

			　冒険をサバイバルと捉えれば、また話は変わってくるのだが……。

			「ここって、かなり北だよね？　なのにこれって、すごくない？　というか、いろいろゆがんでない？」

			「こんな秘境の存在を知らなかったとはな」

			　興奮気味のラーシアとは対照的に、響くようなエグザイルの声に抑揚はない。

			　だが、少なくとも感心しているのは、みんな分かっていた。

			　馬車はミニチュアへ戻し、やや高台になった場所から見下ろしているが、永劫密林は端が見えないほど広大だ。今いる高台の周辺は荒野だが、その先に山脈ひとつが熱帯雨林と化したという事実を信じるに足る光景が広がっている。

			　その密林からは、時折、鳥ともつかぬ奇声が漏れ出で、なにか大きなものが動いているかのような振動も伝わってくる。

			　木々は見上げるような高さで、二〇メートル以上はあるものがほとんど。

			　さらに、その上空を太古の地球かのように、翼竜たちが回遊していた。

			「一匹だけでも地球に持って帰ったら、歴史が変わるわよね……」

			「輸送中、檻が破れてパニックホラーになるぞ。賭けても良い」

			「ああ、確実だわ。それに、地球の恐竜と同じ存在なのかも、分からないのよね」

			　剣と魔法の世界に来て、まさか白亜紀やジュラ紀のような光景を目にするとは思わなかったと語り合うアカネとユウト。

			　危険なのは分かっているが、最初の衝撃を切り抜けると、後には興奮が残った。

			　その点、２人にはヴァルトルーデたちとは温度差がある。

			「そろそろ、行くとしよう」

			「そうね。いつまでもこうしていても仕方がないわ。目的地は、さらにその奥なのだし」

			　ヴァルトルーデにとっては、ちょっと変わったモンスターという程度。アルシアは、そもそも輪郭しか分からない。もちろん、ユウトとアカネの興奮は、感情感知の指輪に頼らずとも伝わっているだろうが。

			「そういえば、道案内役と合流するんだっけ？」

			「……見落とす心配はなさそうだな」

			　永劫密林と荒野の境界。

			　その木々よりも頭ひとつ高い死巨人(タナトス)が、ユウトたちを待ちかまえていた。

			「遅いわ！」

			　吠えるような大音声で迎え入れるボーンノヴォル。ヴェルガから言い含められているのだろう。とりあえず、敵意は見えない。

			「次元竜(クロノス・ドラゴン)の住処まで、案内よろしく」

			「……ふんっ。遅れるなよ」

			　やはり、ユウトに対しては思うところがあるらしい。

			　この短期間で、エグザイルがボーンノヴォルを倒し、ユウトが監禁されかけ、ヴァルトルーデたちはエボニィサークルで大暴れし、ユウトはヴェルガからの求婚を拒んだ。

			　お互い、これだけあったのだ。遺恨が残るのも、むしろ当然と言えた。

			　それでも任務は忠実に果たすつもりのようで、先頭に立って永劫密林へと進入する。

			　ユウトたちは、ラーシアが一人前に出て、その後にヴァルトルーデ。アルシアとヨナ、ユウトとアカネが二列になって続き、最後尾にはエグザイルがついて警戒をする。

			「う。なにあのでっかい虫……」

			　木々が生い茂り、陽光は繁茂する葉や枝に遮(さえぎ)られ地上まではわずかしか届かない。

			　また、やはり、世界法則が異なる領域なのだろう。進入した途端、全身が蒸し暑さに包まれ、どっと汗が吹き出る。大気の組成が微妙に異なるのか、やや息苦しく、それでいて妙に体が軽く感じられた。

			　そんな永劫密林で最初に現れたのは、古代の恐竜ではなく、トンボのような昆虫。

			　ただし、アカネが言ったように巨大。

			　差し渡し一メートルはあるだろうか、指先に乗せでもしたら骨折することは間違いない。複眼のひとつひとつがはっきりと識別でき、それがまた気持ち悪い。

			　そんな感情を知ってか知らずか、巨大トンボは観察するように周回すると、突然、方向を変える。

			　その進路には、いつからそこにいたのか、アカネよりも巨大なムカデが木の幹を這っていた。

			　巨大トンボはそれを掴むと、悠然と飛び去っていく。

			「あれは見逃しても構わんが、似たようなでかさの蜂もいる。出てきたら、殺せ」

			　その気になれば、近づく虫の類(たぐい)など死巨人がまとう死のオーラで駆(く)除(じよ)できるが、今は抑制していた。

			　そのためか、面倒くさそうにボーンノヴォルが忠告する。

			「どうでも良いけど、暑い。脱ぎたい」

			「ダメよ、ヨナ」

			「ユウトが見るから？」

			「見ないわよ」

			　ただでさえ、チュニックにマントが精々のヨナが脱いだら肌着しか残らない。

			「……見ないわよね？」

			「その確認は、どういう意味かな、アルシア姐さん？」

			「隣のアカネさんをしっかり見ていてね、という意味かしら」

			「それは、言われるまでもないけどさ……」

			　ヴェルガ帝国までは、女の意地でついてきたアカネだったが、こんな野外冒険(ウイルダネス・アドベンチヤー)に同行するつもりはなかったはずだ。

			　けれど、このブルーワーズの理から外れた来訪者がその場にいるだけで、次元竜の力が抑止されるのだという。

			　ヴェルガ帝国からの護衛に加え、ユウトから贈られた守護の指輪もあること。なにより、役に立つのならとアカネも望んだことで、同行することとなった。

			　ファルヴへやってきたヴェルガがアカネまで呼んだのには、こんな理由があったのだ。

			　その他の情報を含め、虚偽がないことはアルシアが確認済み。

			　これは、相手が誠実なのではなく、ユウトや、特にヴァルトルーデを動かすためには真実を話した方が効果的ということだろうが。

			「来たな」

			　ボーンノヴォルの警告を聞く前に、一斉に戦闘態勢を取った。

			　さっきまでの和気藹(あい)々(あい)とした――はっきり言えば、ピクニックのような――雰囲気は一瞬で消え、その落差にアカネが目を白黒させる。

			「グッゥオォォッッンンッッッ」

			　全身が揺さぶられ、内臓がひっくり返りそうになる咆(ほう)哮(こう)。

			　密林の陰から躍り出たのは、ヴェルガが頭部を見せたティラノサウルス・レックス。

			　頭と尻尾を水平にした体勢で、巨体にそぐわぬ俊敏さを見せて、先頭のボーンノヴォルへと躍り掛かる。

			　鼠色に近い肌。人間など丸飲みにし、骨も肉も関係なく噛み砕くだろう顎(あご)と牙(きば)。それが最大にして唯一の武器。狩りで手を使うことはほとんどない。

			　地響きを立てながら、その巨大な口腔を広げて死巨人の喉元めがけて襲いかかる。

			　その迫力、その威力。

			　板金鎧(プレートメイル)すらも噛み砕き、押しつぶし、貪(むさぼ)り食らうだろう――牙(きば)が届けば。

			「偽竜めがッ」

			　ティラノサウルスにとっては理不尽な罵倒とともに、巨木のような棍(こん)棒(ぼう)が振り下ろされた。

			　それが暴君の頭部をまともにとらえ、恐竜の頭部はひしゃげ、血とも髄(ずい)液(えき)とも脳(のう)漿(しよう)ともつかぬ液体が撒き散らされる。

			　ボーンノヴォルはさらに、哀れにも地に伏したティラノサウルスを踏みつぶし、首の骨を折った。

			　まさに、鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)。

			「次が来るぞ」

			　後方で警戒していたエグザイルが、仲間たちに背を向けて警告を発する。

			　同時に草むらから集団で恐竜が現れた。

			　ユウトもアカネもさすがに名前までは知らなかったが、それは小型のギガノトサウルスに近かった。

			　潰れて平べったいカエルのような頭部だが、二メートル近くある。外皮は茶色に近く、背骨から尾に沿って、突起が並んでいた。

			　先ほどのティラノサウルスとは違い、歯は短めで湾曲もしておらず、ナイフのよう。

			　噛み砕き飲み込むのではなく、切り裂き噛み千切るための牙(きば)だった。

			　そんな暴力の体現者が十体近く現れ、取り囲んでいる。

			「面白い」

			「いや、楽しい要素はどこにもないよね？」

			　ラーシアに茶々を入れられても、エグザイルはひるまない。

			　いつものようにスパイク・フレイルを、群れの中心目がけて振り回した。

			「ギャギャ」

			　鋼鉄の暴風から逃れるように散開するが、スパイク・フレイルの射程は予想を遙かに超えていた。脳が小さな恐竜だから、予想外というわけではない。

			　一〇メートルもの距離を超えて、錨(いかり)のような物体が飛んでくる。

			　それが頭蓋を破壊し、外皮を打ち砕き、次々と獲物を見つけては破壊していくなど、誰が想像するものか。

			「あっ、やっぱり、急所があるから面白い」

			　さらに、弓を構えたラーシアが、正確にギガノトサウルスの目を、耳を、口を射貫いては脳を破壊していった。ラーシアが言う通り、面白いように死んでいく。

			　いくら、太古の地球を支配した生物であろうと、いや、生物であるからには急所がある。

			　ならば、ラーシアに殺せぬ理由はない。

			「最後に、大物が出てきたな」

			　自らは動くことなく――動く必要もなく――事態を見守っていたヴァルトルーデが、ゆっくりと討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜く。

			　その視線の先には、帆のような背びれを生やした、巨大な恐竜の姿があった。

			　スピノサウルス。

			　最大の肉食恐竜とされ、その身の丈は二〇メートル近くにもなる。先ほど倒したティラノサウルスよりも一回り大きく、あのイグ・ヌス＝ザドにも匹敵するサイズだ。もはや、生物として扱うのにも抵抗がある。

			　緑がかった外皮は生半可な攻撃を跳ね返し、鋭く生え揃った刃は強靱な鱗(うろこ)でさえも貫き、食らい尽くすに違いない。

			　そんな相手を前に、聖堂騎士(パラデイン)は一人悠然と間合いを詰めていく。

			　その余裕にいらついたのではないだろうが、スピノサウルスは威嚇の声を上げて猛然と駆け寄ってきた。

			　動きに俊敏さは欠ける。それだけに、迫力があった。

			　信じていないわけでないが、惨劇の予感に思わずアカネが目をつぶる。

			　――血の雨が、降った。

			　それはもちろん、ヴァルトルーデのものではない。

			　短いが、太く強靱な前脚で天の恩(おん)寵(ちよう)を受けたかのような少女を掴み、肉塊へと変えんとする最大の肉食恐竜。

			　しかし魔法銀(ミスラル)の板金鎧(プレートメイル)に触れるその寸前、剣閃が走り両前脚があっさりと斬り裂かれた。

			　――血の雨は、まだ止まない。

			　身の丈ほどもある腕が落ちると同時に、ヴァルトルーデは前へ出た。

			　そのままスピノサウルスの体の下に潜り、後脚を切り落とし、手頃な高さになったところで舞うように身を翻(ひるがえ)して一刀で首を落とした。

			「大丈夫だよ、朱音」

			　ユウトに促され、恐る恐る目を開けるアカネ。

			　そこで目撃したのは、心配したのとは正反対の光景。

			「うわぁ……」

			　アカネは言葉もない。

			　ドラゴンを倒した、亜神を滅ぼした、世界を救ったという話は何度も聞いた。

			　魔法のある世界だし、そういうものだろうと思っていた。

			　だが、今なら分かる。そこに、現実感はなかった。実感を伴っていなかった。

			　今回――当然、本物など知らないが――初めて地球と共通の物差しで測ることができる敵が出てきて、アカネはようやくヴァルトルーデたちの強さを心から理解していた。

		

	
		
			８・後始末

			　

			「凄いわねぇ。びっくりしたわ、色んな意味で」

			　凄惨な光景すら、一幅の絵画に変えてしまうヴァルトルーデの美しさ。

			　相変わらずの美貌と圧倒的な実力に、アカネは感心する他なかった。

			「まあ、ユウトたちを温存できたのは良かったね」

			「不安はあったけど、終わってみれば楽勝だったなぁ」

			　ユウト、アルシア、ヨナ。三人の力はいずれも強力ながら、呪文や超能力(サイオニツク・パワー)には使用回数制限がある。そのため、体力以外は目減りのしないヴァルトルーデたちに戦闘を任すこともよくあった。

			　そして、今回もそうなった。

			　さらに言えば、勝ったこと自体は喜ばしい。

			　けれどユウトとしては、かつて当然のように憧れた恐竜たちが、簡単に倒される様を見るのは実に複雑だった。吐息(ブレス)攻撃もなく空も飛ばないドラゴンと考えれば妥当な結果なのかもしれないし、もちろん、怪(け)我(が)をして欲しいわけではない。

			　そうではないのだが……。

			「とりあえず、肉を回収しよう」

			　気を取り直したユウトは、物言わぬ骸となった恐竜たちを横目に、呪文書から七ページ切り裂き虚空に放った。

			「《魔力の剣(フオース・ブレイド)》」

			　七枚の呪文書が、大魔術師(アーク・メイジ)の頭上で光の粒へと変わり、一振りの長剣(ロングソード)へと再構成される。

			「征け」

			　術者の命に従い、純粋魔力の刃が恐竜の体へ突き立てられ、切り裂き、肉がブロック状に切り分けられていく。回収するのは、もも肉とあばらの周りを重点的に。内臓は見送った。

			「あれー？　なんか、さっき温存って話をしたと思ったんだけど」

			「ラーシア、ロマンのためだ、許せ」

			「もしかして、勇人……」

			「食べてみたいじゃないか」

			　ドラゴンなどモンスターの肉を食べる習慣は、ブルーワーズには――少なくとも人間の間には――ほとんどない。ゲテモノに近い扱いだ。

			　しかし、今回の相手は恐竜。　

			　夢といえば大げさだが、気になるものは仕方ない。

			「マンガ肉ね、確かに……」

			　そして、ここにまた一人、そのロマンを解する者が存在していた。

			「似たもの夫婦だ」

			「夫婦だなんて、そんな」

			「いや、そっちに反応して欲しかったんじゃないんだけど……」

			　処置なしと、ラーシアは首を振る。

			　一方、ヨナが興味津々に聞いてきた。

			「おいしいの？」

			「いや。たぶん、それほどでもないと思う」

			　肉食獣の肉は臭みがあるという話だし、そもそも、味だけで言えばそのために育てられた肉のほうが旨(うま)いに決まっている。

			　ただし、料理には、思い入れや状況といった要因が関わってくるのも確かだ。

			「用事が済んだなら、先に進むぞ」

			　そう言うボーンノヴォルだったが、しっかりと自分が倒した分は確保している。巨人が恐竜を担いでいる姿は幻想的だが、シュールさにも溢れていた。　

			　ユウトは手早く血抜きし、小分けにした肉を予め用意していた麻袋に突っ込んで、無限貯蔵のバッグへ放り込んだ。

			　再び取り出されるのは、数時間後。

			　この日の行程を終え、野営を行うときとなる。

			　

			「ふうむ……」

			「ううん……」

			　既に陽は暮れ、闇の帳(とばり)が永劫密林を覆いつつある。

			　水場からほど近い開けた場所で野営をしている中、ユウトはアカネとともに肉にかじり付きながら難しい声を上げた。

			　恐竜たちとの最初の遭遇から半日。

			　同様の襲(しゆう)撃(げき)を何度か撃退した後、ついに密林の王者と認定されたのか、肉食恐竜たちに襲われることはなくなった。むしろ、遭遇しても向こうから逃げていくほど。

			　どういう伝わり方をして、どういう認識をされているのかは分からないが、ユウトとしては少し寂しい。

			　目的地である次元竜(クロノス・ドラゴン)の住処までは、ようやく道半ばといったところ。

			　ボーンノヴォルの指示に従って野営の準備を整えたのだが、《灰かぶりの馬車(フアントム・キヤリツジ)》をテント代わりにするため準備はほとんど必要ない。

			　なれ合う気はないとでも言うかのように、彼の死巨人(タナトス)は距離を取り、一人で夜を越す態勢を取っているとなれば、なおさら。

			　唯一のアクシデントは、ラーシアが「ボクたちは外で寝ようか」などとゲスい顔で言ってきたので、ヴァルトルーデにお仕置きされたぐらいのものだろうか。

			「筋が多いな……」

			「臭みも残ってる……」

			「そうか？　なかなか美味いぞ」

			「ああ。充分だろう」

			　エグザイルやヴァルトルーデは褒(ほ)めるが、慰(なぐさ)めにはならない。この二人は、なんでもたくさん食べる。

			　ユウトとアカネが難しい顔をしているのは、もちろん、串焼きにした恐竜の肉の味についてだった。

			　マンガ肉はロマンの最たるものだが、現実的にかなり無理がある。

			　ボーンノヴォルが周囲の木をへし折って即席のグリルを作り、ティラノサウルスを丸焼きにしていたが、それは諦めた。

			　獲れたてのため熟成が足りない点に関しては、ユウトが巻物(スクロール)で用意していた《腐敗(ロツツ)》の呪文を慎重に使用してクリア。毒などの心配は、アルシアに神術呪文を使用してもらい排除。

			　味付けは、これまたユウトが事前に準備していた大量の香辛料でアカネが下拵(ごしら)えをし、たき火で焼き上げた一品。

			「筋張ってるというか、なんというか……」

			「歯ごたえがありすぎるわね。ゴムっぽい……」

			　手間暇かけてこしらえたにもかかわらず、正直なところイマイチ。ロマンは現実の前に脆(もろ)くも崩れ去った。

			　だが、これでも、まだマシな方。

			　ヴァルトルーデが仕留めたスピノサウルスなど、まさに煮ても焼いても食えないという評価がぴったりで、廃棄せざるを得なかったのだ。

			「食べられるけど、わざわざこれを選ぶことはない」

			　ヨナのこの言葉が、最大公約数的な感想となるだろう。

			「でも、鶏肉みたいな味かと思ったら、結構牛肉に近いな」

			「そう。それは意外だったわ。鳥に進化したって話だし、トカゲって鶏肉っぽい味なのに」

			「とりあえず、草食恐竜に期待するしかないか……」

			「やることが、原始人じみてきたわね。もちろん、調理はあたしがするわよ」

			　しかし、現実問題としてはわざわざ狩りに行くことはできないだろう。

			　本来の目的は別にあるのだから。

			「それよりも、ユウト」

			　エールで肉を流し込みながら、ヴァルトルーデが口を開く。

			「この永劫密林を、本当にヴェルガ帝国のものにしてしまって構わないのか？」

			「さすがに無理矢理奪い取ることなんかはできないから、委ねざるを得ないんだけど……」

			　ユウトはもう一本串焼きに手を伸ばすかどうか考えながら、豪快な食事風景でも美しさが損なわれることがないヴァルトルーデへ返事をする。

			「最悪、焼き払うことも念頭に入れてる」

			「物騒な話ですね」

			　ユウトの逡巡に気付き、肉が焦げすぎないように自分の取り皿へ分けていたアルシアが、そんな相づちを打つ。マイナスの論評だったが、少なくとも否定はしていない。

			「俺だって、こんな自然の神秘を破壊したくはないけどさ」

			　アルシアから串の半分だけ肉を分けてもらい、それを口に入れてからユウトは続ける。

			　ラーシアとヨナからの生暖かい視線は無視して。

			「ここが食料庫になるのは、仕方がない。お互いに、メリットがあるかもしれない。でも、あの恐竜を兵力化されでもしたら、困ったじゃ済まない」

			　こんな話をできるのは、周囲に《静寂(サイレンス)》の呪文で防音を施しているから。

			　空気の流れが止まって煙が内部にこもりそうだとアカネは反対したが、当然、遮(さえぎ)るのは音だけ。物理現象を引き起こすのではなく、現実を改変して結果を出現させる。

			　そこに気付かないと、理術呪文を使用するのは難しい。

			「あれを調教するのは難しいんじゃないか？」

			「頭をいじる？」

			「ヨナは、もうちょっと穏当な表現ができないのか」

			　しかし、概(おおむ)ね正解ではあった。

			　知性の低い動物やそれに類するものにしか効果はないが《支配(チヤーム)》系統の呪文で、恐竜たちを操ることは可能なはずだ。

			　持続時間は、長くても数日。また、ロートシルト王国との前線へ持って行くには手間がかかるし、餌の問題もあるだろうが……不可能ではない。

			「それはちょっと考えたくないわ」

			　ティラノサウルスが兵士や騎士をなぎ倒し、食らう様を想像したのか。アカネは手で口を押さえて、串を皿に戻した。

			　そんな繊(せん)細(さい)な反応を見せたのは彼女だけだが、その憂(ゆう)慮(りよ)は共有されている。

			　ユウトたちだからこそ、あっさりと撃退してみせたのだ。

			　ただの兵士が相対するには、荷が勝ちすぎる。

			「ユウトが最悪の事態も考えてくれている。それが確認できれば充分だ」

			「そうですね」

			　今は考えすぎても仕方ないというヴァルトルーデに、アルシアも同調する。

			「悪いけど、まずはモノリスの確保を優先させてもらうよ。次元竜ダァル＝ルカッシュが話のできる状態であれば、戦闘は最後の手段だ」

			「魔力を吸収して、狂っているという話だったか……」

			「程度にもよりますね」

			「あと、ユウトとアカネがいるだけで弱くなるんでしょ？　なら、可能性があるんじゃない？」

			　正確には、異なる次元の存在により異常が正され次元竜ダァル＝ルカッシュの力が制限されるということらしいが、ラーシアの意見も大枠では間違っていない。

			「とりあえず、行ってみないと分からない。最後は力押しってことだな」

			「いつもどおり」

			　ヨナの言葉は身も蓋もないが、それが真理だった。

		

	
		
			９・全知竜ダァル＝ルカッシュ

			　

			「ワシはここまでだ」

			「まあ、それはなんとなく分かる」

			　疲労も考慮して進んだため、目的地である次元竜(クロノス・ドラゴン)ダァル＝ルカッシュの住(すみ)処(か)に到着したのは、永劫密林に入って三日目のことだった。

			　ユウトたちの目の前には、苔むした洞窟の入り口が広がっている。

			　高さは一〇メートル近くもあり、なだらかに下っているようで、奥の様子はようとしてしれない。

			　この先に、次元竜がいるのだろうが……。

			　ユウトたちにとっては巨大な洞窟でも、〝雲をも掴む〟ボーンノヴォルには小さすぎた。這うようにすればようやくといったところか。

			「安心せい。代わりの護衛は用意してあるわ」

			　その言葉と同時に、洞窟の中からひとつの影が現れる。

			　それは、アカネ以外の六人には見憶えのある、今まで戦ってきたなかで、ある意味最悪な相手だった。

			「亡きジーグアルトめの臣よ。ヴェルガの嬢ちゃんがわざわざ復活を早めてやったのだ。励(はげ)めよ」

			「うふふ……」

			　棘の付いた鎖で全身を拘束し、じくじくと血を流しながら、不気味に微笑む女。治った瞬間にまた傷つき、そこを愛おしそうに撫でてはできたてのかさぶたを剥(は)いでいく。

			　長い黒髪で面長の顔は隠されているが、爛(らん)々(らん)と赤く輝く瞳だけはその隙間から垣(かい)間(ま)見え、ホラー映画の登場人物のようになっていた。もちろん、映画の中での役割はモンスターだ。

			「私は、ターラ」

			　初めて名前を聞いたが、誰も返答できない。

			　したくない。

			「ええと……。知り合い？」

			　見かねたアカネが勇気をもって地雷を踏みに行く。無(む)謀(ぼう)だが、時に、その蛮勇で救われることもある。　

			　今も、そのひと言で硬直した場面が動いた。

			「あー。ジーグアルト・クリューウィングの部下だよな。吸血鬼(ヴアンパイア)だ」

			「気持ち悪かったから、足を吹っ飛ばした」

			「いや、まあ、気持ちは分からないでもないけど」

			　ヨナが加害者なのは間違いないが、吸血鬼(ヴアンパイア)――ターラを見ると、やられて当然としか思えないと困ってしまうアカネ。

			「つまり、マゾ吸血鬼……」　

			　その想像を絶する存在に、アカネは頭痛を感じた。

			　しかも、自分の護衛なのだ、あれが。

			「あの人が護衛とか、イヤガラセとしか思えないんだけど」

			「……喜んでかばってくれそうじゃないか」

			「勇人、私の目を見て喋(しやべ)りなさい」

			「その上、出血するほど、強くなるらしいぞ」

			　痛覚と快楽が直結しているという話は割愛して、ユウトはアカネへ説明をする。そんな話、できるはずがなかった。

			「吸血鬼だから、傷がさっさと治るから良いの？　あれ？　今、昼間だけど良いのかしら……」

			「日光、チクチクする。良い」

			「勇人ッ！」

			「もう、あんまり深く考えるな。変態のことなんか、理解できるわけないだろ」

			「……恐竜よりも怖いわ」

			　未知の物体すぎて、扱い方が分からない。アカネが、そう目で訴えていた。

			「《制約(ギアス)》をかけましょう」

			　沈黙を守っていたアルシアが、呪文を使用してこの被虐の吸血鬼に枷(かせ)をはめようとする。しかも、提案ではなく確定していた。

			「好きにせい」

			「《制約(ギアス)》を破ると、激痛が走る。そう聞いた」

			　むしろ歓迎すると言わんばかりのヴェルガ帝国サイド。

			「動けなくなって、激痛が走るのです。破る前提で話をしないように」

			　アルシアは不機嫌そのものだが、やらないわけにはいかない。

			　結局、「アカネに危害を加えない」「命を賭けてアカネを守る」「同行している間、人の血を吸わない」といった制約を結ぶことになった。

			　むしろ喜んでいたような気がするが、《制約(ギアス)》の呪文の特性上、破ろうという意思を持つだけでも効果が発動すると説明したところ、しょんぼりとされてしまった。

			　もう、深く考えない方が良いだろう。

			　その間にユウトも呪文をかけ直し、パーティの戦力を整えていく。

			　準備は終わり、隊列を整えて洞窟へと入っていった。

			　内部は当然のように暗く、足場も悪い。

			　けれど、ユウトの《踊る灯火(ダンシングライト)》という呪文で移動する光球が全体を照らし、靴にかける《踏破(トレツキング)》の呪文で、アカネでも支障なく歩けるようにしてある。

			　こういった部分も含めて準備は万端。

			　いつものようにラーシアが一〇メートルほど先行。

			　集団の先頭にはヴァルトルーデが立ち、今回はその後ろにアルシアとヨナ、ユウトとアカネが続く。護衛役として派遣された吸血鬼はアカネの後ろをつかず離れず移動しているが、時折、棘つきの鎖を巻いた体を地面に投げ出して転がるなど、奇行が目立つ。

			　最後尾のエグジルはむしろ、ターラと名乗った被虐の吸血鬼を警戒していた。

			　中は、ドラゴンが、それも希少な次元竜(クロノス・ドラゴン)の住(すみ)処(か)になっているにしては、普通の洞窟だった。

			　直径が一〇メートルもある自然のトンネルと考えれば確かに珍しいのだろうが、大きさ以外に特徴は見られない。

			　また、恐竜たちは元より、コウモリなどの姿もなかった。

			「このまま、そのドラゴンのところまで行けるのかしら……」

			　不慣れというよりは初体験のアカネが不安そうに言う。

			　ユウトは彼女の手を握り、声をかけようとして――なにか異変を感じたので立ち止まって周囲を見回す。

			　それに気付いたヴァルトルーデたちも同じように周囲を観察するが、今までと同じ洞窟の風景が広がっているだけ。

			「ヨナ」

			「ん。なにか変」

			　だが、ユウトの疑念は確信に変わった。その直感を共有できるヨナに声をかけ、話し合おうとするが……。

			「《テレポーテーション》」

			　唐(とう)突(とつ)に、ヨナが瞬間移動の超能力(サイオニツク・パワー)を使用した。

			　なぜそんなことをしたのか、どこへ行こうというのか。

			　疑問が渦巻くが、少なくとも後者の疑問への回答は永遠に得られない。

			「失敗……」

			「というよりは、発動しなかったな」

			　普通はあり得ない現象だ。

			　そうなると、つまり……。

			「次元竜の力で妨害されてる？」

			「この永劫密林を作り出したのですから、できないことはないでしょうが……」

			「ん？　どしたの？」

			　先行していたラーシアも、異常に気付いて戻ってくる。

			　草原の種族(マグナー)も交えて善後策を協議する――エグザイル、アカネ、ターラは蚊帳の外だ――が、結論はすぐに出た。

			「ふむ。ユウト、一度、撤退するか」

			「そうだな」

			「え？　そんな簡単に？」

			　あっさりと逃げることを選んだヴァルトルーデに、アカネは驚きを隠せない。自分が、その決断の原因だろうと感づいてはいるものの、こうも簡単に決めてしまうのは意外といった雰囲気だ。

			「いざという時、《瞬間移動(テレポート)》で撤退できないのはまずいなんてもんじゃないもんねー」

			「しかも、デメリットがそれだけとも限らない」

			「ぜったいに、敵の巣穴で戦わなくちゃいけない理由はない」

			　口々に理由を重ねていくユウトたち。

			　戦いが目的でも、ましてや勝つことを至上にしているわけではない。目的を果たすことが第一義なのだから、わざわざ不利な環境に飛び込んでいく必要はないのだ。

			　以心伝心の見本のように通じ合う様を、アルシアは黙って、けれど、頼もしそうに見守っていた。感情感知の指輪から伝わる快い感情に、表情をゆるめる。

			　パーティーの様子を見ていたターラが言う。

			「ささ、最終的に、倒してくれるのであれば、いい」

			「そうだな。時間制限があるわけでもないか」

			「一旦戻って、外におびき出す方法を考えよう」

			　短時間で方針をまとめると、ラーシアが再び先頭に立って来た道を戻ろうとする。

			『それは困ると、ダァル＝ルカッシュは翻(ほん)意(い)を促す』

			　その瞬間、声が直接頭に響いた。

			「どういうことだ!?」

			　次元竜を名乗る精神波(テレパシー)を受けて、ヴァルトルーデが討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜く。

			　それに遅れることなく、エグザイルやラーシアは己の得物を構え、ユウトとアルシアも何があっても対応できるように集中する。

			　だいぶ遅れて、被虐の吸血鬼(ヴアンパイア)ターラが戦闘の予感に興奮しながら護衛対象を背でかばうように移動したが、アカネはまだ事態が飲み込めずにいた。

			『では、説明をする』

			　それは、怜悧な女性の声のように感じられる。いや、感じる余裕ができたと言うべきか。

			　しかし、その余裕は再び吹き飛んでしまう。

			『ダァル＝ルカッシュは汝らを招き入れる』

			　世界が虹色の光に包まれた。

			　他に表現のしようがない現象が起こり、だが、それはほんの一瞬の出来事。

			　目を閉じるほどの暇もなく、ユウトたちが目にした風景はまた変化していた。

			「ここは……」

			　初めて来たはずの場所。

			　それなのに、既視感に襲われる。

			　理由は、すぐに分かった。

			　広大な地下空洞。サッカースタジアムが丸々ひとつ入りそうな空間の一番奥に、モノリスは建っていた。

			　長さは三〇メートル。幅はその三分の一程度だろうか。小さな正二十面体で支えられた直立するモニュメントは、淡く、脈動するかのように光を放っている。

			「ファルヴの地下空洞とそっくりだな……」

			「私が、この世界に来た場所と……」

			　転移直後に気を失ったため、アカネにはモノリスに関する記憶はない。そもそも、彼女が転移する前に、半ば崩壊していたのだ。

			『今のダァル＝ルカッシュは世界唯一の全知竜である。汝らに依頼があり、この時を待っていた』

			「今の？」

			『いかにも。天草勇人、三木朱音、両来訪者の存在により、ダァル＝ルカッシュの正気は保たれている』

			　変わらず、ダァル＝ルカッシュを名乗る声は頭のなかに響き続けている。

			　けれど、その姿はどこにも見つけられない。ドラゴンの巨体が、この空間のどこにもない。

			「あっ、あそこに人が！」

			　ラーシアが指さす先は、モノリスの中心。

			　よく見れば、虹色の髪で目を閉じた理知的な風(ふう)貌(ぼう)の女性が、モノリスへ半ばめり込むように埋まっていた。

			　全身は、モノリスから伸びた触手のようなものに覆われている。

			『人ではない。草原の種族(マグナー)の勇士よ、ダァル＝ルカッシュは世界唯一の全知竜。これは、狂気から逃れ、汝らと対話をするための接点に過ぎない』

			「あ、そうなんだ……」

			　ダァル＝ルカッシュからの精神波(テレパシー)を受けて、ラーシアはすごすごと後ろに下がる。

			　内容を理解していないというよりは、勇士などと持ち上げられて照れているようだった。

			「俺たちと話をしたい。だから、朱音を帰らせる前に強引に招待した。それはいい」

			『異界より来た大魔術師(アーク・メイジ)よ、話が早くて助かる』

			「それで、俺たちへの依頼ってのはなんだ？」

			　交渉をユウトに任せ、ヴァルトルーデたちは成り行きを見守る。

			　果たして、ダァル＝ルカッシュからの応えは即座に行われた。

			『狂気に陥(おちい)ったダァル＝ルカッシュを滅ぼして欲しい。これがダァル＝ルカッシュの願い』

			　その精神波(テレパシー)に乱れはなく、極々平静な思念だった。

			「まあ、それ自体はこっちの目的からそう外れてはいないから構わないんだけど……そのつもりなら、俺たちの手を借りるまでもないんじゃないか？」

			　当然の、しかし言いにくい指摘をユウトは平然と口にした。

			『返す返すも、話が早くて助かる。理由は単純だ。その未来は最悪ではないが、悪しきものとなるがゆえ』

			「……まるで未来が分かるみたいな物言いだな」

			『いかにも。ダァル＝ルカッシュは全知竜となったのだから』

			「その選択肢を選んだことで訪れる結果まで、分かるって？」

			『いかにも』

			　平然と――少なくとも、心に響く声に乱れはなく――肯定するダァル＝ルカッシュ。

			　もし事実だとするならば……。

			「確かに、狂気に陥りもするでしょうね」

			「……どういうことだ？」

			　恐らく、理解が追いついていないのはヴァルトルーデ一人ではないだろう。

			　ダァル＝ルカッシュに説明を任せては、さらに混乱させかねない。そのため、ユウトは急いで分かりやすい説明を頭の中で組み立てる。

			「真実かどうかは分からないが、あの次元竜、いや全知竜は、この世のすべて森羅万象のすべてを知っている。それも、過去・現在・未来のすべてを」

			「結構なことではないか……と思うが、その顔を見ると私が間違っているようだな」

			『否。イスタス公(こう)爵(しやく)よ、あながち誤りではない。少なくとも、かつてのダァル＝ルカッシュはそう判断したのだから』

			「公爵？　私は、伯爵だぞ。……いや、それも全知だからか」

			　ヴァルトルーデが先回りして、ダァル＝ルカッシュの言葉を理解する。

			　だが、それにアカネが反論を試みた。

			「私たちが認識していない未来を指摘したって、全知――なんでも知ってるって証明にはならないわよね？」

			『妥当な指摘だ、芸術神の賞賛を受けし革新の担い手よ』

			「え？　なにそれ？」

			『三木朱音、汝は絵画、音楽、服飾など、文化の革新者として名を残すこととなる』

			「それこそ、認識していない未来よね？　ね？」

			「……あり得そうだから判断に困るな」

			　そして、自重するにはもう遅いかもしれない。

			「まあ、それはともかくだ。今の全知竜を見るとそうは感じないけど、たぶん、すべてを知ってしまった負荷で、加えて、すべてを知ってしまった倦(けん)怠(たい)で、ダァル＝ルカッシュは永劫の狂気に陥(おちい)ったってことなんだろう」

			『狂気に陥ったダァル＝ルカッシュを説明するのは困難だが、目の前に存在する者はすべて打ち壊し蹂(じゆう)躙(りん)するだけの存在になっている。永劫密林の外に出ないのは、このモノリスと深く同期しているからに過ぎない』

			　巣にこもった魔獣でしかないと、ダァル＝ルカッシュの思念は自嘲する。

			　しかも、それがいつまで保つかも分からないとも精神波(テレパシー)で伝えてきた。

			「そこまで聞いたら、滅ぼすのもやぶさかじゃないが……」

			『ダァル＝ルカッシュが自死を選ばなかったのは、その後を考えたからだ。それをダァル＝ルカッシュは知っている。ダァル＝ルカッシュが自死した場合、食料と人口の問題を解決した女帝ヴェルガは、大規模な侵攻作戦を実行する』

			「疑うわけじゃないが……」

			　口出しをせず周囲を警戒していたエグザイルが、初めて疑問を挟む。

			「普通、国内が安定しても即座に外へ軍を向けることはないんじゃないか？　貴族の武力を削(そ)ぎたいわけでもないだろう」

			「おおー。エグが軍事を越えて政治的な見識まで」

			「わ、私だって気付いていたぞ？」

			『女帝ヴェルガは普通ではない』

			　それに対するダァル＝ルカッシュの返答は端的だった。

			　ただ、自明のことだったためか、被虐の吸血鬼(ヴアンパイア)ダーラも特に反応を示さない。もともと、痛みにしか関心がないのかもしれないが……。

			『戦争を起こすのは、愛しい天草勇人を手中にするため』

			「そうくるか……」

			　眩暈(めまい)がしてユウトは頭を押さえるものの、それはまだ序の口だった。

			『大規模侵攻作戦の結果には、いくつかの分岐がある。そのなかには、天草勇人が女帝ヴェルガの軍門に降り、魔王として世界に覇を唱える道もあれば、戦場で大切なものを失ったがため、リ・クトゥアへ渡り彼の地を統一した上で、ヴェルガ帝国へ挑む道もあった』

			　悪に堕ちるか復讐者か。

			　どちらにしろ、ろくな未来ではなかった。

			『これは一例に過ぎない。汝らが、ダァル＝ルカッシュを滅ぼすことが最も良い未来につながる。それを理解して欲しかった』

			「めんどくさいから、やっちゃおう？」

			　ヨナから身も蓋もない意見が飛び出すが、実のところ、それがダァル＝ルカッシュの意向に最も添うものでもあった。　

			『天草勇人とイスタス公(こう)爵(しやく)らには、面倒を強いることになるが』

			「じゃあ、面倒ついでに教えて欲しい」

			　なにしろ、相手は全知だ。

			　本能的に嘘を見抜くヴァルトルーデが否定しない以上、言う通りにするのが一番正しいのだろう。

			　それでも……。

			「なにが、未来はすべて見切ったから殺してくれだ。攻略本を読んで、クリアした気になってるだけじゃねえか……なんて訳知り顔で言う権利はない。大魔術師(アーク・メイジ)だなんて言ったって、できることはたかがしれてる」

			『…………』

			　ダァル＝ルカッシュの思念は沈黙を選んだ。

			　なにを言われるか分かっていて、それに対して返す言葉もひとつしかなくとも、ユウトの意思を尊重したから。

			「だけど、俺は聞きたい。全知竜よ、滅びを与える他、俺たちにできることはないのかと」

			　狂気に陥(おちい)っていて、このままでは永劫密林が広がっていく。

			　それゆえ、次元竜ダァル＝ルカッシュを討つと決めた。

			　しかし、実際に話をした限りは理性的で、滅ぼす必要があるとは思えない。性質も、悪ではなく善に近い。

			『天草勇人、三木朱音。二人のお陰で、ダァル＝ルカッシュは久々に正気を取り戻すことができた。だが、ダァル＝ルカッシュは、罪を犯した』

			「罪？　そんなもの、誰だって……」

			『ひとつは、徒(いたずら)に全知を追い求めモノリスに手を出したこと。もうひとつは、狂気から逃れるため世界の境界を歪(ゆが)めたこと』

			　淡々と、ありのままに自らの行いを披(ひ)瀝(れき)していく。

			『全知となることでダァル＝ルカッシュは、狂を発した。ならば、世界の枠を広げ、ダァル＝ルカッシュの知識がすべてではなくなれば、正気に戻ると判断した』

			「なるほど。それで地球から恐竜たちを持ってきたのね」

			『だが、逆に彼の地の歴史は古く長く扱いきれなかった。あの生物は、二人からするとどの程度前のものに当たるのか、ダァル＝ルカッシュは問いかけたい』

			「確か、絶滅したのは六五〇〇万年前だっけ？」

			『なるほど。道理』

			「ユウトやアカネの世界は、どうなっているのだ……」

			　その年数を聞いてヴァルトルーデは固まってしまったが、桁(けた)数の多い数に接するとそうなるので仕方がない。

			「だから、俺と朱音がいるとマシになるわけか……」

			『然り。なれど、それも限界のようだ』

			　完全にオブジェと化していた、モノリスに埋まった虹色の髪の女。

			　その表面に、ぴしりとひびが入る。それは徐々に大きくなり、モノリスそのものが鳴動を始める。

			『ダァル＝ルカッシュの知識には、ダァル＝ルカッシュが生存する未来はない。ゆえに、先ほどの問いへの回答は、ダァル＝ルカッシュを滅ぼしてくれることこそが最上となる』

			　一拍置いて、思念は続く。

			『だが、ダァル＝ルカッシュを滅ぼすものが、そのような気持ちを持っていることをダァル＝ルカッシュは嬉しく思う』

			　それが、最後の言葉となった。

			　ひび割れは頂点に達し、やがて剥離するかのようにダァル＝ルカッシュが接点と呼んだ女性の造形物が落下する。

			　この割れ目から、巨大だが魚類にも煮た細長い頭部が姿を現した。

			「グルッギャアアアアンンンッッ」

			　思念ではなく、物理的な圧力すら伴う咆(ほう)哮(こう)。

			　それを終えると、まるでモノリスの中から出現するかのように、徐々に全身が露わになっていく。

			　真の姿を現した、全知竜ダァル＝ルカッシュ。

			　虹色の鱗(うろこ)。

			　流線型に近い、シャープな体躯。

			　スマートな印象があるが、それでもなお、巨大だ。

			　永劫密林で戦ってきた恐竜たちよりもふた回りは大きい。それはつまり、かのイグ・ヌス＝ザドをも越えるサイズということ。

			　まさに、神話に謳(うた)われるべき存在。

			　違和感があるならば、ひとつ。

			　翼があるべき場所からは、奇妙に捻(ねじ)れた導(どう)管(かん)が生え、モノリスへと続いている。いや、つながっていること。

			「ギャッアアアアンンンッッ」

			　再びの竜の咆哮(ドラゴン・ロアー)。

			　魂すらも消し飛ばすそれが、開戦の合図となった。

			　

			「ブレスが来るぞ、散れ！」

			　狂える全知竜ダァル＝ルカッシュの口が開くのと、ユウトの警告は同時だった。

			　伝説、いや神話として語られるべき存在だろうが、こちらもブレスの一発でどうにかなるほど柔ではない。主にアカネ、引いてはダーラへの警告だったが、被虐の吸血鬼(ヴアンパイア)は自らの役割を忘れてはいなかった。

			　アカネをかばうように抱き上げると、この空洞の奥。狂ったダァル＝ルカッシュとは反対側に跳ぶ。

			　それを認識はしたが、狂える全知竜は揺らがない。

			　モノリスから魔力を吸い上げ、常を越える力をそそぎ込む。

			　虹色の吐息(ブレス)が、空間を染め上げた。

			　火炎・冷気・雷撃・音波・強酸・猛毒・発狂。七色の吐息がヴァルトルーデたちを飲み込み、七つの属性が英雄たちの命を奪わんと猛(たけ)り狂う。

			「イル・カンジュアルの業炎にも、匹敵する威力だな」

			　けれど、ヴァルトルーデは沈まない。

			　魔法銀(ミスラル)の板金鎧(プレートメイル)による防護もあるだろう。《精霊円護(エレメンタル・サークル)》の呪文による加護もある。

			　それでも無傷ではいられないが……同時に、〝常勝〟ヘレノニアの聖女を打ち倒すには、それでは足りない。

			「普通に治せるだけ、ましというものでしょう」

			　そう言ったアルシアたち後衛は、ユウトが咄嗟に構築した《七光障壁(レイウオール)》で難を逃れていた。ダーラは残念そうにしていたが、取り合ってはいられない。

			　相殺されたため魔法の壁は消え去っていたが、被害はアルシアの治癒呪文でリカバリーできる範囲に収まった。

			　ドラゴン全般に言えることだが、吐息(ブレス)による攻撃は連発できない。

			　その間隙を縫って、ヴァルトルーデは篭(こ)手(て)と一体化した盾をかざして突撃し、エグザイルも猛然と前へ出てスパイク・フレイルを振り下ろす。

			「ガァッアアアアッッ」

			　堕ちたる全知竜の咆(ほう)哮(こう)。

			　今さらそれに恐怖を感じるはずもないが……その口腔には、まるで時間が切り取られでもしたかのように、虹色の吐息(ブレス)が集まっていた。

			　再び、世界が七色に染め上げられる。

			　あり得ない吐息(ブレス)攻撃の連続に、先頭のヴァルトルーデは全身を灼(や)かれ、倒れ伏しはしなかったものの、その場に膝を突いてしまう。

			　けれど、それはまだマシな方。

			　再度《七光障壁(レイウオール)》を構築する暇もなく、まともに虹色の吐息を――身軽なラーシアを除いて――喰らったユウトたちは、偶然エグザイルの陰にいたため致命傷こそ免れたものの、魔道具の衣服は焼け焦げ、深い傷を負っていた。

			《精霊円護(エレメンタル・サークル)》などの支援呪文の効果があって、これだ。

			　そのなかでも、重傷なのはユウトだった。

			　四肢は無事だったものの、ユウトは指がいくつか欠損し、内臓をやられたのか血を吐く。

			　痛みに気が狂いそうになるが、咄嗟に、アルシアとヨナをかばった結果だ。後悔はしていない。

			　二人が無事なことを信じて、なんとか耐え抜く。

			　その一方、アカネは無傷だった。

			　ダーラが役目を果たした結果だが……感謝する気にはなれない。

			「うひ、ふへへ……」

			　被虐の吸血鬼(ヴアンパイア)ダーラは、全身を焦がし凍傷を負い内部で骨が砕け肉を溶かし猛毒に冒されながら、気持ちよさそうに笑っていた。

			　ある意味、人間の盾の役割は果たしているが、もう一度機能するまで時間がかかりそうだ。

			「アルシア、今のうちに！」

			　無傷でやり過ごしたラーシアが、いつの間にそこまで移動していたのか、ダァル＝ルカッシュの真横から目や脳へめがけ矢を射かける。

			「うう。急所はあるけどでかすぎる！」

			　元からそうだったのか。あるいは、全知竜となってから進化したのか。あまりにも巨大すぎるドラゴンは、恐竜すら射殺した矢を受けても微動だにしない。

			　だが、時間は稼げた。

			「もう少しだけ、耐えて」

			　アルシアが普段よりも鈍い動きで、しかし、確実にトラス＝シンクの聖印を手にして、死と魔術の女神に祈念を捧げる。

			　狂える全知竜が支配し、瞬間移動が抑止されるこの空間内でも、その願いは聞き届けられた。

			　仲間たちすべての体が淡い光の粒子に包まれ、柔らかく暖かなそれが瞬時に傷を癒(いや)していく。

			　ただし、ダーラは除いて。

			　もちろん、ヴェルガ帝国の手先だから……ではない。通常の治癒呪文を不死の怪物(アンデツド)に使用したら、逆に破壊することになりかねない。

			「助かった」

			　傷も痛みも完全に取り除かれたユウト。

			　感謝の言葉を述べながらも、視線は狂えるダァル＝ルカッシュに固定されている。

			（流れを変える……ッッ）

			　そのためには、出し惜しみはしていられない。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　刻を止め、刻を支配する第九階(かい)梯(てい)の大魔術師(アーク・メイジ)級呪文。

			　世界から色と音が消え、世界はユウトだけのものになる。

			　――そのはずだった。

			「ガァッアアアアッッ」

			「なにぃッッ」

			　動いていた。

			　咆哮を上げたダァル＝ルカッシュは、ほんの数歩移動するだけでユウトへと肉薄し、その巨大な爪で押しつぶそうと前肢を振り上げる。

			（次元竜だからかッ）

			　時と空間を支配する次元竜。

			　それも、全知竜へと至った神話級の存在。

			　ゆえに、刻が止まった空間でも自由に動くことができる。吐息(ブレス)攻撃を連続で使用したように見えたのも、《時間停止(クロノス・アイズ)》の呪文に類する能力で自分の刻だけを進め、吐息を再充填したのだろう。

			「《大魔術師の盾(イージス・オブ・アークメイジ)》」

			　そう推測しながら、《差分爆裂(デイフアレント・ブラスト)》を使用するはずだったプランをかなぐり捨て、ユウトは自らが知る中で最高の防御呪文を発動し、からくも死の爪から逃れる。

			　今、この場ではダァル＝ルカッシュと二人きり。

			　瞬間移動系統の呪文で距離を取ることもできないのだ。必死にもなる。

			「解除」

			　身も世もなく走って全知竜から距離を取ったユウトは、《時間停止(クロノス・アイズ)》を解除。

			　世界に色が戻り、位置関係が変わった状態で、時間が進み始めた。

			「ほう。向こうから近づいてきてくれたか」

			「エグ、いきなり近づかれたことを驚こう!?　後、ユウトが切り札使ったはずなのに、無傷だよ」

			　ラーシアの指摘はもっともだが、今はそれに触れている暇はない。

			　ヨナの背後まで移動していたユウトは、その肩に手を置いて言った。

			「ヨナ、頼みがある」

			「任せて」

			　寄せられる信頼を嬉しく思いながら、ユウトはダァル＝ルカッシュを見上げる。

			「糸口は掴めた」

			　その視線は、狂った全知竜ダァル＝ルカッシュではなく、さらにその先へと向けている。

			「《エレメンタル・ミサイル》」

			　ユウトに頼みがあると言われた瞬間に始めた精神集中が終わり、ヨナの眼前に無数の炎の矢が現れる。その一本一本が、弩砲(バリスタ)で撃ち出すような、槍にも匹敵する大きさだ。

			　具体的な指示を聞かぬとも、ヨナはユウトの意図を完全に把(は)握(あく)している。

			「ヨナ、ドラゴンじゃなくてモノリスを狙ってくれ」

			「りょーかい！」

			　なんの疑問も持たず、アルビノの少女は超能力(サイオニツク・パワー)で生み出した源素の飛翔体を解放する。

			　その暴力的行為にさえ目をつぶれば、実に可愛らしい仕草だった。

			「ユウト、正気か!?」

			　ヴァルトルーデが泡を食って止めようとするが、遅い。それ以前に、ヨナに止めるつもりがない。

			「ダァル＝ルカッシュは、俺がこういう判断をすることも分かっていたはずだ。だから、破壊したって酷いことにはならないさ」

			「そうではない。モノリスが使えれば……」

			「まあ、多少残念だけどな。そもそも、ヨナだって本当に壊すつもりでは――」

			「もちろん、全壊させる」

			「……だよな」

			　ヨナが解き放った無数の炎の槍が、全知竜ダァル＝ルカッシュを飛び越えて、数十メートルはあるモノリスへと殺到する。

			　ミサイルが弧を描いて、ビルへと落ちていくかのような非現実的な光景。

			　一方的に加えられる破壊。

			　――そうなるはずだった。

			「グルッギャアアアアンンンッッ」

			　全知竜の咆(ほう)哮(こう)。

			　耳をつんざき脳を揺さぶる轟音は、しかし、その場の生物に向けられたものではなかった。

			「ゆがめられたっぽい」

			「そういうこと、みたいだな……」

			　不快感に顔を歪(ゆが)めつつ、ユウトは《エレメンタル・ミサイル》のあり得ない軌道と挙動に首を振る。

			　モノリスを崩壊させるはずだった源素の飛翔体は、漆黒の花崗岩でできた直立するモニュメントに到達することは叶わず、進路を捩(ね)じ曲げられる。

			　その先には、狂えるダァル＝ルカッシュの巨体。

			　先ほどの咆哮を遙かに超える、着弾の轟音。

			　破壊の証左でもある、膨(ぼう)大(だい)な熱に爆風。

			「ガァッアアアアンンンッッ」

			　さすがに、対象を完全に歪(ゆが)めることまではできなかったのだろう。代わりに雨(あめ)霰(あられ)と降り注ぐ《エレメンタル・ミサイル》を受けて、さしもの狂える全知竜も身をよじった。

			　流麗なフォルムを誇っていたはずの全身が焼け焦げ、虹色の鱗(うろこ)は剥がれて肉が露出する。

			「まあ、これはこれで？」

			「うんうん。跳ね返したり、どっかにやったりまではできないっぽいね。ボクの矢が跳ね返されるとか、マジ勘弁」

			「ああ。それが分かったのは収穫だ」

			　それは確かに、正しかった。

			　しかし、未来を――すべてを知るダァル＝ルカッシュが、意味もなく攻撃を受けるはずもない。

			「グルッギャアアアアンンンッッ」

			　再度、暴風を巻き起こす咆哮を放って、大きく身をよじる。

			　山が動くような振動。

			　同時に、虹色だった鱗が真紅に染まる。

			「火の源素の攻撃を受けたから色が変わった？」

			「いえ、今まで以上に暴力的な情動を感じるわ」

			　元より存在していなかった理性が、ついに、戦術を組み立てる知恵すら放(ほう)棄(き)したとでも言うのか。

			「これ、ゲームでよくある怒り状態ってやつなんじゃ……」

			「そうだろうな」

			　ダァル＝ルカッシュの変化にいち早く気付いたアカネとユウトが、手早く仲間たちへ説明をしていく。　

			「完全に狂ったというわけか」

			　小手先の技巧など関係ない。単純な殴り合いになる。そう確信したエグザイルが、嬉しそうに楽しそうに笑った。

			　あの数十メートルはある山のような壁のようなドラゴンと力比べができると喜んでいる。

			　そして、アルシアも、それに乗った。

			「とはいえ、防御に一手使わせたのは僥(ぎよう)倖(こう)です」

			　トラス＝シンク、死と魔術の女神の聖印に手を触れた大司教(パトリアーチ)は、防御を固めるのではなく攻勢に出ることを選んだ。

			「我が頼もしき仲間たちに、全知竜の正気が求める滅びを与えるため、その手にしたる刃に光る輝きを与えん――《光輝なる刃(レイデイアント・エツジ)》」

			　装甲を無効化する第八階(かい)梯(てい)の神術呪文。

			　その対象は、ドラゴンの強固な鱗(うろこ)も例外ではない。

			　ヴァルトルーデの討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)、エグザイルのスパイク・フレイル、ラーシアの複合短弓が、聖なる輝きに包まれる。

			「うおおおっっっ」

			　先ほど、ユウトを追って前へ出ていた狂える全知竜ダァル＝ルカッシュ。

			　ちょうど良い位置にいると、エグザイルが愛用のスパイク・フレイルを渾身の力を込めて叩きつける。

			　錨(いかり)のようなトゲ付きの打撃部が、ドラゴンの胴体部の赤い鱗(うろこ)を貫き肉を裂き、出血を強いる――はずだった。

			「ぬう？」

			　まるで、そこにダァル＝ルカッシュが存在していなかったかのように、スパイク・フレイルは虚空を通過し地面を盛大にえぐる。

			「次だ！」

			　けれど、エグザイルは拘泥しない。

			　両腕と背筋の力を総動員して、スパイク・フレイルを跳ね上げる。その攻撃は、今度こそ狂える全知竜を捉え、その巨体をわずかではあるがよろめかせた。

			　岩巨人は、まだ止まらない。

			　ハンマー投げのように自ら回転し、スパイク・フレイルを振り回すと、その遠心力を乗せた一撃を反対側に叩き込んだ。

			　汗と反動で流れた血が、エグザイルの全身を彩る。

			　しかし、狂えるダァル＝ルカッシュのダメージはそれを遙かに越える。

			　いかに巨大なドラゴンであろうと、すべてを知って狂った存在であろうと、生物であることには変わりない。許容量を越える打撃を受ければ、その先に待つのは死だ。

			　アルビノの超能力者(サイオン)による爆撃。岩巨人(ジヤールート)に加えられた二発。

			　それだけで、所々鱗(うろこ)は剥がれ、その鱗の色と重なって判別は難しいが、生命の源である血液は滝のように流れ、足下に血の池を作っている。

			「《狙撃手の宴(スナイパーズ・レイヴ)》」

			　そこへ重ねるように、ラーシアの矢が飛ぶ。

			　狂える全知竜ダァル＝ルカッシュに比べるべくもない、か細い矢だ。急所に撃ち込まれようが、さしたる損傷になるとも思えない。いや、そもそも、そこに届く前に折れてしまいそう。

			　だが、それは有象無象の放つ矢だから。

			《光輝なる刃(レイデイアント・エツジ)》の加護も受けて放たれた金色の矢は、紙のように真紅の鱗を通過し、肉の中を進み、内臓を撃ち貫く。

			　けれど、すべてではなかった。

			　そのうちの何本かは、どういう理屈なのか、ダァル＝ルカッシュを通過してどこかへと飛び去ってしまう。

			「跳ね返されないけどスカされた！」

			　六本ほど同時に撃ち、肉をえぐったのは半分ほどだろうか。

			「刻を止めてどうこうというよりも、確率を操作されているみたいだ」

			「確率？」

			　聞き返すヴァルトルーデのために、ユウトは理解しやすい言葉を探す。

			「分かりやすく大げさに言うと、運命……かな？」

			　エグザイルのスパイク・フレイルが直撃するはずだった未来。

			　ラーシアの矢で急所を貫かれているはずだった今。

			　その現実を改変し、いずれも外れる運命を確定させた。それがなければ、累積した攻撃で、既に打ち倒せていたかもしれない。

			「なるほどな」

			　納得したと、聖堂騎士(パラデイン)がかかとを打ち合わせる。飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウイングス)が起動し、神の恩(おん)寵(ちよう)を受けた聖女を空中へと運ぶ。

			「〝常勝〟ヘレノニアよ、勝利と正義を守護する御方よ。御身の加護を、《破邪撃滅》を我に与えん！」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を掲げて、ヴァルトルーデは祈りを捧げた。

			　それはすぐさま聞き届けられ、手にした剣が、全身が、淡い光の霊気に包み込まれる。

			「グッリアアァッッッ」

			　永久的狂気に陥(おちい)ったダァル＝ルカッシュが、ただ動くものを破壊するために。そのためだけに、強靱な爪を振るい、それだけで恐竜ほどもある尾で叩きつけ、牙(きば)で噛み砕かんとする。

			　飛行しながら、ヴァルトルーデは神から賜(たまわ)った剣で打ち払い、致(ち)命(めい)的(てき)な打撃を避ける盾で受け、ため息が出るような機動ですべてを退(しりぞ)けた……はずだった。

			「やはりか！」

			　気付けば、巨大な爪が彼女の目の前に出現していた。

			　咄嗟に剣で止めようとするが、彼我のサイズ差は絶大。

			　爪が魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)を貫き、まるで虫でも払うかのように地面へ叩きつけられる。

			「くっ……」

			　だが、ヴァルトルーデは耐え抜いた。膝をつきながらも瞳から闘志は消えない。治癒呪文も待たずに、再度、空中へと飛び上がる。

			　ある程度、予想、あるいは覚悟をしていたからこその行動。

			「どうなってるの……」

			　呆然とした、アカネのつぶやき。

			　無事なのは良かった、嬉しい。

			　だが、あの衝撃は列車にひかれるのと変わらない。いや、殺意がある分、それすらも凌(りよう)駕(が)するだろう。

			　それを、いくら鎧(よろい)を着て、オーラに包まれているといっても、耐えられるものだろうか？

			　当然ながらアカネは気付かないが、それは尺度が違っている可能性も考えられる。

			　ユウトが大魔術師の枠を越えて亜神級呪文(イモータリイ・スペル)を行(こう)使(し)できるように、ヴァルトルーデもまた、英雄を、伝説を越え、神の階に足をかけているのかもしれなかった。

			　真相は、この場では分からない。

			　少なくとも、そんなことにヴァルトルーデは関心を持たない。

			「私の《破邪撃滅》から逃れられるか、試してみるか？」

			　そう、やることは変わらない。

			「《神性猛襲(デイヴアイン・ラツシユ)》」

			《破邪撃滅》を強化する聖堂騎士(パラデイン)専用の神術呪文を唱え、ヴァルトルーデは狂える全知竜へと飛ぶ。

			　閃光が走った。

			　一瞬で燃やし尽くし、すべてを昇華させる一撃。

			　狂える全知竜ダァル＝ルカッシュは動かない。

			　すべてを知るがゆえに永久的狂気へ陥(おちい)り、狂戦士(バーサーカー)のように見境がなくなった今のダァル＝ルカッシュでも、理解していたのだ。

			　その一撃をかわし、生き延びる可能性。

			　それが、皆無であることを。

			「せめて、安らかな死を迎えんことを」

			　天使の如き美貌を憂(ゆう)色(しよく)に染めて、ヴァルトルーデが討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を鞘(さや)に収めた。

			　まるでそれが合図だったかのように、ダァル＝ルカッシュがずれていく。

			　巨大な竜。

			　真紅のドラゴン。

			　その首が、ちょうど中間で断たれ、重力に引かれて落ちていった。

			　遅れて、ヨナ、エグザイル、ラーシアに散々痛めつけられた胴体部も、同じ道をたどる。

			「終わったの……？」

			　ただ成り行きを見守る他になかったアカネが呆然とつぶやいた。

			「あ？　今、フラグ立てちゃった？　って、いやいや。現実でそんな……」

			　ユウト以外には分からない理由で、あたふたするアカネ。

			「さすがに、それは――」

			　ユウトがなにか言い掛けたところで、世界が虹色の光に満ちる。

			「モノリスからか!?」

			　最も近くにいたヴァルトルーデが看破するが、収まるのを待つしかない。

			　世界が虹色に染まったまま、数分が過ぎ。

			　目を開いたユウトたちが見たのは、三体に増えた狂える全知竜ダァル＝ルカッシュ。

			　いずれも虹色ではなく狂化した真紅の鱗(うろこ)だったが、そのうちの一体は首を落とされたまま。けれど、まるで、逆再生するかのように、そのダァル＝ルカッシュは元に戻っていく。

			「どういうことだ？」

			「どうもこうも、生き返ったんじゃないの？」

			「全知竜という名からは想定できませんでしたが……」

			　ヴァルトルーデのつぶやきに答えるラーシアとアルシアの言葉にも、戸惑いが溢れていた。

			「とりあえず、もっかいモノリスに攻撃する？」

			「まあ、一体でも三体でも変わらんだろ」

			　一方、ヨナとエグザイルの結論は単純明快。

			　そして、ユウトとアカネは、かなり離れた場所からではあったが、顔を見合わせてまさか……と思いつきを共有しようとしていた。

			「これって、過去・現在・未来のドラゴンってことなんじゃない？」

			「そうなると、三体同時に倒さなくちゃいけないのか？」

			「パターン的にはそうよね……」

			　そんなある意味偏(かたよ)った〝常識〟は、当然、ブルーワーズの人々には通じない。

			「そうか。では、手分けをするか」

			「オレは左側にする」

			「では、私は右側だ」

			「なら、ボクは復活しかけの真ん中ね。楽そうだし」

			　けれど、信じてもらえた。

			「よし。正解かどうかは分からないけど、三体同時に倒すぞ。とどめは、俺が担当する」

			「では、私は態勢を整えましょう――《完全治癒(オール・ヒール)》」

			　ブレスの後にも使用された治癒呪文で、仲間全員の傷を癒(いや)し、体力を回復させる。

			　準備は、それで充分だった。

			「《エレメンタル・ミサイル》」

			　再び、ヨナの目前に源素の矢が無数に現れる。

			　今度は、炎ではなく冷気。

			　しかも、ありったけの精神力を振り絞ったのか、先ほどの数倍の量。火力支援を一手に引き受けて余りある。

			「いっけぇっ」

			　平坦な声の命令に従い、一度天井近くまで打ち上げられた氷の槍が一斉に降り注ぐ。三体となった狂える全知竜にも、モノリスにも。

			　やはり、モノリスへの攻撃を捩(ね)じ曲げるのは繊(せん)細(さい)な作業なのか、自らへの攻撃に対する確率操作はできないようだ。

			　滝のように流れ落ちる《エレメンタル・ミサイル》が、ダァル＝ルカッシュの全身をまんべんなく貫き、冷気で足を止め、その場に釘付けにする。

			「ヨナ、ナイスアシスト――《狙撃手の宴(スナイパーズ・レイヴ)》」

			　それに合わせて、ラーシアから実体を持つ矢が飛び、目に脳に心臓にと体深くめり込んでいった。

			「グルアァァッァアッッッ」

			　狂っていても、また、あの巨体でも痛みは即座に感じるらしく、真ん中にいた全知竜が叫びを上げて身をよじる。

			「やりすぎるなよ、ヴァル」

			「そっちこそ」

			　左右に分かれた前衛二人が、それぞれの獲物へ得物を振るう。

			　無造作で、無(む)謀(ぼう)で、圧倒的な暴力。

			　反撃を喰らっても意に介さない。

			　アルシアへの、そしてユウトへの信頼がその行動を支える。

			　確率操作で攻撃が多少無効化されても構わない。その分、攻撃し続ければいいのだから。

			　瞬く間に命を削られていく、新たに現れた二体の狂えるダァル＝ルカッシュ。

			「ヨナには地味だって文句言われそうだけど――」

			　ユウトが、呪文書のページを九枚切り裂いて、三体の狂える全知竜の前に並べる。

			「《死の呪幻(ウイアード・デス・テイルズ)》」　

			　恐竜の群に出会ったら使うつもりで準備していた、第九階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　ユウトが呪文を唱えると同時に、呪文書のページがそれぞれのドラゴンへと飲み込まれていく。

			　だが、なにも起こらない。

			「――――」

			「――――」

			「――――」

			　三体の狂える全知竜ダァル＝ルカッシュも無反応。

			　だが、それでいい。

			《死の呪幻(ウイアード・デス・テイルズ)》は、対象に恐るべき言葉と幻影を見せて死に至らしめる大魔術師級の呪文。相手が弱っているほど、効果は高い。

			　ただし、どんな言葉を投げかけられているのか、どんな幻を見ているのか。

			　それは、術者にも分からない。

			　分かるのは、結果。

			「――――」

			「――――」

			「――――」

			　三体の狂える全知竜ダァル＝ルカッシュが、同時に息絶えてその場に崩れ落ちた。

			　この空洞をほとんど埋め尽くす、まるで、テレビで見たビルの破壊現場のような迫力。

			　だが、それだけ。

			　それで終わり。

			「狂ってしまうと、全知竜としての怖さはなかったな」

			　理性的な行動が取れなければ、その能力もあまり意味がない。

			　脅威だった。苦労はしたが、終わってみれば完勝と言って良いだろう。

			　静かな結末だ。

			　最期にダァル＝ルカッシュが正気を取り戻し、言葉を交わすこともできはしない。

			「今度こそ、終わったな」

			　戦闘時の凛々しい表情をふっと緩め、天使のように、いや、天使などより美しい相貌に暖かい笑顔を浮かべ、ヴァルトルーデが歩み寄ってくる。

			　ユウトも、それに頷こうとして――足下から伝わる違和感に気が付いた。

			「揺れてる？」

			　それは誰の言葉だっただろうか？

			　誰が言ってもおかしくなかったし、誰に確かめるまでもなく正しい言葉だった。

			　空洞が、世界が振動する。

			　その中心には、脈動するモノリスがあり、そこから螺旋状になった腕が、無数に生えていた。

		

	
		
			エピローグ

			　

			「下がれ！」

			　ヴァルトルーデの号令一下。弛緩していた雰囲気が一瞬で切り替わり、ユウトを中心にして再集結を果たす。

			　それを頼もしく感じながら、ユウトは離れた所にいるアカネへ視線を送った。

			　ようやく被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)ダーラも再生を果たし、彼女の護衛についている。

			　疲労も消耗もあるが、万全と表現して良いだろう。

			　改めて、螺旋のように捩れた巨大な腕へと視線を戻す。

			　モノリスから無数に生えてきたそれは二〇メートル近くもあり、まるで品定めするかのようにゆらゆらと揺れていた。

			「あれがなんだかまだ分からないが、ろくなもんじゃないのは間違いない。まずは――」

			　ユウトが即座に指示を出そうとするが、最後まで言い切ることはできなかった。

			　イソギンチャクのように揺れていた螺旋腕が、唐(とう)突(とつ)にぴたりと止まる。

			　一瞬の静寂。

			　砂糖の山に集まる蟻のように、腐肉に群がる獣(けもの)のように。生理的な嫌悪感を催すような動きで、全知竜ダァル＝ルカッシュの亡(なき)骸(がら)へ殺到した。

			　螺旋の巨腕。

			　その先端が、全知竜の鱗(うろこ)に触れる。

			　そう認識した瞬間、ダァル＝ルカッシュは消失した。

			　比(ひ)喩(ゆ)でもなんでもない、それが起こった現象。

			　あの山の如き巨体を、ヴァルトルーデやエグザイルですら死力を尽くして退(しりぞ)けたダァル＝ルカッシュを、ほんのひと撫でで消し去った。

			「くっ」

			「これは……」

			　あまりにも濃厚な悪の、否、それを超越した禍(まが)々(まが)しき気配に、ヴァルトルーデとアルシア。二人の聖職者が思わず膝をつく。　

			　それで、確信に変わった。

			「絶望の螺旋(レリウーリア)……」

			　世界そのものを虚無へと還元する、旧く偉大なるもの。

			　この世界とは別の次元から突如として現れた殲滅者。

			　かつて、善と悪の神々が共闘しても消滅させられず、牢獄へと繋いだ邪悪なるもの。

			　ユウトがこのブルーワーズへ転移した時。その一年後、襲い来る〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟の軍勢を転移させた時。そして、アカネがこちらへ来た時。

			　度重なるモノリスの使用に刺激されたのか、まだ寝返りを打った程度だろうが、絶望の螺旋(レリウーリア)がブルーワーズに顕現を果たした。

			　彼のエレクティオが生きていたら、欣(きん)喜(き)雀(じやく)躍(やく)していただろう光景。

			　聖職者である二人のように膝をつきはしなかったが――あのラーシアでさえも――顔を蒼白にし、思考がまとまらない。

			（ダァル＝ルカッシュの全知は、この絶望の螺旋にも及ぶのか？）

			　まさか、及ぶはずがない。もしそこまで含んでいたならば、理性も狂気もなく精神死していただろう。

			　絶望が、ユウトの心に帳(とばり)を下ろす。

			　戦う？　倒す？　あれを？

			　触れただけで、すべてを消滅させ、風化させ、滅亡させるあれに立ち向かう？

			　だが、逃げてどうなる？　あそこから這い出てきたら、すべてが終わる。このブルーワーズだけでなく、『忘却の大地』も天上も奈落も、等しく滅びを迎えるだろう。

			　モノリスを破壊するだけで回避できる？　ダメだとして、他に方法はある？

			「いや。だからなんだっていうんだ」

			　ユウトは怯(きよう)懦(だ)を振り払った。

			　全知など関係ない。それに従うわけではない。言われたからやるわけではない。

			　大切なものがある。守りたいものがある。

			「やることは変わらない。なにも変わらない」

			　ユウトは、呪文書ではなく腰から下げていた巻物(スクロール)入れへ手を伸ばす。そこには、未完成で使うことはないと思っていた自作呪文が収納されていた。

			　あの絶望の螺旋(レリウーリア)は、まだ目覚めかけですらない。ただ、無意識に意味もなく小指を伸ばしただけ。

			　それを証明するかのように、ダァル＝ルカッシュを消滅させた螺旋の巨腕は、次の標的を探すかのように、再びゆらゆらと震えていた。

			　まだ、間に合うはずだ。

			「朱音、こっちへ集まって。みんなは手出ししないで、警戒だけ。ヨナ、《テレポーテーション》を頼む。ダァル＝ルカッシュがいなくなった今なら、瞬間移動も使えるはずだ」

			　矢継ぎ早に指示を出しつつ、ユウト自身は巻物を持って前に出る。

			　意外な行動に、誰もが止めるタイミングを失った。

			「ユウトは？」

			　ヨナの問いかけに、ユウトは少しだけ立ち止まり、顔は正面を向けたまま答えた。

			「俺は、自分で戻るよ」

			「ユウトくんを止めて！」

			　一番最初に気付いたのは、アルシア。

			　感情感知の指輪で、なにをするかは分からないが、覚悟を決めたことに気付いたのだろう。珍しく余裕のない声でアルシアが叫ぶ。

			（別に、俺が犠牲になってみんなを助ける……ってわけじゃないんだけどな）　

			　ユウトは苦笑するが、説明する時間はない。

			　なにしろ、標的を定めた螺旋の巨腕がこちらへ向かってきているのだ。

			　それを引きつけるかのように、ゆっくりと。

			　迷いも狼(ろう)狽(ばい)もなく、ユウトは自作の巻物を天に掲げた。

			　使うのは、初めて。

			　だが、このモノリスの魔力があれば、必ず発動する。

			「《星を翔る者(インターステラ・ウオーカー)》」

			「ユウト……ッッ！」

			　アルシアの叫びを聞いて、なにより彼女自身、得体の知れない衝動に突き動かされて、ヴァルトルーデが走った。これ以上、本気で、真剣になったことはないというほど、走った。

			　今度こそユウトは振り向き、彼女の姿を瞳に映す。

			　好きになった人のことを侮(あなど)っていた。

			　そんな表情を浮かべて。

			　けれど、呪文は止まらない。

			　モノリスが集積していた魔力を総ざらいし、かつて大賢者に発動不能と言わしめた次元移動の呪文が解き放たれた。

			「勇人！　ヴァル！」

			　ユウトが、七色の光に包まれる。

			　次元移動の前兆だ。

			　それと時を同じくして、ヴァルトルーデは追いつき、ユウトの肩を掴んだ。

			　絶対に手放さない。そう言ったはずだと、悪魔すらたじろぐ美貌で不退転の覚悟を伝える。
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			　ユウトは、彼女と、愛する人とした初めてのキスを思い出していた。

			　もう、止めることはできない。

			　視界が、世界が、光に包まれる。

			　音も失われた。

			　思考も停止する。

			　永遠とも感じる数秒。

			　数秒とも思える永遠。

			　扉は閉じた。

			　絶望の螺旋(レリウーリア)は、眠り続けている。

			　世界は救われた。

			　彼らは再び、世界を救った。

			　――扉を閉じた英雄は、もう、この世界のどこにもいない。

			　

			「ここは……」

			　目を開き、最初に感じたのはまぶしい光。

			　見れば、夏の終わりの太陽が容赦なく照りつけている。

			　騒がしい風の音。

			　いや、これは騒音だ。

			　久しぶりに聞くその音は、不快感と同時に郷愁を天草勇人へともたらした。

			「なんだ、あれは。鉄の馬車がもの凄い速度で走っていくぞ」

			　聞き慣れた声。耳朶に快い、愛する人の、愛してくれている女性の声が染み渡る。

			「ああ……。お約束のリアクションをありがとう」

			　今になって、自分が道路に座っていることに気付いた。

			　夏の太陽に熱せられたアスファルトが、手のひらを焼く。

			「帰ってきちまったか」

			　かつて望んだ結末。

			　あの場では、他に方法もなかった。

			　けれど、声も表情も苦い。

			　天草勇人は、故郷へ帰還を果たした。

			　ブルーワーズへ戻る保障もないままに。

		

	
		
			外伝・夢の通い路

			　

			　半神であるヴェルガは、本来、睡眠も食事も必要としない。全き神とは言えぬその肉体であっても、定命の者を遙かに超越している。

			　しかし、精神は別。

			　睡眠不要といえども、寝れぬ訳ではない。また、毎日寝ずに過ごすには、夜はあまりに長すぎた。

			　ゆえに、彼女は今日も夢を見る。愛しい人に会う夢を。

			　

			　生物――人間も悪の亜人種族も、言葉持つものはすべて――の精神は、夢の領域に接続している。

			　これは、すべての精神は、夢の領域と呼ばれる異次元を通してつながっているということであり、つまり、ヴェルガとユウトの精神もその例外ではない。

			「ふむ。ここが、婿殿の心象世界ということかの」

			　不思議な空間に現れたヴェルガが、感心したかのようにつぶやきながら周囲を見回す。

			　横に三歩、縦はその倍ほどだろうか。

			　壁紙は白く、触れてはいないが壁はかなり厚そうだ。出窓の側にはベッドが置かれている。

			　また、ヴェルガには用途の分からない横長の板や箱状の機械。それに、カラフルな背表紙の書物が棚に収められていた。

			　ヴェルガにも、ここが居室であることは分かる。

			　だが、用途の分からない物が多すぎた。壁の上の方に設置されている白い横長の機具は、一体、なんの魔道具(マジツク・アイテム)なのだろうか。

			　いくら見ても、興味が尽きない。

			「なんで、俺の部屋にヴェルガがいるんだ？」

			　不意に、戸惑いの声がした。

			　その瞬間、彼女の中で声の主への想いが、不可思議な部屋への興味を上回った。

			「いや。そもそも、なんで俺が、俺の部屋にいる……？」

			　いつの間にかベッドに座っていた少年が、ヴェルガと同じように周囲を見回しながら記憶を探って行く。

			　六畳ほどの部屋。

			　恐らく、マンションの一室だろう。出窓の側にはベッドが置かれ、そちらの壁にはエアコンも設置されていた。

			　金属製のラックには、液晶テレビや据え置きのゲーム機。それに、漫画が何冊も収められている。

			　なんの変哲もない、高校生の私室。いや、どちらかと言えば、面白味のない部屋に分類されるだろう。

			「婿殿」

			　にんまりと、それでいて淫蕩に微笑む赤毛の女帝。

			「不思議なことなど、なにもあるまい」

			　すべてを受け入れる淫靡な微笑みで、ヴェルガは警戒心を溶かそうとする。

			「いや、俺は寝てたはずだ。それがいきなり、地球……故郷の部屋にいるんだぞ。こんな辻(つじ)褄(つま)の合わないことがあるかよ」

			　けれど、黒髪の少年――ユウトは肯(がえ)んじない。

			　鋭い視線を悪の半神へ向け、無意識に呪文書を構える。

			　ブルーワーズへ転移する前に生活していた部屋で、呪文書を持ち、白い大魔術師(アーク・メイジ)のローブを身にまとっているという矛盾に気づかぬまま。

			「辻褄が合わぬ？　当然であろ」

			　一方、ヴェルガも動じない。

			　ユウトから拒絶されても気にする様子はなく、ベッドに座る最愛の人と視線を合わせる。

			「なにしろ、これは、夢なのだから」

			「……夢？」

			「そう、夢よ。なれば、不思議なことが起こっても、それは不思議ではない。物事の道理が一貫せねども、それは当たり前のこと」

			　なにしろ――

			「これは、夢なのだから」

			「いかにも。さすが、婿殿は理解が早い」

			　誇らしげに、自慢気に。ヴェルガが淫猥に微笑みユウトの隣に座った。

			　ベッドのスプリングが跳ねて面白い。これが、異世界のベッドなのだろう。ユウトの夢――精神に入り込んだヴェルガも、ここまで再現されるとは思っていなかった。

			　これは、嬉しい誤算だ。

			「夢なのは良いけど、なにかやったんだろ？」

			「これは異なことを。婿殿に疑われるのは、妾も辛い」

			「簡単なことだ」

			　泣き崩れるヴェルガを一(いち)瞥(べつ)して、ユウトが自らの推論を口にした。

			「ヴァルが俺の部屋に出てくる夢なんて見たことがないのに、ヴェルガでそれを見るなんてありえない」

			　根拠のない。それでいて、説得力のある言葉。

			「妬(や)ける話よの」

			　根拠がないため、反論をすることもできない。だというのに、ヴェルガは淫蕩な笑顔を崩さない。

			　なぜなら、あの憎々しい聖堂騎士(パラデイン)よりも先に――夢のなかとはいえ――ユウトの部屋に入ったことになるのだから。

			「確かに、これは人為的な夢よ」

			「やっぱりか……。精神攻撃でもするつもりなのか？」

			「それができるなら、婿殿になどせぬよ」

			「なるほど……。それもそうか」

			　夢のなかのユウトが、ヴェルガの言葉に一理あるとうなずく。

			　それができるのであれば、ヴァルトルーデにでも攻撃を仕掛けたほうが手っ取り早い。もちろん、その時点で対立は決定的になるが。

			「妾も、夜は暇なのでな。逢(おう)瀬(せ)を楽しみたいと思うただけよ」

			「逢瀬ねえ……」

			「我が父ダクストゥムと母ベアトリーチェに誓って、婿殿に害意はないと確約しようぞ。無論、副作用で婿殿が寝不足になるなどということもない」

			「それはそれで、なんとなく不安がないわけでもないけど……」

			　半信半疑といった様子で、ユウトは呪文書のページをめくる。

			　そこには、しっかりと理術呪文が記されていた。

			「呪文を使えそうな感触はあるが……問題は、どの呪文なら脱出できるかだな。《魔力解体(アイソレーシヨン)》で、どうにかなるか？」

			「可能であろうが、そのあと、どんな影響が出るかは、妾も予想がつかぬ」

			　ヴェルガの返答を聞き、ユウトが諸手を挙げた。

			　心から信じたわけではないだろうが、害意を感じないのは確か。とりあえず、ヴェルガの意図に乗ることにしたのだ。

			　ユウトが、ふっと緊張を緩めた。表情を見ると完全に信じたわけではなさそうだが、警戒を解いたことが伝わってくる。

			　その無防備な態度に、ヴェルガは胸が高鳴るのを感じた。

			「まったく、思い当たる呪文もあるけど、夢でこんな自由に対話ができるなんて半神は規格外だな……。いや秘跡(サクラメント)なら、そんな制限は関係ないか」

			　そのぼやきを聞いて、ヴェルガは思わず相(そう)好(ごう)を崩す。島をひとつ落とした大魔術師(アーク・メイジ)に規格外と賞賛されるとは、望外の喜びだった。

			「さて、夜は短いぞ。時間を無駄にしておる暇はない」

			「暇なんじゃなかったのかよ」

			「婿殿がおれば、話は別よ」

			　ユウトの耳元で、ヴェルガがささやく。淫靡で、ただそれだけで情欲をかき立てられる声音。

			「夢とはいえ、変なことは――」

			「まずは、この部屋についていろいろ聞きたいのだがの」

			　いたずらを成功させた子供のような……と表現するには蠱(こ)惑(わく)的すぎる態度で、ヴェルガはユウトに話をねだった。

			「別に、珍しい物なんてないぞ」

			「それは、婿殿にとっては当然であろ？」

			「まあ、それもそうか……」

			　ユウトにとっては、数年前まで起居していたただの自室。しかし、ヴェルガにとっては、不思議な部屋としか言いようがない。

			　それに加えて、とても興味深かった。

			　なにしろ、愛する人が過ごしてきた部屋なのだから。

			「とりあえず、部屋の外には出られないか」

			　まず、ユウトが向かったのは、部屋の入り口。

			　しかし、ドアノブを回して押しても引いても扉は動かない。

			　元々、大した期待はしていなかった。落胆した様子も見せず、次に向かったのは、テレビやマンガが収まっているラックだった。

			　ユウトがサッカーマンガを手に取ってみたところ、辛うじてカバーは描かれていたものの、中身は白紙。

			「さすがに、マンガの中身は白紙か」

			「婿殿が、内容を完(かん)璧(ぺき)に憶えておれば別であろうがの」

			「表紙と巻数でだいたいのストーリーは思い出せるけど、絵を完全に再現はできないよな。まあ、朱音なら別かもしれないけど……」

			「婿殿の記憶にないものは、この世界には存在せぬというわけよな」

			「まあ、所(しよ)詮(せん)は夢ってことか」

			「そうよな。そして、婿殿が目覚めれば妾と逢瀬を重ねたことも、忘れてしまうであろうよ」

			「……ということは、ヴェルガは憶えているということか」

			　ラックにマンガを戻しながら、ベッドに座ったままのヴェルガへ視線を向けるユウト。

			　しかし、ヴェルガは黙して語らない。

			「まあ、別に知られて困るようなことはなにもないけどな」

			「相変わらず、聡(さと)いのう。打てば響くこの会話だけで、ますます婿殿が欲しくなるわ」

			「相変わらずと言われるほど、話をした記憶はないけどな」

			　ユウトとヴェルガの邂(かい)逅(こう)は、ジーグアルト・クリューウィングの件への報復と、その後、ファルヴに訪れてキスをしてきた二回だけしかない。

			　それでなにが分かるのかと言わんばかりのユウトに対し、ヴェルガは気(け)怠(だる)げで淫蕩に答えた。

			「ふむ。婿殿は、乙女(おとめ)心を理解しておらぬ様子」

			「それって、男が理解できるものなのか？」

			「無論。ここは教えて進ぜよう。なに、単純な話よ。妾が、常に婿殿との会話を反(はん)芻(すう)しておるだけの話だからの」

			「それを乙女と認めるのには、抵抗があるんだけどな」

			　ユウトは深入りしないことに決めた。視線を部屋中に彷徨(さまよ)わせ、天井近くのエアコンを指さす。

			「あれは、エアコン……エアーコンディショナーだったかな。要するに、部屋の気温を上げ下げして快適に過ごすための機械だ」

			「なるほど。個々人ではなく、部屋全体を調整する魔道具(マジツク・アイテム)とはの」

			「魔道具……。まあ、それで良いか」

			　ユウトは、あっさりと訂正を放(ほう)棄(き)する。

			　ヴェルガには分からないが、説明をするとなると多大な労力を要するし、なによりユウトはエアコンの仕組みを完全に理解しているわけでもない。

			　ユウトがふと思いついたように話を変える。

			「言われて気づいたけど、ブルーワーズだと《耐熱・耐寒(コージネス)》みたいな個人向けの対策のほうが簡単なんだな」

			「部屋や建物全体に効果を及ぼすのは、必要な術式の階(かい)梯(てい)が上がるからの。持続させるのであれば、なおさらよ」

			「地球の技術だと、逆に小型化するほうが難しかったりするんだよな……。これが、魔法と科学の違いか」

			　腕を組み、面白い事実に気づいたと満足げなユウト。

			　そんな大魔術師(アーク・メイジ)を見て、ヴェルガは全身が疼(うず)いた。猛烈に、今まで以上に、ユウトが欲しくて堪(たま)らなくなる。

			「ところで、婿殿。衣装は、どこにしまっておるのだ？」

			　しかし、ヴェルガはぎりぎりのところで耐えた。

			　夢のなかとはいえ――いや、だからこそか――ここで、ユウトと関係を持つことは容易だろう。

			　けれど、それは所(しよ)詮(せん)、一時的なものに過ぎない。

			　仮(かり)初(そ)めの関係、空(くう)虚(きよ)な満足。

			　その結果として得るのは、彼からの拒絶。

			　それはつまらない。本当に、つまらない。

			「衣装って、服か。それは、あのクローゼットだけど……」

			　そもそも、クローゼットは開くのか。ドアのように、動かないのではないかと、ユウトの動きが止まる。

			「まあでも、見られて困る物もないし。開ければ分かるか」

			　そう言って、ややためらいながらユウトがクローゼットを開くが――

			「空じゃな」

			「空だな」

			　――中身は、引っ越し直後のように空っぽだった。

			「これは、あれよな。妾が、婿殿に服をプレゼントせよという天の声に違いあるまい」

			「悪の半神が天の声とか……いや、別に間違っちゃいないのか」

			　控えめにヴェルガの好意を断りつつ、ユウトが目をつぶって首を振った。

			「これはつれないことよ。見れば、婿殿はいつも同じ服を着ているではないか。それなのに、妾の好意を受け取れぬとは……」

			「良いんだよ、好きで着てるんだから！」

			　思わずといった様子で、叫ぶように反論するユウト。

			　珍しく感情を露わにする態度に、ヴェルガはにんまりと淫靡に笑う。

			　豪(ごう)奢(しや)な赤毛に手を触れ、いっそ、誇らしげに。

			　そんなヴェルガを目の当たりにし、ユウトはため息を吐いた。

			　なにを言っても無駄だと、思っていた。

			「しかし、ここがどういう基準で構築されているのか分からないな。はっきり言って、理不尽だ」

			「それはなにせ、夢であるからのう」

			「夢だからって、なんでも許されると思うなよ、夢」

			　ヴェルガの代わりに夢へと悪態をついたユウトは、次に、テレビのリモコンに手を伸ばした。

			　そのまま、特に期待した様子もなくテレビの電源を入れ……。

			「あ、ついた」

			　予想に反して電源ランプが点灯し、接続している録画用のハードディスクが起動する音がする。

			「……まあ、知ってたけどな」

			　しかし、それだけ。

			　リモコンでどのチャンネルに変更しても、受像することはない。画面は、真っ黒なまま変わらなかった。

			「して、婿殿。それはどのような機械なのだ？」

			　ユウトの背後に回ったヴェルガは、ユウトの耳元で淫靡に問いかける。豊かな双球を背中に押しつけながら。

			「……離れろ」

			「かの聖堂騎士(パラデイン)には、ないものであろう？」

			「確かに。でも、離れろ」

			「つれない、つれない」

			　言葉の上では嬉しそうに。その実、この上なく淫蕩に、ヴェルガはユウトとの間に距離を取る。といっても、ほんの一〇センチほどだが。

			「こいつは、テレビ。放送局からの電波を受信して、この液晶……板の部分に画像を表示する機械だ。ああ、音声も一緒に出るぞ」

			　今の出来事をなかったことにするかのように、ユウトは機械的に説明する。

			「ふうむ」

			　今ひとつ有用性が分からない。ヴェルガは首をひねった。

			　ただそれだけなのに、得も言われぬ色気が醸(かも)し出される。

			「放送局とやらから映像が発信されるようだが、それはどの程度の人間が目にすることになるのかえ？」

			「まあ、簡単に言えば国民総(すべ)てだな」

			「なんと。それでは、洗脳をやりたい放題ではないか」

			　身をくねらせ、くふふと淫蕩に笑う赤毛の女帝。

			　わずかな説明だけで、あっさりと悪用方法を思いついたヴェルガに、ユウトは頭を抱えた。

			「それだけじゃない。ゲームをやることもできる」

			「ゲーム？　カードや遊戯盤を投射するには大きすぎるのではないかえ？」

			「まあ、そういうのもあるけど、このコントローラーでキャラクターを操作してステージをクリアしたり、選択肢を選んで女の子と仲良くなったりとかいろいろあるんだよ」

			　テレビ番組を洗脳道具と言ってのけたヴェルガの意識を変えようと、ユウトが別の用途を説明する。

			「ふうむ。実際に見ることが出来れば、話は早いのであろうが……」

			「……これだけ動くはずないよな」

			　ゲーム機も、電源は入るもののソフトを起動するまでには至らなかった。

			「まあ、仕方あるまいて。婿殿が他の女子と仲良うなる様を見せられても困るしの」

			「いや、それは朱音の趣味なんだが……。ああ、でも、ヴェルガが困る分には、喜ぶべきなのか……？」

			　ユウトが、もどかしいと悩んでいる。

			　それが、また、ヴェルガにとっては愛おしい。

			　感情の正負は関係ない。なにしろ、愛しい人が、自分のことであれこれと思いを巡らせているのだから。

			「とにかく、あれだ。このテレビの画面にゲームの映像が出てきてだな、このコントローラーでキャラクターを操って、ボタンで命令して攻撃したりしつつ、障害を乗り越えていく……というゲームが、俺の世界では流行っているわけだ」

			「流行っているということは、面白い娯楽なのであろうな。ゲームが終わる最後まで手が離せぬだろうに」

			「あー。それは、あれだ。進行状況をセーブ……保存して、あとから読み出せるんだ。前回の続きから再開したり、前の状態からやり直したり」

			「ほう。そのようなことも」

			　過去の状態から、やり直す。

			　ユウトが気楽に語ったそれは、ヴェルガにとっては衝撃的だった。

			　けれど、そんな感情はおくびにも出さず、悪の半神はユウトのベッドへと戻った。

			「さて、婿殿。妾の好奇心も満たされたゆえ、そろそろ戻るとするかの」

			「……それなら、なぜ、俺のベッドに寝る」

			「こうすれば、別れを惜しんだ婿殿から手を出してくれるであろ？」

			「出さねえよ。なんで、そんな自信満々……いや、まあ、自信満々な理由は分からないでもない」

			　ヴェルガは淫蕩に笑う。

			　ユウトが自らの魅力を認めていることを確信したから。

			　まったく、気まぐれで使ったみた秘跡(サクラメント)だが、思った以上に収穫が多かった。

			「名残惜しいのは妾も同じなれど、そろそろ夜明けの刻限よ。残念ながら、別れねばならぬ、去らねばならぬ」

			「……そうか。じゃあ、さようならだな。起きたときには、憶えてないらしいが」

			「うむ。では、また明日の夜に会おうぞ」

			　別れ際に投下した爆弾。

			　その効果を見定めることなく、ヴェルガは夢の世界を離れ現世へと舞い戻る。

			　そして、無邪気に笑った。

			　童女のように、娼婦のように。

			 

			　毎日寝ずに過ごすには、夜はあまりに長すぎる。

			　ゆえに、彼女は明日も夢を見る。愛しい人に会う夢を。
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